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第１章　嘘つき少年と幻惑少女







０




　東京都――都市部から少し離はなれた場所に、その施し設せつはあった。

　ネオ電脳ランド。

　かつては電脳ランドという名で営業をしていたこの施設は、諸しよ般はんの事情により経営難に陥おちいり廃はい業ぎよう状態となっていた。そこをある大資本に研究結果ごと買い取られ、名めい称しようを多少変へん更こうした上で営業を再開したのがこのテーマパークだ。

　敷しき地ち内ないには無数の桜の木が植えられており、施設周辺は春のうららかな陽気と共に、桜の花びらが舞まっている。絶好の観光日び和より。テーマパークであれば、客が最も多く集まる条件が揃そろった状態だ。




　だが、そこに客の姿はなかった。




　ネオ電脳ランド内の一室。

　カプセルルームと名付けられたその大部屋には、無数のカプセルが放射状に設置されていた。それらのカプセルには一人ずつ人が入っており、彼かれらは眠ねむっているかのように安らかな表情をしている。

　そんな中、ある一つのカプセルの周りには、人が集まっていた。

　そのカプセルには、一人の女性が入り込んでいる。ショートカットの黒くろ髪かみに若々しい顔つき。その女性は、カプセルの中に設置されている椅い子すにゆったりと体を預けていた。

　だが、そんな彼かの女じよに余よ裕ゆうはない。

　彼女の身体は薄うす手での患かん者じや服に包まれていた。体中には身体データをとるための機器が付けられており、カプセルの周りに設置された機器がそのデータを表示し続けている。これから行われるのは、まさに『人体実験』と呼ぶに値あたいするものだ。

　カプセルの近くには、十数人の人間がいたが、カプセルの正面にいるのはそのうち二人だけだった。一人は医師で、白衣を着ている。主に身体データの分ぶん析せきをすることになっており、女性の様子と表示されているデータを観察していた。もう一人は、女性の上役ともいえる中年男性であり、スーツに身を包つつんでいる。

　そんな二人をカプセルから見上げながら、女性は念ねん押おしとばかりにこれまで何度もしてきた質問を投げかけた。

「本当に大だい丈じよう夫ぶなんですよね？　これで無事に戻もどってこられるんですよね？」

「そのはずだよ」

　不安そうな女性の言葉に対し、スーツの男性が淡たん々たんと答える。その反応に、女性はこれ以上の確かく認にんを諦あきらめた。

　女性の名は佐さ藤とうカスミ。

　この春、総務省に配属になったばかりの国家公務員である。







　事の始まりは、三か月ほど前のことだった。

　彼女たちがいるネオ電脳ランドでは、開園イベントが盛大に行われることになった。その中でもメインイベントと言えるのが、世界最大規模のＶＲＭＭＯ『パラレルライフ』の試遊会である。ネオ電脳ランドはその試遊会に百人を超こえる著名人と四百程度の一いつ般ぱん人じんを招待していた。

　彼らは一いつ斉せいにゲーム世界に入り込むこととなっていた。




『ここではないどこかに行きたい』




　誰だれもがふとそう考えたことがあるだろう。だが、どこかに行ったところで現実は追いかけてくる。中ちゆう途と半はん端ぱな逃とう避ひ行動をしたところで、現実逃避をしたいという欲求を現実で満たすことの難しさを思い知らされるだけだ。

　だが、それが本当に出来るとしたらどうだろう。

　ＶＲＭＭＯ。現実ではない世界に連れて行ってくれるゲーム。

　かつて電脳ランドと呼ばれる施設で使われていた設備は改良を重ねられ、自分が本当にゲームの世界の人間であると思い込ませたままゲームをプレイさせることが出来るようになった。

　人類は本物の現実逃避のための手段を手に入れた。

　この新技術は、現実から逃げ切ることを可能にしたのだ。

　だからこそ、この言葉がパラレルライフのキャッチフレーズとなった。







　試遊会当日、会場には世界中のマスコミが集まっていた。盛大なカウントダウンが行われ、大きな歓かん声せいと期待の中で、彼らはカプセルの中に入り込んだ。

　そして試遊会が始まり――。

　結論から言えば、事故は起きてしまった。

　参加者の大半は意識を取り戻すことなく、パラレルライフの世界に囚とらわれ続けた。それがどれほど大きな騒さわぎになったかは、想像に難かたくないだろう。『プレイヤー』から一転して『患者』となった人々の多さもさることながら、何よりも『患者』となってしまった人々は、この日本において重要な立場にある者たちばかりだったのだ。

　例えば、政治家。日本が他国に先んじて開発に成功した最先端技術を世界に向けてアピールするとともに、何よりもその姿勢を国民に対してアピールするために、彼らはこぞって参加の席を求めていた。

　例えば、芸能人。このネオ電脳ランドの技術は、これから世界に広まっていくものである。その第一歩にふさわしい演出のために、ネオ電脳ランド側は金にものを言わせ、有名芸能人を多数参加させていた。

　この試遊会には、日本という国にとって絶大な影えい響きよう力りよくを持つ者が多く参加していたのだ。

　それ故ゆえに、一刻も早い解決を望む声は随ずい所しよから聞こえて来た。

　だが、その期待に反し、国は解決のための糸口すらつかむことが出来ずにいた。時々、カプセルから出てくる者は現れたが、その全すべてが意識を朦もう朧ろうとさせていて、自分が誰なのかも分からない様子だった。

　そんな中、転機は向こうの方からやってきた。

　ゲーム開始から三か月が経過した頃ころ、一人の少年が意識を保ったまま、パラレルライフの世界から脱だつ出しゆつしてきたのだ。

　その少年の名は――。







「目崎ノリスケ君」

「ああ、最初の『適性あり』の子ですね」

「そうだね。彼の協力によって、我々は様々なことを知ることが出来た。ゲームに参加している『患者』は、向こうの世界では『異い邦ほう人じん』と呼ばれていること。そして、何よりも重要だったのは、『患者』たちは、あちらの世界では日本の記憶を失ってしまっているということだ。中には自分の名前すら分からなくなってしまった者もいるらしい。それ故に、自発的にログアウトをする者が現れなかった。それが今回の事故の主たる原因だということが分かったのは、大きな前進だった。そして、我々は彼の協力の下に、一つの仮説を作り上げることが出来た。それは、このカプセルに搭とう載さいされている記き憶おく抑よく制せい装置に対する耐たい性せいのある者は、あちらの世界でも日本での記憶を失わずに済むというものだ」

「そうですね。でも、そもそも試遊会を含めて、カプセルの記憶抑制装置は一度も稼働していないんですよね？　それなのに、彼らは記憶を失ってしまっている。本当に、そこに因果関係はあるんですか？　私も戻ってこられなくなったらどうしましょう？」

「その時は、君も『患者』の仲間入りだよ。そのうち、助け出してあげるから安心してくれ」

「あ～、はい。やっぱり、立場上そういうお話になっちゃいますよね」

　佐藤は力なく笑った。

「それに、佐藤さん。君も分かっているはずだ」

「ああ、そうですよね」

「それを確かめるために、記憶抑制装置に対する耐性のある君を『パラレルライフ』に参加させようとしているんじゃないか」

　そう、これは確かめるための試みなのだ。

　ゲーム世界に囚われた人々を救い出すための人体実験。

　ネオ電脳ランドの記憶抑制装置に対する耐性がある者――即すなわち『適性あり』の実験台として、佐藤は選ばれていた。

「大丈夫。戻ってこられなくなっても、これは仕事だから給料は満額支給されるよ」

「それはありがたいお話ですけれども！」

「さて、それじゃあ、そろそろ始めようか。用意はいいね？　最初は向こうの世界に行ってから一分で戻ってきてくれ。その後、少しずつ滞たい在ざい時間を増やしていって、記憶に影えい響きようが出ないかを逐ちく一いち調べることにする。分かっているね？」

「はい」

「何か現時点で、記憶以外に不安なことはあるかい？」

「ないです。あっ！　やっぱりあります！」

「何だい？」

「この患者服って、体のラインが出過ぎじゃないですか？　実験なのは分かっているんですけど、私がゲームの世界に行った後、じろじろ見たりしないでくださいよ？」

　佐藤は自分の身体を見ながら言った。

　確かに、患者服は薄手のものであり、身体のラインはそのまま出てしまっている。

　それに対し五ご代だいは――。

「さて、始めようか」

「冗じよう談だんです！　五代さん！　心の準備のために、もう少しだけ時間をください！」

「それじゃあ、佐藤さん。『パラレルライフ』の世界に行ってらっしゃい」

　五代と呼ばれた男は、カプセルの横についているボタンを押おした。すると、カプセル内のヘッドギアが降りて来て佐藤の頭をすっぽりと包みこんだ。

「ぎゃ～！　五代さんのエッチ～！　変態～！　娘さんに言いつけてやる～！」

　佐藤の叫さけびむなしく、カプセルの蓋ふたが閉まり、声はかすかに聞こえてくるだけとなった。そして、十秒もしないうちに、佐藤の意識はパラレルライフへと誘いざなわれた。

　五代は、複雑な表情で意識を失った佐藤を見ていた。

　彼女が最後に言った言葉。

　それは、もしかしたら佐藤からの最大限の気き遣づかいだったのかもしれない。

　そんなことを考えながら、五代は佐藤に向けて呟つぶやいた。

「最終的に、そう出来ることを望んでいるよ」




１




　隠かくれ山やまカクシ。

　ごく普ふ通つうの高校生であり、一見普通の人生を送ってきていたはずの少年。

　そんな彼には、友達と呼べる人間がいなかった。必要最低限の会話はするが、それ以外の接せつ触しよくはほとんど持たない。各種イベントなどにもほとんど参加せず、強制参加となっているものについても会議などでの発言は一いつ切さいしない。

　教室の片かた隅すみで存在感を消している石ころのようなもの。

　俗ぞくに言う『モブキャラ』。

　それが隠山カクシという少年の現状だった。

　だが、そんな彼に転機が訪おとずれる。

　彼の下に総務省の『ネオ電脳ランド事件対策室』が接触してきたのは、夏休み直前――事故の発生から半年ほどが経過した頃のことだった。地元の公立高校に通う彼は、校内放送で職員室に呼び出され、空いている相談室へと誘ゆう導どうされた。

　そこで彼を出で迎むかえたのは、スーツ姿の役人二人組だった。一人は四十代半ばの男性。多少やせこけた印象があり、白しら髪が交じりの髪かみをオールバックにしている。もう一人は、二十代半ばくらいの女性。短めの黒髪をしっかりとセットしてきており、男性のほうに比べると妙みように眠そうな顔をしている。

　二人はカクシが部屋に入ってくると同時に立ち上がり、カクシに向かって軽く頭を下げた。そして、無個性な名めい刺しを差し出しながら、自己紹しよう介かいを始めた。

「はじめまして。私は総務省情報通信行政局につくられた『ネオ電脳ランド事件対策室』の五代大だい吾ごといいます」

「同じく、佐藤カスミです」

　カクシは二人から名刺を受け取る。

「君が隠山カクシ君だね？」

「はい」

「先日受けてもらった、あの『適性検査』の関係でお願いしたいことがあってきたんだけど、とりあえず座すわって話を聞いてもらえるかな？」

　カクシは促うながされて椅子に腰こしかけた。

　役人二人も座ると、女性のほうが鞄かばんから書類を取りだし、カクシの前に広げた。ネオ電脳ランド開園当時のパンフレットや事件の報告書などが並べられる。そこには『臨時職員募ぼ集しゆう』と書かれたものも含まれていた。

　パンフレットが揃うと、五代が口を開いた。

「これからお話しすることはあまり口外しないようにしてほしい。さて、隠山君。君もネオ電脳ランド事件について少しは知っていると思うから、事件の概がい略りやくについては省略させてもらうよ。大体察しがついているだろうけれど、君の適性はとても高かった。九十九％以上の確率でゲーム世界においても現実を見失わないだろうというのが、君の結果だ。そういうわけだから、君には是ぜ非ひ、患者をゲーム世界から救出するためのチームに入ってもらいたいと考えているんだ。ちなみに、この佐藤もチームの一人だ。三か月ほど前から、あちらの世界で活動を始めている」

　佐藤は無言で頭を下げる。

「勿もち論ろん、今すぐお返事をというわけではないよ。資料を渡わたしておくから、家に帰ってからご家族と相談して、その上で参加してもらいたい」

　カクシはパンフレットに目をやる。

　臨時職員として働いた場合の時給は八百六十円。安すぎるとは思うが、職務内容はゲームをするだけという簡単なもの。しかも、カクシならばゲーム世界内でも記憶を失わないという保証つき。ならば、やってみるのも悪くないのではないか。

　普通ならばそう考えてしまいかねない内容だ。

　だが、カクシは踏ふみとどまった。

　ネオ電脳ランドの事件については、被ひ害がい者しやのプライバシーの観点から、外に出てくる情報がかなり限られていた。それでも、規制の網あみから漏もれるように出て来た情報を組み合わせると、この事件には色々と疑問に思うべき点があったのだ。

　そんなカクシの思案に気付くことなく、今度は佐藤がカクシに話しかける。

「何か聞きたいこととかはありませんか？」

「いくつかあります」

「では、どうぞ」

「まず、この検査結果はどこまで信用できるものなんですか？　『適性あり』と出たからといって必ず無事に戻ってこられるというわけではないんですよね？」

「適性値が九十を超える人については、現在百％帰き還かん可能となっています。ただ、これもサンプル数が多くないので、参考程度にしかなりませんが」

「サンプル数が多くないというのは、具体的にはどれくらいなのですか？」

「……二人です」

　それを聞き、カクシは意外そうな顔をした。

　佐藤は、言い訳がましく言葉を続ける。

「二人とは言っても、私は何度もあちらの世界に行っています」

「ああ、いえ、気にしないでください。予想よりも多かったから驚おどろいただけです。正直、一人しかいないものだと思っていました。その上で、のべ人数か何かで適当にごまかすつもりなのだと思っていたのに、予想が外れてしまいました」

　カクシの物言いに、佐藤は眉まゆをひそめた。

　この少年はただ気になって事を漫まん然ぜんと聞いているわけではない。質問をしながら仮説を造り上げ、その仮説を増築するためにさらに質問をしている。このまま質問に答え続けていたら、機密事じ項こうにまでたどり着かれてしまう可能性がある。

　そう考え気を引ひき締しめた佐藤に対し、カクシは質問を続ける。

「ちなみに、声をかけている候補は全部で何人になるんですか？」

「全部で十五人になります。しかし、長期間職場を空けることが出来ないなど、中々参加していただけないのが現状です。今回は、これから夏休みが始まる学生さんを中心に声をかけています」

「期間は一か月程度ということですか？」

「とりあえずはそう考えています。他に何か質問は？」

「それじゃあ、あと一つだけ聞かせてください」

　この言葉を聞き、佐藤は内心でほっと息をつく。

　ここまでの回答は、どれも無難なものだったはずだ。あと一つくらいなら何とか誤魔化せるだろう。これなら、参加しないにもかかわらず規制のかかった情報だけ持っていかれてしまうということは避さけられそうだ。

　そんな佐藤の心のゆるみを見み透すかしたかのように、カクシは尋たずねる。




「佐藤さんはゲームの世界で死んだことはありますか？」




「え？」

　にわかには、その質問の意図が佐藤には理解できなかった。

　実際のところ、佐藤は危険な場所には極力近づかないようにしていたため、あちらの世界で死んだことはない。そもそも、あちらの世界で死んだところで復活できる保証はないのだ。というより、復活は出来ない可能性が高いと考えられている。

　そこまで考え、佐藤はカクシの意図に気付いた。

　彼は確認したかったのだ。プレイヤーがパラレルライフの世界で死んだ場合、現実世界においてどのような影響が出るのか。更さらに、死亡したのが『適性あり』の人間の場合はどうなると考えられているのか。それは五代と佐藤が敢あえて話さずにいた部分だった。

　カクシは言葉を続ける。

「報道では、参加者は自分がゲーム世界の人間だと思い込んでいるということでした。それならば、ログアウトは自殺行為そのものであるはずです。それにもかかわらず、プレイヤーの一割がゲームからログアウトし、その大半が夢遊病状態になっているとも聞きます。その一割もの人々がログアウトした原因は何ですか？」

　その質問に、佐藤は答えることが出来なかった。

　代わりに、五代が口を開く。

「……君は鋭するどい子だね」

「ぼくじゃなくても少し考えれば分かることです。ゲームの終しゆう了りよう条件として最初に思おもい浮うかぶのは『ゲームオーバー』です。そして、ゲームオーバーといえば、通常ゲーム世界での死を意味します。彼らは、死亡によるゲームオーバーが原因でログアウトしたのではないですか？」

「成なる程ほど。続けて」

「彼らの死因についてですが、いくらなんでも一割近いプレイヤーが自殺するというのは多すぎます。とすれば、自分の意思に反して殺されたか死んだかしたと考えるべきです」

「そう推測されるね。こちらからはまだ答えられないけれど」

「彼らは自発的なログアウト以外が原因でゲームから排はい除じよされた。それが原因で夢遊病状態になっているんじゃないですか？　そして、そのリスクは『適性あり』の人間でも変わらない。だから、佐藤さんもゲーム内での死亡を試していない。更に、ゲーム内は決して安全な場所ではなく、死んでしまう可能性は十分すぎるほどに存在する。違ちがいますか？」

「そのあたりについては、機密事項になっているから、話すことは出来ない。でも、君の中で既すでに答えは出ているんだよね？　だったら、そのあたりについては穏おん便びんに済ませてくれないかい？　つまらないことでもめても仕方がないだろう」

「分かりました」

「さて、これ以上は参加してもらえなければ話せないね。他に聞きたいことはないかな？」

「……《ありません》」

「それじゃあ、これで私たちは失礼するよ。参加の意思がある場合は、名刺の電話番号に電話をかけてくれ。君には特に参加してほしいと思っているからね」

「特に？」

「ああ、その部分は気にしないでくれ。いずれにしろ、前向きな検討を頼たのむよ」

「《分かりました》。《考えておきます》」

　二人は一礼すると立ち上がり、部屋を出て行こうとした。

　この時点で、カクシは依い頼らいを受けるつもりはなかった。

　だが、部屋を出る直前――五代が振ふり返かえり、カクシの意図を見み越こしたように告げる。

「ああ、それと――」

　言い忘れでもあったのか。

　カクシはそう考えたが、五代の口から出てきたのは意外な一言だった。

「お友達の水みず沢さわナツメさん。彼女も今、あちらの世界に行ったまま帰ってきていないよ」
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　水沢ナツメ。

　カクシの幼おさな馴な染じみにして、ライバルだった少女。

　勉学の分野においては優ゆう秀しゆうな成績を残しており、カクシも勝てることはまれだった。昔は二人でよく一いつ緒しよにゲームをしていた。それはアナログゲームであったり、テレビゲームであったりしたが、どちらにしろカクシの勝率は低かった。

　そんな彼女は、中学進学と共に自宅に引きこもるようになった。

　特にこれといった事件があったわけではない。

　優秀すぎる彼女にとって、学校での授業は退たい屈くつ以外の何物でもなかったのだ。カクシが学校での配布物を持っていったとき、彼女はネットゲームにのめりこんでいた。強くなりすぎた彼女にとって、適度に制約の有るゲームはぴったりはまったのだろう。

　そんな彼女が、ＶＲＭＭＯに興味を持つのは当然といえば当然の話だった。

　パラレルライフの存在を知った彼女は、その試遊会参加権利が景品となっているネット上のゲーム大会を見つけ、それに参加した。そして、その大会で優勝し、試遊会参加の権利を手に入れた。

　そして現在――。

　彼女はネオ電脳ランドで、意識を取り戻さない患者の一人となっていた。







　総務省の二人組と接触した日。

　カクシが家に帰ると、彼を待ち構えていた人物がいた。

　それは、隣となりに住む水沢家の人間。つまりは、ナツメの両親だった。

　隣りん家かに来るだけにしてはややフォーマルすぎる服装。それを見たカクシは、訪問の理由に大体の予想がついた。カクシは面めん倒どうごとを避けるため、リビングを通り過ぎて自分の部屋に向かおうとした。だが、呼び止められてしまった。

「カクシ君。お久しぶりですね」

「……どうも」

「少し話をさせてもらいたいんだけど、構いませんか？」

　子供相手に敬語。

　カクシは、水沢夫妻が訪問してきた用件についての確信を深めた。

　カクシは荷物を置くと、二人の前に座った。

「それじゃあ、ちょっとお話しさせてもらいますね」

　最初に口を開いたのはナツメの母親だ。カクシの母親に了りよう承しようを得てから、彼女は以前のように多少砕くだけた調子で話し始めた。

「最近はあまり遊びに来なくなっちゃったね。ナツメがアレだから仕方が無いんだけど。それでね、今日はうちのナツメのことで話があるんだけどいいかな？」

「はい」

「ナツメが、ネオ電脳ランドでゲームの世界から帰ってこないということは知っているかな？」

「はい。今日、総務省の人から聞きました」

「やっぱり、カクシ君の下に対策室の人が訪ねていったというのは本当なのね」

「何な故ぜ知っているんですか？」

　カクシの質問に対し、ナツメの母親は答えなかった。

「答えられないということは、情報源については口止めされているということですね。ということは、情報を漏らしたのは口止めをする必要があるあの二人組ということですか」

「それは……」

「個人情報保護にうるさくなっている昨今、そんなことをすれば問題になるとは思います。でも、あの二人組ならやりかねないでしょうね。重要事項を伏ふせたまま勧かん誘ゆうをしていたことを考えれば、総務省の関かん与よについて口止めした上で、ご両親をけしかけようとしていても不思議はありません」

　カクシは面談の時を思い出す。あの二人組はそれなりに熱心に勧誘をしていたが、特に五代という男性のほうからは周しゆう到とうさを感じた。それほどまでに、ネオ電脳ランドの事件については、注目を集めていて、解決に向けた圧力がかけられているのだろう。

　カクシはそう結論付けた。

　ナツメの母親は、カクシの質問に答えないまま、強ごう引いんに話を続ける。

「総務省の人が来たということは、適性が高かったっていうことでしょう？　ゲームには参加するつもりなの？」

「いえ、今のところそのつもりはありません」

「今日はお願いがあってここに来たの。出来れば、あのゲームに参加してもらえないかな？　それで、ナツメを連れ戻してほしいの」

「いや、でも……」

「どうか、お願いします」

　ナツメ母はそう言うと、椅子から降りて床ゆかに膝ひざをついた。そして、両手を地面につけて土下座の体勢になった。ナツメ父がそれに続き、隣で両手をつく。

「どうか、お願いします」

　二人は床に頭をつけたまま、動こうとしなかった。

　これは、宥なだめたところで土下座を止めさせるのは難しいだろう。

　カクシは冷れい徹てつに考える。

　引き受ける気はないが、ここで断るとこのまま土下座を続ける可能性がある。だから、この二人には自らの意思で立たち退のいてもらわなければならない。そのためには、この二人にここに居い座すわることがマイナスになると思わせればいい。

「実は、総務省の方々から話を聞いて《迷っています》。臨時職員といえども、責任重大なお仕事ですし、《自分一人で考えを纏まとめたいと思っていました》。やはり、プレッシャーが多く降りかかるようなら、ぼくの手には負えないのではないかと《思い悩なやんでいるんです》」

　つまり、土下座をしてプレッシャーをかけるような行動は、参加を見送る方向にしか働かないという意味だ。

　その言葉を聞いた二人は、頭を上げた。

「わ、分かったわ、カクシ君。考えてみてくれるかな？」

「はい」

　カクシがそう返事をすると、二人は立ち上がり、挨あい拶さつをしてから隣の家に戻っていった。それを見届けたカクシは、何事もなかったかのように自分の部屋へと向かった。
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　その日の夜、カクシは考えていた。

　ネオ電脳ランドにおける意識不明事件。現実に戻ってきた参加者が夢遊病状態になっていることから、ゲーム内で何が起きているのかは未いまだによく分かっていない。政府も『適性あり』の人間を派は遣けんして実情を調べてはいるものの、広大すぎるゲーム世界に対して、分かっていることは少ない。

　だが、所しよ詮せんはゲームだ。昔ならともかく、今時のゲームは普通のプレイヤーであれば時間をかければクリアできるよう難易度が調整されている。そして、クリアできるゲームである以上、これをナツメが攻こう略りやくするのは時間の問題ということになるだろう。

　ならば、態わざ々わざカクシが参戦する必要は無い。

　放っておけばナツメが何とかしてしまうのだ。心配するだけ時間の無む駄だというものだ。

　そんなことを考えていると、携けい帯たい電話が突とつ然ぜん振しん動どうを始めた。

　着信をしているようだったが、携帯の画面を見たカクシは眉をひそめた。

　発信者として表示されていたのは『水沢ナツメ』。

　まさか、このタイミングで戻ってきたのか――疑問に思いながらも、カクシは電話に出た。

「……もしもし」

『あ、あの、隠山カクシさんの携帯電話でお間ま違ちがいないでしょうか？』

　女の声。だが、ナツメではない。

　カクシは即そく座ざに判断した。

「そうですが、そちらは？」

『うわ、本当に話せてる。あ、あの、私は安あん藤どう贄にえ子こという者です。えっと、水沢ナツメさんについてお話があります。ご都合がよろしければ、近くの中央公園まで来てください。以上です。あ、やっぱりもう一つ。一人で来てください』

　女はそう言うなり、電話を切ってしまった。

　カクシは不ふ審しんに思い、とりあえずこちらから電話をかけなおしてみることにした。ドラマや小説だと、こういう言い捨てた形で電話を切った場合は携帯の電源自体が切られていることが多い。だが、電話は呼び出し音を発し始めた。

　そして――。

『はい。安藤贄子です』

「え、出るの？」

『え、携帯電話ってそういうものじゃないの？』

　カクシは拍ひよう子し抜ぬけした。何らかの深刻な事件に巻き込まれているのではないかとも思ったのだが、電話の声を聞く限りでは、それはなさそうだった。

「いや、出てくれるならそれでいいんだけど。まぁ、いいや。それで、何故ナツメの携帯をアンタが持っているのか教えてくれる？」

『私がナツメに頼まれたからよ』

「頼まれた？」

『そう。隠山カクシに連れん絡らくしてこっちの世界に連れてくるようにって』

　相手の声は、嘘うそをついているようには聞こえなかった。

　だが、そこまで徹てつ底ていした演技が出来る人物という可能性もある。

　今のカクシには、可能性を絞しぼりきれなかった。

　ならば、保険を用意しておいたほうがいいだろう。

　カクシは机の上に放置していた名刺を手に取った。







　中央公園。昼間ですら利用者の少ないこの公園には、一人の女が立っていた。

　厚手の長コートを着ており、深く帽ぼう子しを被かぶっている。顔にはサングラスとマスクをつけており、はたから見れば不ふ審しん者しやとしか思えない格好だ。カクシは警けい戒かい心しんを強くした。電話の声は女性のものだったが、考えてみれば現在公園にいる人間が本当に電話をかけてきた女だという保証もない。

　カクシはただの通行人を装よそおい、暗い道路から公園の中の人物を観察していた。

　だが、外見から読み取れる情報は少なく、カクシはすぐに観察を切り上げた。

　ほとんど収しゆう穫かくはなかったが、この暗さではあちらも自分に気付くことはないだろう。敢えて自分が関かかわる必要もない。あとは総務省の役人や警察に任せてしまえばいい――そう考え、公園には入らず家に戻ろうとした。

　だが、その人物は小走りでカクシのいる方向に向かってきた。

　多少驚いたものの、カクシはあくまでも無関係を装い続けることにした。歩く速度を変えずに、赤の他人として自然な態度で公園から離はなれようとする。だが、その不審者はカクシに追いつき、遠えん慮りよなく話しかけて来た。

「アンタ、隠山カクシでしょ？」

「《いいや、人ひと違ちがいだけど？》」

「顔は携帯電話に入っていた写真で確認してあるから間違いないわ」

「携帯電話に？」

「ええ。高校の入学式で撮とった写真だって言っていたわ。見た感じ、許可を得て撮った感じはしないけど」

「ああ、そう」

「それともう一つ。ナツメは『カクシ君なら即座に否定するでしょう』って言っていたわ。実際、戸と惑まどう様子もなく即座に否定したから少し笑っちゃった」

「ナツメがそう言っていた……？」

　自分の行動をそこまで読めるのはナツメくらいのものだろう。それに、ナツメが言ったというセリフの口調、特に気だるげな丁てい寧ねい語ごの部分が本物の口調に似ていた。カクシは女の言に多少の信しん憑ぴよう性せいを感じとった。

「それで、ナツメはどこにいるの？」

「ウェストボーン王国のイプセン領よ」

「……どこ？」

「『霧きりの大陸』のウェストボーン王国内にあるイプセン領よ」

「もしかして、例のゲームの話？」

「ゲーム？　ああ、こっちではそういうことになっているんだったわね。でも、ウェストボーンは現実よ？　この私が存在するのがその証しよう拠こ」

　女は当然のように言った。カクシにしてみれば、今ここにこの女がいることは何の証拠にもならないことなのだが、この女はそのことに気付いていないらしい。

「もしかして、記憶の混こん濁だくがある人なのかな？」

「違うわよ！　そういう症しよう状じようがこちらの世界で出ているのは知っている。でも、そういう人は、もっと重い状態になっているんでしょう？　私は最初からウェストボーン王国の住民なの！」

「ああ、そうなんだ」

　どうやら、話が通じる相手ではないらしい。

　そう判断し、カクシは必要事項だけ聞きだすことにした。

「ナツメは目覚めていないの？」

「質問しなくても答えてあげるわ。まず、ナツメはまだ目覚めていない。アンタたちの言う『パラレルライフ』の世界の中にいる。私は、ナツメの命令で『霧の大陸』から派遣されてきたニンフ族のアニー」

「ニンフ族？」

「ウェストボーン王国に住む、人間とは違う種族よ」

「ただの不審者にしか見えないけど」

「ああ、そう。確かにこの格好じゃあ無理も無いわね」

　女は自分の姿を改めて確かく認にんし、ため息をついた。

　どうやら、思っていたよりは常識のある――少なくとも、陽気が暖かくなると現れてくるタイプの変質者ではないらしい。だが、それで不信感がなくなったわけではない。大きめのサングラスは明らかに顔を隠かくすものであり、マスクを組み合わせることによって更にその不審度は上がっていた。

　女はそんなカクシの視線に気づいたようで、何も言わずにサングラスとマスクを外した。思っていたよりも若い――それこそカクシとほとんど変わらない年ねん齢れいのようだった。暗くてよくは分からなかったが、瞳ひとみは鮮あざやかな色をしている。染めたのではない自前のものと思おぼしき銀ぎん髪ぱつは薄うす暗くら闇やみの中でも美しく、整いすぎた顔立ちは、ある種の威い圧あつ感をカクシに与あたえるほどだった。

「とりあえず、アンタには私と一緒に『霧の大陸』に来てもらうわ」

「ゲームに参加しろってこと？」

「まぁ、そういうことね」

「総務省の役人を名乗る二人組からも同じようなことを依頼されたけど、その関係者？」

「違うわ。というか、そーむしょーって何？　何度も言うけれど、私はウェストボーン王国に住むニンフ族なのよ。こちらの世界のことについてはほとんど何も知らないわ」

「何か証拠はある？」

　カクシが尋ねると、女は苦く笑しようを浮かべた。

「ナツメはアンタのことを良く見ているのね。アンタが証拠を求めてくるのもナツメは予想していたわ。だから、用意しておいたの」

　そう言うと、アニーはコートを脱ぬいだ。

　現れたのは、ほぼ裸ら体たい。月明かりに照らされた肌はだは大きく露ろ出しゆつし、青白く神秘的とさえいえるほどに美しく感じられた。それでいて、肉感的なその肢し体たいには、性的な魅み力りよくがあふれんばかりに詰つめ込まれている。それを覆おおうのは、たった一枚の薄布。肩かたから掛かけるように纏うその布には、鮮やかな意い匠しようがほどこされていた。だが、面積が少なく、服としての機能は心もとない。

　その大だい胆たん不ふ敵てきな姿に、カクシは無言で携帯電話を手に取った。

「警察はやめておいたほうがいいわ。困ったことになるから」

「困ったこと？　誰だれが？」

「勿論、私よ！」

「……ああ、そう」

　あまりに間ま抜ぬけな会話に、カクシは通報する気をなくした。これが計算でやっているのだとしたら大した物だが、目の前の女はこれが素なのだ。カクシはそう考えた。

　対して、アニーはカクシの反応をうかがいながら自分の姿を見る。顔がほんの少しだけ紅潮するが、暗いためそれにカクシが気づくことはなかった。

「やっぱり、こちらの世界でもこの服装って変だったのね。私も以前からこれはどうかと思っていたのよ」

「分かっているならやめておけばいいのに」

「ニンフ族の能力を使うのにこの布がどうしても必要なのよ。だから、ナツメにもコレを使うように命令されていたの。それはいいとして――」

「いや、良くないでしょ。捕つかまるよ」

「良くないけど！　とりあえず置いといて、今証拠を見せるわ。あそこの信号を見て」

　アニーは公園近くの信号を指差す。

　丁度、こちらからは車用の信号が赤になっているのが見えた。

「信号がどうかした？」

「いいから、見ていて」

　そう言って、アニーはカクシの手に触ふれる。

　突とつ然ぜんの接触に、カクシは少しだけ動どう揺ようして問いかける。

「え、何？」
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「いいから、信号を見て」

　信号を見ていると、赤から黄に変わり、更に青となった。

　本来であればありえない順番だ。

「今、アンタは幻げん覚かくを見たはずよ」

「幻覚……」

　気がつくと、信号は赤に戻もどっていた。アニーの手も既に離れている。

　様々な疑問を感じながらも、カクシはポケットに入っていた手帳を取り出す。

「この文字に細工することは出来る？」

「だから幻覚だって。ほら、見てみなさい」

　アニーはもう一度カクシの手に触れた。ページをめくると、カクシは文字を読み取ることが出来なかった。文字は確かに存在するにもかかわらず、それを理解することが出来ないのだ。

「ニンフ族は幻げん惑わく能力を持っているのよ。私は能力がまだ発達途と中ちゆうだから、《相手に触れないと使うことが出来ない》けれど、族長クラスになると相手と同じ空間にいるだけで使ったり出来るわね」

　カクシは考える。

　物にもよるが、手品には一定の仕込みが必要だ。その仕込みをさせないために、カクシは態々自分が持っていた手帳を使って実験をしてみたのだ。そして、結果は本物。ここには人知を超こえた何かがある。

　だが、それとこれとは別問題だ。

「仮に君がニンフ族だったとして、ぼくがその『霧の大陸』とやらに行くということにはならないよね？」

「ええ、そうね。本当にナツメの言うとおりの人間だわ、アンタ」

「それで、ナツメはどう対処しろと言っていたのかな？」

「勿論、力ずく――と言いたいところだけれど、私のニンフ族としての力はさほど強くないわ。精々さっきの幻覚を見せる程度。だから、『霧の大陸』からアンタを従わせるためのアイテムを持ってきたのよ」

「アイテム？」

「ええ、これよ」

　アニーは鞄から『赤い本』を取り出す。

　カクシはその本に見覚えがあるような気がしたが、思い出す前にアニーが話し始める。

「これは『遺物』と呼ばれている道具の一つよ。この本を使うと、ＧゲームＭマスターが現れてゲームが始まるわ。そして、ゲーム終了後に、勝者は敗者に対して命令することが出来るようになるの。アンタには、これからゲームで私に負けてもらうわ」

「……ゲームで負ける？　ぼくが？」

「説明するより、実際に見てもらったほうが早いわね。ゲーム開始！　対戦相手は隠山カクシ！」

　アニーがそう言ってページを捲めくると、本が光を放ち始めた。

　辺りがいっそう暗くなり、カクシとアニーの間に全身が青白い半はん透とう明めいの人間が現れた。

『私は『ＧＭ』です。これより、人間族カクシ・カクレヤマ様とニンフ族アニー様のゲームを執とり行おこないます。お二人ともご協力をお願いいたします』

　青白い人間は、淡たん々たんとした声で言った。

　そんな人知を超えた現象に突とつ然ぜん遭そう遇ぐうしたカクシは――。

「ＣＧか。最近の技術の進歩はすさまじいな」

　これが現代人の正しい反応である。

　人を騙だますのに有用な技術が溢あふれる現代日本において、異世界の非科学的な道具の存在を簡単に信じることが出来る人間は多くは無い。

　人々が信しん奉ぽうするのは、人知を超えた神々などではない。

　彼かれらが信じるのは、人間自身が積み上げてきた科学なのだ。

「ＣＧじゃないんだけど、もういいわ。説明するだけ時間の無駄ね。ＧＭ、ゲームはランダムでいいから、始めちゃって！」

『畏かしこまりました。では、カクシ・カクレヤマ様。ゲームを受けられますか？』

　ＧＭはカクシを真っすぐに見る。

　普ふ通つうに考えれば、ここは逃にげの一手だ。あまりに状じよう況きようが不可思議。更に、目の前の女は自分が勝つことに絶対の自信を持っているようだ。ついさっき披ひ露ろうした幻惑能力を使えば、負けることなどありえないと考えているのだろう。

　だからこそ、カクシは勝機を見み出いだした。

　目の前の相手は、彼の得意な戦法で勝てる相手だと判断したのだ。

「分かった。受ける」

『了りよう解かいいたしました。ゲームの名は『三連数』でございます』

　カクシとアニーの手元に一枚の紙が現れる。

「最近のＣＧは――」

「そのくだりはもういらないから」

　二人の手に渡った紙には、三×三のマスが書かれていた。

『お二人には、まずこの九つのマスの中に数字を書いていただきます。書き入れることが出来る数字は、１～９のいずれか。そして、合同な三角形で作られたこのダイスを振って出た数字を〇で囲み、縦・横・斜ななめのいずれか一つでも三つ〇で囲まれた数字が揃そろえば勝ちとなります』

「それだけ？」

『いいえ、プレイヤーのお二人には『出目を塞ふさぐ権利』があります。毎回ダイスを振る前に、お二人にはダイスに書かれている数字――具体的には、１～９の数字のうちどれか一つを選んで塞いでいただきます。振って出たダイスの数字が塞がれた数字であった場合、その結果は無かったことになり数字に〇はつきません』

　ＧＭの言葉を聞き、カクシは思案する。

　このゲーム、一見ただの簡易版ビンゴのようにしか見えない。

　勝敗を決するのは唯ただ一つ、その者の持つ運のよさだけ。

　ゲームを優位にする戦略など存在しない。

　そう――普通であれば、そう考える。

「なるほどね。つまりこれは《ビンゴゲームとほぼ同じゲームだというわけだ》」

「え？」







[image: ]







　カクシの言葉に、アニーが反応する。

　どうしてそんな当たり前のことを口にするのか。

「ところで、自じ称しよう異世界人のアニーさん。ビンゴって知ってる？」

「ええ、マンガで読んだわ。それと、ゲームのルールのことならご心配なく。ビンゴを知らなくても、この程度の内容なら理解できるから」

「それは良かった。まぁ、知っての通り、ビンゴゲームなんて運だけの勝負だ。本当につまらないゲームだよね。特に一対一で行うというのには何の意義も感じない。ビンゴゲームの存在意義は、大人数の参加者を一気に捌さばくことが出来ることなんだから。アニーさんもそう思わない？」

「私としては特に感想はないわ」

「ああ、そう。ところでＧＭさん、書き入れる数字は１～９に限られるんだよね？」

『その通りでございます』

　ＧＭは素す直なおに回答した。

　カクシは更に続ける。

「それじゃあ《考えたところで仕方が無いね》。さっさと１～９の数字を書き入れて終わらせよう」

　締まらない態度のカクシ。

　その緊きん張ちよう感の無さに、アニーは呆あきれていた。

　これはある意味人生のかかったゲームだ。負ければ相手の命令に逆らえなくなる。それを信じきってはいないにしても、ここまで異常な事態に巻き込まれれば、相手もそれなりに必死になってゲームに臨のぞんでくるはず。

　そう考えていた。

　それなのに、目の前にいる相手からは全く覇は気きを感じない。

「アンタ、緊張とかしないの？」

「これでもしているよ。《これほどまでにスリリングなゲームは未だかつて経験したことがないからね》」

　そうは思えなかったが、アニーは無理やりにでも思考を切きり替かえることにした。

　このゲームは運が大きな要素となる。

　相手にやる気がないからと言って、確実に勝てるというわけでもない。

　ならば、勝利する確率を少しでも大きくするために、出来ることを考えるべきだ。

「ＧＭ。ゲームで使うダイスを検あらためさせてもらえる？」

『了解しました』

　アニーはＧＭからダイスを受け取る。

　そして、手の平の上で一回転させ、あることに気づいた。

　アニーが手にしているのは十面ダイスだった。それも、日本で使われているような四角形の面を組み合わせたものではなく、三角形を組み合わせたもの。丁度二つの五ご角かく錐すいの底面同士をくっつけた形であり、数字はそれぞれの面ではなく五角錐の頂点に接する十本の辺に書かれていた。

　だが、このゲームにおいて使われる数字は１～９の九つ。

　つまり、このダイスにおいては、ある数字が二か所に書かれていることになる。

　アニーはダイスを見て『５』だけが二か所に書かれていることに気付いた。

　そして、ある作戦を思いつく。

　それは、このダイスの特性を生かしたもの。

　そして、幻惑能力を持つニンフ族の能力を最大限に利用したものだった。

「ＧＭ、このダイスは歪ゆがみがないものということでいいのよね？」

『当然でございます。どの面も底になる確率は等しくなっております』

「そう、ありがと」

　どの面も底になる確率は等しい。

　ということは、二つある『５』の数字が他の数字の二倍出やすくなっているはずだ。

　それを確認したアニーは、カクシに声をかける。

「ねぇ、隠山カクシ。アンタも一応検分しておく？」

「ん？　ああ、そうだね」

　アニーはカクシにダイスを手て渡わたす。

　そして、それと同時に能力を発動させた。

「《特に変わったところの無い、普通のダイスだね》」

「そうね」

　成功した！　アニーは心の中で歓かん喜きした。

　カクシにダイスを手渡す際、アニーはカクシに対して幻惑能力を使用していた。その内容は、十面ダイスを九面ダイスとして認識させること。つまり、ダイスに５が二つ書かれていることに気づかれないようにしたのだ。更さらに、カクシに対しては『相手に触れないと幻惑能力は使用できない』と説明しておいた。カクシもそれを警けい戒かいしてアニーに直接触れるのを避さけていた。

　だが、それも嘘。実際にはアニーの幻惑能力は『自分が触れたものを相手に触れさせる』ことでも使用は可能となる。

　それを知らないカクシが幻惑能力にかけられていることに気づくことは困難だろう。

　ダイスを返へん却きやくしたカクシは、ＧＭに尋たずねる。

「ところで、このダイスを振るのはＧＭさんということになるのかな？」

『その通りでございます。もっとも、ご希望があればルール変へん更こうをしてプレイヤーが振るようにすることもできますが、いかがいたしますか？』

「いや、必要ないよ。このゲームは《どの数字が出るかが最も重要なポイントとなる》はずだ。ダイスでイカサマをするような技術はぼくにはないから、ＧＭさんにやってもらうのがぼくとしても一番安心だ」

「私がイカサマをするとでも？」

　アニーは敢あえて不快そうに言った。

「そんなことは言っていないよ。ぼくは《アニーさんがイカサマをするだなんて考えたこともないよ》。ところで、アニーさんはどうする？　ダイスを振るのをＧＭに任せてしまっても構わないかな？」

「構わないわ。ＧＭは完全に公平な存在だって聞いているし」

「そうか。それじゃあ、さっさと数字を書き入れて始めよう」

「ええ、そうね」







　少しして――。

　二人はお互たがいに数字を書き入れた紙を相手に見えないように手に持ち、対たい峙じしていた。

『では、ゲームを始めさせていただきます。まず、それぞれ塞ぐ数字を決めて下さい』

「それじゃあ、私は１を塞ぐわ」

　アニーは即そく答とうする。

　塞ぐ数字はどれでも同じ。カクシに対してそう印象付けるためだ。

　それに対して、カクシの宣言は――。

「ぼくは５を塞ぐよ」

　アニーは心臓が止まる思いだった。

　これがただの偶ぐう然ぜんならいい。今回５を塞がれたとしても、次回以降に別の数字を指定してくる可能性は十分すぎるほどにある。

　だが、もしも何らかの確信を持っているのだとしたら――。

　アニーが中央に５と書き入れたことを見み抜ぬく要素があったのだとしたら――。

　いずれにせよ、ここでアニーが出来ることは平静を装ってゲームを進めることしかない。

「どうかした？　顔色が悪いように見えるけど」

「べ、別に《なんでもないわ》」

「……やはり５で正解か」

　カクシの発言に、アニーは血の気が引くのを感じた。

　この男は、アニーが５を中央に書いたと確信している。

　かろうじて冷静な振ふりを続けてはいるが、どうしても気にせずにはいられない。

　何故、この男は５を塞ぐべきだということに気づけたのか。

　幻惑能力だって完かん璧ぺきに使えた。ぼろを出した覚えも無い。

　ならば、ハッタリか？

「ところで、アニーさんだったかな？　君にはこのダイスは何面あるように見えるのか聞いてもいい？」

「な……」

　アニーは答えに迷った。

　ついさっき信号や手帳で能力を使用したのは、自分がニンフ族であることを証明するためであった。それと同時に、幻惑能力がカクシに対して有効であることを確認するためでもあった。そして、しっかりと効果が出ていることは確認できた。

　ならば、カクシにはこのダイスが九面に見えているはず。

　アニーは緊張しながら答える。

「それは……《九面だけど》」

「実はぼくにも九面ダイスに見えるんだ。書かれている数字も１～９がそれぞれ一つずつ」

「そりゃそうよ。《九面なんだから》」

「でも、今回のゲームに限っては、それは有り得ない」

「……どういうこと？」

「そもそも、九面体を三角形の面だけで作ることは出来ないんだよ」

「…………どういうこと？」

「三角形をくっつけて立体を作ろうとすると、それぞれの三角形の辺には他の三角形の辺がくっつくことになるよね？　つまり、三角形の辺にはそれぞれペアになる他の三角形の辺があるんだ。だから、三角形の辺の数を全部足すと偶ぐう数すうになる。でも、九面体を分解したとき、三角形の辺の数は九×三で二十七、奇き数すうになる。それはあり得ない」

「………………どういうこと？」

「アニーさんが理解する必要はないということだよ」

「諦あきらめられた!?」

「それにもかかわらず、ぼくにはアレが九面ダイス――１～９の数字が一つずつ書かれているものにしか見えない。そうとしか認識できない。その理由について考えてみたとき、ぼくの中には二つの仮説が生まれた。

　仮説その１。あれは本当に九面ダイスであるという説。本来であれば有り得ないけど、異世界の不思議な力で無む理り矢や理り成立させたというものだ。だけど、ＧＭがわざわざダイスの形について説明した以上、そんなおかしなダイスである可能性はないと考えた。

　仮説その２。あれは九面ダイスではないけど、無理矢理九面ダイスであると認識させられているという説。通常なら即座に切り捨てる考えだけど、ゲームの相手が幻惑能力とやらを見せ付けてくれた以上、そうはいかない。荒こう唐とう無む稽けいな話のようにも思えるけど、それを言うならこの状況自体が荒唐無稽だよね。だから、この説を前提にして考えてみた」

「ちょ、ちょっと待って！」

　思わず、アニーは口を挟はさんだ。

　だが、次の言葉が続かない。カクシはこれまでアニーが仕し掛かけたトリックを完全に看破している。つまりは、事実なのだ。その事実を覆い隠すことが出来るほどの言い訳を即座に考えることは出来なかった。

「……何か？」

「えっと、あの――」

「何も無いなら説明を続けるよ。まず、本当は何面ダイスであるのかということだ。１～９の数字が書かれているということは、八面以下でないことは確実。そして九面でもない以上、それに近い十面ダイスであると推測した」

「そ、それなら、十二面だったり十四面だったりする可能性だってあるんじゃないの？」

「なくはないけど、その可能性は低いと判断した。推測したあと、手の感触で十面だっていうことは確認したし。アニーさんの幻惑能力とかいうのは、さっきのことから推測すると、視覚をメインに干かん渉しようするもののようだからね」

「へ、へぇ」

「そして、もしもあれが十面ダイスで、書かれている数字が１～９であるのなら、一つだけ数字が被っているものがあるはず。だから、ぼくはどの数字が被っているのかを考えたんだ」

「そんなの推理できるの？」

「六面サイコロを考えてみてほしい。あれって、１の逆側には６、２の逆側には５、３の逆側には４があるよね。ああいう法則――それぞれの数字の組み合わせがあると仮定したら、数字は推測できた。最小の数である１と組み合わされるとすれば、最大の数である９。つまり、合計で10になるように出来ていると仮定した。なら、５と組み合わさる数字は５しかないということになり、重複している数字は５ということになる。では、何な故ぜ裸はだかコートさんはそれを隠そうとしたのか。ここまで言えば分かるよね？」

「裸コートじゃないわよ！　ちゃんと下に着ていたでしょ！」

「言い訳はこのあと交番でしてもらえるかな」

「通報したの!?」

「冗じよう談だんだよ。話を戻すよ。アニーさんの目的は簡単。５が出やすいということをぼくに悟さとられないようにした上で、５を中央のマスに書くこと。そうすれば、５を塞がれ続けるという事態を避けつつ、自分だけ有利にゲームを進めることが出来る。アニーさんはそう考えた。だったら、ぼくがとるべき戦略は一つ。ひたすら５を塞ぐことだよね」

　完全に見抜かれた。

　アニーは自覚し、絶望しかけたが、諦めることはなかった。

　仮に５を塞がれたところで、まだ負けが決定したわけではない。

　要は三つの数字を揃えればいいのだから、勝ち目は十分あるはずなのだ。

「本当に私が５を中央のマスに書いているかどうかなんて分からないじゃない」

「ああ、そう言われてみればそうだね。そんな可能性は《考えもしなかったよ》。いいや、それだけじゃない。仮に中央のマスの数字が当たらなくても、他で一列そろえればアニーさんにも勝ち目はある。《ここからは、純じゆん粋すいな運の勝負だ》」

「何なのよ、その余よ裕ゆうは？」

「当てられるものなら当ててみるといいよ。大したことはしていないから。《アニーさんなら簡単に見抜くことが出来るんじゃないかな》」

　アニーにはその発言の意図が分からなかった。

　ルールを何度思い返しても、このゲームは運で勝敗が決まるはずなのだ。

　それなのに、目の前の相手は何らかの確信を持っている。

「そういうわけだから、ＧＭさん。ぼくは５を塞ぐことにするよ」

『了解いたしました。これで、双そう方ほうの選せん択たくが終わり、『１』と『５』が塞がれることになりました。それでは、ダイスを振りますが、問題はございませんね？』

「ないわ」

「ない」

　ＧＭは二人の返事を確認し、ダイスを振る。

　そして出た数字は――。




『数字は４。それぞれの持つ紙のうち、該当する数字があれば○がつきます』




　アニーは数字を書き入れた紙を見て、４に○がついたのを確認した。

　４のある場所は左上。初手としては悪くない場所だ。

『それでは、二回目。塞ぐ数字を指定してください』

「じゃあ、今度は２で」

「また５」

『了解いたしました。それでは、ダイスを振らせていただきます』

　ＧＭはもう一度ダイスを振った。




『数字は３。それぞれの持つ紙のうち、該当する数字があれば○がつきます』




　ＧＭは先ほどと同じセリフを言った。

　だが、今度はそのセリフにカクシの言葉が続いた。




「ビンゴ」




　カクシは表情一つ変えずに、そう宣言した。

「はぁ？　ちょっと待ってよ。そんなわけないでしょ？」

「あ、そうだったね。《勘かん違ちがいをしていたよ》」

「……ああ、そう」

　アニーは胸をなでおろす。

　三マス揃えなければならないのに、二回目でビンゴの宣言があったのだ。

　そんなことはあり得ない――そう思いながらも、どこか不安だった。カクシの言葉を聞くまでは、二回目でビンゴとなる方法があるのではないかとさえ思ってしまった。とにかく、気持ちを落ち着かせる必要がある。そして、冷静に今後の戦略を考えるのだ。

　アニーはそう考えたが、続くカクシの言葉には驚きよう愕がくせざるを得なかった。

「このゲームはビンゴゲームではないんだから、一列揃っても『ビンゴ』と宣言するのは間ま違ちがっていたね。だったら、何と言えばいいのかな？」

『何も言わなくても大だい丈じよう夫ぶです。書かれている数字についてはすべてこちらで把は握あくしています。そして、このゲームの勝者はカクシ・カクレヤマ様に決定いたしました。カクシ様には、アニー様に対する絶対命令権が付ふ与よされます』

「ちょっと待って！　そんなはずない！　だって、二回目よ！　まだ、リーチにもなっていなかったのよ！　まだ揃うはずがないわ！」

　アニーは動揺しながらもＧＭに抗こう議ぎした。

　そんなアニーに対し、余裕を持った声がかけられる。

「出来るんだな、それが」

「どういうことよ！」

「そもそも、これはビンゴゲームじゃないんだよ」

「知っているわよ！」

「でも、アニーさんは無意識のうちに、ビンゴゲームの法則に縛しばられてしまっていた」

「ビンゴゲームの法則？」

「簡単なことだよ。アニーさんは、１～９のそれぞれの数字をマスに書き入れた」

「……それが何なのよ？」

「アニーさんは、１～９の数字を一つずつマスに書き入れたんだ」

「え……、まさか……」

「アニーさんは素直すぎたんだよ。人に言われたことをすんなりと受け入れて納なつ得とくしてしまう。だから、騙されてしまうんだ。ルール説明の際、ＧＭはそれぞれのマスに数字を書き入れると言った。でも、１～９をそれぞれ書き入れなければならないなんて一言も言っていないよね」

　言われて、アニーはカクシに言われた言葉を思い出す。




『ビンゴゲームとほぼ同じゲームだというわけだ』




「ああ!?」

「思い出したかな？　あれがアニーさんに対する罠わなだったんだ。ここまでいえば分かるとは思うけど、一応正解を見せておくよ」

　カクシの言葉にあわせ、カクシは自分の紙をアニーに見せた。

　そこに書かれていた九つの数字は――。




　１１１

　２２２

　３３３




「同じ数字を三つずつ……」

「そうだよ。これなら、塞ぐ数字のことを考えなければ、三回目までに一列揃う確率は大体六十五％。四回目までなら……多分七十五％くらい。ナツメなら正確な数字を暗算ではじき出せるんだろうけど、今回は大体で十分だよね」

「え……あ」

　確率の話が出てから、突然アニーの反応が鈍にぶる。

　カクシは混乱するアニーを放置し、ＧＭに対して質問をぶつける。

「ところで、ＧＭさん」

『何でしょう？』

「この状況は、いつになったら解除されるの？」

『ゲームは既すでに終しゆう了りよういたしました。後は、勝者が解除を宣言すればこの状況から解放され、私は消えることになります』

「そうなんだ。それじゃあ、解除する」

『かしこまりました』

　ＧＭは消え去った。

　残されたカクシは、アニーを見る。
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　これで、絶対命令権――どんな命令にも従わせることが出来る権利を手に入れたことになったはずだ。だが、カクシは未いまだにそれを信じてはいなかった。

「な、何よ？」

「アニーさん、今すぐ百メートルくらい全力疾しつ走そうして来て」

「嫌いやよ」

「……あれ？　効かないな」

　やはり眉まゆ唾つばものか――カクシは一いつ瞬しゆんそう考える。

　だが、絶対命令権がないというのならあのゲームに何の意味があったというのか。

　目の前の女は、必死になってゲームに勝利しようとしてきた。

　だとすれば、考えられるのは、絶対命令権という権利の行使に必要な要件を満たしていなかったということ。そして、権利の行使に通常必要となるのは、その権利を行使するという意思表示。

「アニーさん、命令。そのままの格好でそこの交番に突撃だ」

「分かったわ」

「え？」

　アニーは振り返ると、交番へと向かって走り出した。

　当然、コートは脱ぬぎ捨すてたまま。ここにきて、カクシに最大のピンチが訪おとずれた。

「ちょっと待った！　命令取消、解除！」

　カクシはそう言ったが、走っているアニーの耳には届かなかった。

　アニーは止まらない。

　コートを拾い、カクシも追いかけるが、その差は開くばかり。

　ついには、アニーは変態じみた格好で交番に走りこんでしまった。

　カクシはこのまま帰ることを検討した。だが、アニーはナツメの携けい帯たいを持っているし、調べられれば当然カクシの名前が出てくることになるだろう。これは今のうちに何とかしておかなければならない問題だ。

　そう判断し、大きなため息をつくとカクシも交番へと向かった。この先に待ち受けているであろう展開を思うと、先ほどのゲームよりもよっぽどひどい危機を感じていた。
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　松まつ井い太た郎ろうは警察官だ。

　今日も下らない喧けん嘩かのために呼び出されて、夕食の時間が過ぎてしまった。とりあえず、軽くカップ麺めんでも食べておくことにしよう――そう考え、お湯を入れ始めたとたん、彼の下に新たなトラブルが現れた。

　半はん裸らの女性が、突とつ然ぜん交番内に走りこんできたのだ。

　銀ぎん髪ぱつでかなり美しい容姿をしている。まさか、何らかの事件に巻き込まれたのではないだろうか。そう考え、立ち上がったところに彼かの女じよを追いかけてきたと思われる少年が現れた。少年は携帯電話を片手に持っており、直前までどこかに電話をかけていたようだ。

　松井は確信する。この美しい女性は、この少年に追われているのだ。ここは、警察官としてこの女性を少年の魔まの手てから救い出す必要がある。そんな確固たる勘違いをした。

　松井は二人の間に入り込み、女性を庇かばおうとした。

　だが、少年の口からは予想外の言葉が発せられた。

「とりあえず、これを着てくれないかな」

「それが出来ないから困っているんでしょ！」

「落ち着いて。もう命令の内容は終了しているはずだよ」

「……あれ？　ああ、本当だ。それを先に言いなさいよ」

　一体どういうことなのか。

　松井はとりあえず、二人を椅い子すに座すわらせた。

　女性には少年が持って来たコートを羽織らせる。

「君は何な故ぜこんな格好で交番に来たんだい？」

「……命令されて」

「誰だれに命令されたんだい？」

　アニーは黙だまってカクシを指差す。

　やはり、犯罪がらみか？

　一瞬そう考えたが、即そく座ざに否定する。

　犯罪がらみであるなら、交番に向かわせるような命令をするはずがない。

　では、二人の合意の上で行われたいかがわしいプレイなのではないだろうか？

「それで、二人は恋こい人びと同士なのかい？」

「いえ、初対面です」

「初対面!?　初対面で何でこんなことに!?」

　またもや予想外。

　こんなとき、応おう援えんが欲ほしくなる。だが、大事にしてしまったら事件の処理のためにまた時間を割さくことになってしまう。お湯を入れたカップ麺も伸のびきってしまうだろう。

「実は、この男の知り合いに命令されて」

「そこから命令なのか!?　何だか、犯罪に関かかわっているような気がしてきた！」

　やはり応援を呼ぶべきか。

　松井が電話にちらりと視線を向けると、カクシが弁解をはさんできた。

「いや、犯罪というわけじゃないんです！」

「そうよ！　本来なら、私が命令する側だったはずだし！」

　二人の釈しやく明めいに対し――。

「君たちはどこの文ぶん化か圏けんの人なんだ!?」

「日本です」

「少なくとも、現代日本のまともな若者ではないだろう!?」

　カクシに対してツッコミを入れる松井。

　追おい討うちをかけるように、今度はアニーが回答をする。

「私はウェストボーン王国よ！　『霧きりの大陸』の！」

「ん？　ゲームか何かの話かい？」

「こちらではゲームということになっているけど、ウェストボーン王国は現実よ」

「ああ、そう」

　松井は適当な返事をし、一息ついた。

　ちょっと現実とゲームの区別がつかないだけだ。

　とりあえず、自宅の電話番号を聞いて保護者に迎むかえに来させよう。

　そう考えたところで、交番には更に一人、若い女性が入ってきた。

「あ、いた」

　その女性――佐藤カスミは少年少女を見た。

「貴女あなたは？」

「この人は佐藤カスミさんという人で《この子のお姉さん》です」

　松井の質問に対して、カクシが答える。

「《実はこの子、例のネオ電脳ランド事件の被ひ害がい者しやなんです》。《幸い、この通り意識は取とり戻もどしたのですが、後こう遺いし症ようで自分が異世界に住むニンフ族という少し残念な種族だと思い込んでしまっているんです》」

「はぁ……。よく分かりませんが、この子は自分は異世界の人間だって思い込んでしまっているんですね？」

「《はい、そうで――》」

「君じゃなく、お姉さんに答えてもらいたいんだけど」

　カクシは言葉を詰つまらせる。

　だが、佐藤はカクシの意図を理解し、それに続いてくれた。

「はい。《情じよう緒ちよ不安定なのでなるべく一いつ緒しよにいるようにはしているの》ですが、《今日は少し目を離した隙すきにいなくなってしまいました》。ご近所の隠山君にも《捜すのを手伝ってもらっていた》のですが、《見つけてくれてほっとしている》ところです」

「ウェストボーン王国から来たというのは？」

「《思い込みです》」

「命令されたといっていましたが」

「《思い込みです》」

「彼かれも否定はしませんでしたが」

「思い込み――じゃなくて、《発言を否定すると暴れることがある》のです。《穏おん便びんに済ませるため》に、あえて否定しなかったのでしょう」

「それでは、この子達たちのことはお任せして大丈夫というわけですね？」

「お見込みの通りです」

　佐藤は完璧な応対をしてのけた。現時点で『霧の大陸』から無事に戻ってきたのは一名しかいないと発表されているのだが、佐藤の勢いにより松井はその考えに至らなかった。

　おそらく、佐藤が来てくれなかったら事態は解決しなかっただろう。こんな状じよう況きようで親に連れん絡らくが行った日には何と言い訳をすればいいのか。さすがのカクシにも思いつきそうになかった。
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　佐藤は二人を連れて交番を出た。そして、近くに停とめてあった軽自動車に二人を乗せると、エンジンをかけ公園を離はなれた。

「中々の演技だったでしょ？　昔は役者をやっていたこともあったのよ」

「今は違ちがうんですか？」

「ええ、役者の道はきっぱり諦めたわ。どうしても飛とび越こえられそうにない壁かべがあったからね」

　佐藤は楽しげに言う。

　役者という職業に対する未練はないようだ。

「さて、安藤贄子さんことニンフ族のアニーさん。これから詳くわしい話を聞かせてもらうわ。隠山君にも一緒に来てもらいたいんだけど、構わないかしら？」

「ええ」

「ありがとう。それじゃあ、何があったかを教えてもらえる？　まず、アニーさん。貴女は何者で、どこから来たの？　現時点で、私の中では貴女は《露ろ出しゆつ趣しゆ味みのコスプレ愛好家でしかない》から、その辺りを端たん的てきに教えてくれる？」

「分かったわ。まず、私はニンフ族のアニー。『霧の大陸』でナツメ・イプセンに命令されてこちらの世界に来たわ。ナツメの目的は、カクシを『霧の大陸』に連れて来ること。本当は『赤い本』を使ってカクシに対する絶対命令権を手に入れる予定だったんだけど、ゲームに負けちゃったから反対にカクシが私に対する絶対命令権を手に入れちゃったの」

「そう。それじゃあ、いくつか聞かせて。まず、そのニンフ族っていうのは何？」

「森に住む種族よ。幻げん惑わく能力とテレパシー能力を使えるの。幻惑能力っていうのは、人に幻まぼろしを見せることが出来るもの。能力が強ければ人間族を洗脳することも出来るから、ニンフ族はその能力を使って奴ど隷れいを作り出すことを主要産業としているのよ」

「穏おだやかじゃないわね。ちなみに、アニーさんは出来るの？」

「私は洗脳までは無理。精々、感覚を鈍どん化かさせることくらいしか出来ないわ。さっきのゲームでカクシに使ってみたんだけど、この男はそれで騙だまされるどころか逆手にとって私を騙してきたわ」

「へぇ。そうなの？　騙し返すなんてすごいじゃない」

　佐藤は感心したようにカクシに言った。

「昔からナツメのゲームの相手をしてきましたからね。普ふ通つうにやっても勝てないので、《ナツメに勝とうとしていたら自然に身に付いてしまいました》」

「何がどう転ぶか、分からないものね」







　到とう着ちやくした先は、すぐ近くのファミレスだった。

　ファミレスには五代がいて、既にテーブルの上には一いつ杯ぱいのコーヒーが置かれていた。

　佐藤たち三人が到着すると、五代はドリンクバーを二人分注文した。

「さて、隠山カクシ君。わざわざ連絡をくれてありがとう。とりあえず、ドリンクバーを注文したから、そちらの女性と一緒に飲み物を取りに行ってくるといい。その間に、佐藤から話を聞いておくよ」

「分かりました」

　カクシはドリンクコーナーへと向かった。アニーもそれについていく。

「アニーさん、ドリンクバーって分かる？」

「ええ。ここ最近はずっとマンガ喫きつ茶さで寝ね泊とまりしていたから、このドリンクバーの使い方は知り尽つくしているわ」

「マンガ喫茶にいた？」

「その辺りは気にしないで」

　そう言って、アニーはコップを手に取り、慣れた手つきでジュースを入れた。カクシも同じようにジュースを入れてから、五代と佐藤の待つ席へと戻った。

　席に戻ると、五代と佐藤が話をしているところだった。五代は二人が戻ってきたことに気が付くと、まずアニーに話しかけた。

「さて、君がニンフ族のアニーさんだね？」

「ええ、そうよ。貴方あなたは？」

「総務省の……。いや、君たちの世界で言うところの、宮仕えの者だよ。今は君の世界に行ってしまって戻ってこない人たちをこちらに取り戻すための仕事をしている。大体の話は、今佐藤から聞かせてもらった。確かに、あちらの世界にニンフ族という種族は存在するらしい。また、いくつか質問をして、君の話の内容には信ぴょう性があると判断させてもらった」

　五代の言葉を聞き、カクシは佐藤を見る。

　言われてみれば、佐藤は『適性あり』の人間としてパラレルライフに参加していたはずだ。ニンフ族の存在を元々知っていたとしても不思議はない。先ほど車内で行われた会話は、アニーが本当にあちらの世界から来た人物なのか――少なくとも、あちらの世界についての知識を持っている人物なのかを確かく認にんする作業だったようだ。

　佐藤はカクシの視線に気づくと、軽くウィンクをした。

　他方で、五代は話を続ける。

「それで、君は幻惑能力――相手に幻げん覚かくを見せる能力が使えるらしいけれど、今は使っていないね？」

「ええ、使っていないわ。それとも、実際に使ってみましょうか？」

「必要ないよ。幻惑能力は本筋には全く影えい響きようないからね。君がウェストボーン王国から来たという話も信じよう。そんなことは、現時点ではどうでもいいことだ」

「どうでもいい？」

「私たちの仕事は、あくまでも患かん者じやの救出だ。ゲーム世界だろうと、異世界だろうと、目的さえ達成できればそれでいい。私が興味を持っているのは、その絶対命令権を行使できるという道具についてだよ」

　五代は『赤い本』に視線をやる。

「ああ、これ？」

「それを使えば、ゲーム内に入った人間を殺さずにログアウトさせることが出来るかもしれない。聞きたいんだけど、それを使って君たちの言う『生命の泉』まで行ってログアウトさせることは可能かい？」

「やってみたことがないから分からないわ。でも、多分出来ると思うわよ」

「それは量産できるものなのかい？」

「無理よ。世界中に数えるくらいしかないんだから。今回、私がこれを持ち出せたのだって、ナツメがうまく手配してくれたからだし」

「では、それを使ってプレイヤーを救い出すという案についてはどう思う？」

「お勧すすめはしないわ。負けたらまず確実に本を取り上げられるし、所有している絶対命令権も全部奪うばわれることになる。これは絶対に勝てるという確信がある場合にだけ使うべきものよ」

「……君は負けたんじゃなかったか？」

「それは言わないで」

　アニーは落ち込んだ。

　そんなアニーに対して、五代は質問を続ける。

「それで、君はどうやって彼をあちらに連れて行くつもりだったんだい？」

「絶対命令権でネオ電脳ランドに連れて行くつもりだったわ。私の幻惑能力を使えば、警備員の目くらましくらい簡単に出来るし。ネオ電脳ランドから出るときもそうやったんだから」

「ふむ、成なる程ほど」

　五代はアニーとカクシに交こう互ごに視線をやりながら、黙もつ考こうする。

　そして、すぐに結論をカクシに伝えた。

「隠山カクシ君。このアニーという人物のことは秘密にしておいてくれ。詳しいことはこちらで調べることになるから、君は一度家に帰りなさい」

「その前に確認させてください。『パラレルライフ』はただのゲームじゃないんですか？」

「ただのゲームということに対外的にはなっているよ。だけど、こうしてゲーム内のキャラクターが体を持った状態で現れている。一体どうしてそんなことが起きるのかについては、今のところ何も分かっていないんだ」

「それじゃあ、本当に『霧の大陸』はあるかもしれないということですか？」

「それも分からない。だけど、分からないことがあるということを発表すると、色々と文句をつけてくる連中がいるから、今はまだ発表できていないという段階なんだ。この事件には色々と謎なぞが多すぎる。出来れば、その謎の解明のために君に力を貸してほしいところなんだけどね」

　その言葉を聞き、カクシは思案を始めた。そして、すぐに結論を出した。

「分かりました」

「……ん？」

「参加します。このパラレルライフとかいうゲームに参加させてもらいます。そして、ナツメを引きずってでも連れ戻します」

「どうしたんだい、突然。参加してもらえるのはありがたいんだけど」

「勿もち論ろん《意識の戻らない被害者たちを助けたくなったんですよ》」
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　そして翌日――。

　総務省二人組がカクシの自宅へ車で迎えに来た。

　五代は佐藤を助手席に残して車を降りると、挨あい拶さつのためカクシの両親の下に向かう。

　それと入いれ替かわるように、カクシは総務省の車に向かった。

　車の後部座席にはアニーが乗っていた。昨日の衣装とは違い、普通の若者らしい服装をしている。Ｔシャツの上にデニムのジャケットをはおり、ジーンズを着用。髪かみは後ろでまとめられ、その髪を隠かくすように深く帽ぼう子しをかぶっていた。

　カクシがアニーの変わりようを見ていると、助手席から佐藤が声をかけてきた。

「悪いけど、アニーさんの露ろ出しゆつは控ひかえさせてもらったわよ。これから二人にはネオ電脳ランドに行ってもらうけれど、ニンフ族は見た目からして目立つからね」

「いえ、別に全然悪くないですけど」

「あら、そう？」

　佐藤はからかうように言う。そんな二人の会話を、当のアニーは全く聞いていなかった。車の後部座席には大量のマンガが『赤い本』と一緒に置かれていて、彼女はそれを一心不乱に読み込んでいた。

　車に乗り込んだカクシは、アニーに話しかける。

「アニーさんは何をやっているの？」

「見て分からない？　マンガ読んでるの」

「何故車内で？」

「私も一緒に『霧の大陸』に戻ることになったのよ。その前に、この世界に来てからはまったマンガという書物を読破しておきたいの。全部は無理でもせめてこのシリーズだけは」

「『霧の大陸』とかいうところには娯ご楽らくはないの？」

「あるわよ。フルフル先生の著作とか。でも、あれって中々手に入らないのよね。それに比べてこちらは流通システムが素す晴ばらしいわ」

「ああ、そう」

　二人が雑談を始めると、挨拶を終えた五代が運転席に乗り込んできた。

　運転席に乗り込んだ五代はエンジンをかけ、車を出発させる。

　それと同時に、佐藤が口調を事務的なものに変え、カクシに声をかけた。

「それでは、これからネオ電脳ランドに向かいます。その前に、渡わたしておいた同意書は持ってきてくれましたか？」

「ああ、はい」

　カクシは一枚の書類を手渡す。

　それは、パラレルライフ参加の同意書。書面には、カクシとその両親のサインがある。

「私が言うのもなんだけど、よく許してくれたわね」

「ええ、まぁ」

　昨夜、家に戻ったカクシはその安全性について虚きよ実じつ交えた説明を両親にしていた。

　そして、半ば騙すように同意書に記名・押おう印いんさせていた。

「はい、確かに預かりました。それでは、パラレルライフに関する説明に移る前に、五代さんからお話があります」

　佐藤の言葉を受け、五代は咳せき払ばらいをする。

　そして、いつものように淡たん々たんとした口調で話を始めた。

「隠山カクシ君。まずは、参加してくれてありがとう。これから君にはパラレルライフの世界から戻らない人々をこちらに戻す仕事をしてもらうことになる。それに関して、私から一つだけ個人的な頼たのみがある」

「なんでしょう？」

「実は、私の娘むすめもこのゲームに参加していてね……」

　五代はポケットから写真を取り出す。

　そこに写っていたのは、車いすに乗った少女。ひざ掛かけの上に乗っている指は細く、華きや奢しやな体格をしている。写真の中の彼女は、どこか儚はかなげな表情をカメラに向けていた。

「名前は五代皐さ月つきという。公私混同になるかもしれないけれど、結果に結びつくようなものなら問題ないだろう。どうか、私の娘を優先的に助け出してはもらえないかな？」

「《構いませんよ》」

　そう答えつつも、カクシにその気はなかった。

　カクシにとって、五代の娘など赤の他人でしかない。だが、この場で敢あえてそう告げることで関係を悪化させる必要もない。ここは、もっともらしい嘘で適当に切きり抜ぬけることにした。

「貴方の娘さんを《二番目に救出します》」

「二番目？」

「最初に救出するのはナツメですから」

「ああ、そうだったね。でも、ナツメさんが救助を必要としないような状況だった場合は頼むよ」

「救助を必要としないような状況？」

「必要性については君の判断に任せるよ。水沢ナツメさんをこのまま放っておいても問題ないと思えるようなら、先に私の娘を助けて欲しいというだけだ」

「《分かりました》」

　釈しやく然ぜんとしないが、カクシはとりあえず納得しておくことにした。もしかしたら、彼は既に何か情報を得ているのかもしれないが、聞いたところで答えないだろう。

「それじゃあ、佐藤さん。説明を始めてくれ」

「はい」

　佐藤は書類を手に持ち、コホンと咳払いをする。

「二人にはこれからネオ電脳ランドに行って、すぐにゲーム世界――いえ、異世界へと行って頂きます」

「異世界？」

「この世界とは別の世界という意味です。パラレルライフの世界はゲーム世界などではなく、もう一つの現実世界。ネオ電脳ランドにある装置は、二つの世界で意識を行き来させるためのもの。少なくとも、私はそう考えています」

「もう一つの現実世界……」

「それに関しては、実際に行ってみれば分かると思います。逆に言えば、行かない限り理解することは不可能です。ですから、現時点ではその覚かく悟ごだけしておいてください。ここまでで、何か質問はありますか？」

「どうして丁てい寧ねい語ごになったんですか？」

「お仕事モードです。気にしないでください」

「今いま更さら……」

「続けます。スタート地点について。これは原則として、ゲーム開始時にされる質問に対する回答により、ランダムに決まることになります。しかし、先導となるプレイヤーがいる場合は、そのプレイヤーと同じ場所になるということが分かっています。つまり、アニーさんを先導プレイヤーとして設定しておくことで、隠山カクシ君はニンフの森からスタートすることが出来ます。多分」

「多分？」

「アニーさんについてはゲーム上どういう扱あつかいになるのか分かりません。おそらく大丈夫でしょうが、とんでもない場所がスタート地点となってしまった場合は気をつけるなり諦あきらめるなり適切な対応をしてください」

「アニーさんと一緒にいく必要があるんですか？」

「ナツメさんのいるイプセン領に最も近い位置にあるスタート地点がニンフの森ということになります。私は前回イプセン領とは離れた場所でログアウトしてしまいましたし、何よりもナツメさんの指定したルートですから、そこがベストと考えていいでしょう」

「それじゃあ、ぼくはアニーさんと合流してそのイプセン領を目指すことになるわけですね」

「その通りです。ニンフの森やイプセン領付近であれば、危険なモンスターに遭そう遇ぐうする可能性はほぼゼロと言っていいでしょう。イプセン領へのルートとしては、ニンフの森を出発点にしたものが一番の安全ルートだと思われます」

「分かりました」

「それと、あちらでは私たちは『異い邦ほう人じん』と呼ばれています。異邦人は右手の甲こうにその印が現れることになりますので、患者と現地の人を区別する際の目安としてください。なお、私も現地で隠山君を支し援えんすることが出来るような手段は持っていません。私からの後方支援は期待しないでください。出来れば、アニーさんにその辺はお願いしたいのですが、よろしいですか？」

　問われたアニーは、マンガから目を離し、顔を上げた。

「え、あ、私？　そうね、構わないわよ。ナツメからの指示にはそういう護身も含ふくまれていたし。ただ、スタート地点となるニンフの森は少し特とく殊しゆだから、覚悟はしておいてね」

「少し特殊というのは？」

「行けば分かるわ。すぐにね」

　そう言って、アニーは意味深に微ほほ笑えんだ。
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　一時間ほどかけてネオ電脳ランドに到着した四人は、すぐにゲーム用カプセルに向かった。パラレルライフの世界については車中で佐藤から色々と聞いてみたものの、分かったのは『確実なことは一つもない』ということだけだった。

　結局、サンプル数が少なすぎるのだ。まともに得る事が出来た情報は、佐藤が持ち帰ったものだけ。死んだら意識不明になるというペナルティが存在する以上、佐藤も軽けい率そつに動くわけには行かず、行動範はん囲いを中々広げられずにいた。

「説明はこんなところだけど、何か聞きたいことはない？」

「ぼく以外で救助活動をしている人はいないんですか？」

「いなくもないけれど、彼はまた別の場所で別の種族として活動しているから、会うことはないと思うわよ」

　佐藤の言葉に五代が続く。

「彼にも娘のことは頼んでおいたんだが、あまり期待できない。彼は邪じや魔ま族として『霧の大陸』の北ほく端たんにいるらしい。あちらでの立場も微び妙みようなものになっているらしいから、捜そう索さく範囲を広げることは難しいだろう」

「そうですか……」

「もっとも、君の目的――水沢ナツメさんの救出については彼がいなくても問題ないだろう。彼女にはきっとすぐに接せつ触しよくできる。それと繰くり返しになるが、出来れば娘のことも頼みたい」

「《分かっていますよ》」

　カクシはカプセル内の椅子に座った。

　すると、ヘッドギアが下りて来て、カプセルの蓋ふたが閉じられた。

　カクシは目を閉じ、そして――。




『霧の大陸』へと降りたった。
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　気がつくと、カクシは暗い森の中にいた。

　体は水に浮うかんでいたが、底には足が着くようだ。体勢を立て直し、水の中に立つ。水面は微かすかな星の光によってほんの少しだけ照らされている。カクシは水中を歩き、とりあえず陸へと上がった。

　陸は暗い上に足場が悪く、とても移動できるような状態ではない。だが、このまま暗い場所で動物にでも襲おそわれるのも避さけたい。どうしたものかと思案していると、突然カクシは肩かたを叩たたかれた。

　突然のことに体をこわばらせる。

　だが、肩を叩いた人物は、聞き覚えのある声で話しかけてきた。

「あ、今驚おどろいたでしょ？」

　振ふり返かえると、得意げな笑えみを浮かべるアニーがいた。

　露出の多いニンフ族の衣装に身を包つつみ、その手には『赤い本』を持っている。

「……何だ、アニーさんか」

「何だとは何よ？」

「いや、《悪い意味で言ったんじゃないよ》。《アニーさんでよかった》。《安心したよ》」

「え、あ、うん。それはどうも……」

「それより、ここは本当にゲームの中なの？　いくら何でもリアルすぎるんだけど」

「あの佐藤っていう人が言っていたでしょ？　こちらも現実なのよ。アンタたちは、あの機械を通してしかこの世に干かん渉しようできないんだから。元からこちらに体のある人以外は、暫ざん定てい的てきな体が作られることになっているのよ」

「作られる？」

「そこの『生命の泉』で体が作られるのよ。だからアンタは今裸はだかなの」

「え？　あ……」

「服ならナツメに言われて用意してあるわよ。あの子、本当に用意がいいわね」

　カクシはボロの服を渡され、それを着た。着き心ごこ地ちはかなり悪く、用意した者の悪意を感じずにはいられなかった。服を着たのち、カクシは右手の甲に樹木のような紋もん様ようが現れていることに気付いたが、とりあえずそれは後回しにした。

「他の服はなかったの？」

「あったけど、今はこれでいいのよ。詳しい説明は後。今はナツメのところに向かうのを優先するわ――と言いたいところだけれど、そうはいかないのよね」

　アニーは何かに気づいたらしく、あたりを見回す。カクシには暗すぎて見えなかったが、アニーには何かが見えているらしい。

「どうかした？」

「ニンフ族は夜目がきくのよ。ほら、結構暗かったけど公園でアンタを見つけられたでしょ？」

「ああ」

「それでね、ここってニンフ族の住む森なのよ」

「ああ、うん。分かった」

「無む駄だだと思うけど、抵てい抗こうしてみる？」

「いや、やめておく」

　カクシが両手を挙げると、次々と松たい明まつに火が灯ともされた。それにより『生命の泉』周辺が照らされ、距きよ離りを取りながらもカクシを囲むようにしているニンフ族たちの姿が見えた。そのうち数人は弓を構え、狙ねらいをカクシに定めている。

「そんなに警けい戒かいすることはないよ。《どうせアニーさんの命令には逆らえないんだ》。どこにでも連れて行くといい」

「随ずい分ぶん素す直なおね」

　カクシだけに聞こえるよう、アニーが小声で言う。

「ナツメの命令でアニーさんが連れて来たんだ。ナツメもこの程度の事態は予想しているはず」

「随分とナツメを信用しているのね」

「ナツメにミスを期待していないだけだよ」
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　両手を縄なわで縛しばられたカクシは、歩いてニンフ族のたまり場まで連れて行かれた。

　そこには三十人程度の女性がいた。彼かの女じよたちは、妖よう婦ふとでも呼ぶべき女性だった。絵画の裸ら婦ふのように肉感的で、ほとんどがボロ布としかいえないような服を着ている。中心にある粗そ末まつな屋根の下には、一人だけ他よりも少しだけ豪ごう華かな服を着た女が寝ねそべっており、その周りでは数人の女が奇き妙みような踊おどりを踊っていた。

　中心の女は、カクシを見ると手招きして語りかけてきた。

「ホメロモイヌサン」

「アニーさん、あれは何を言っているの？」

「『あれ』っていう呼び方はやめておいたほうがいいわ。あの人は私達ニンフ族の族長。あと、私の母親でもあるわ」

「そうなんだ」

「それと、今のセリフだけど《『愚おろかなる異邦人よ、このニンフ族の森に来たのが運の尽きだったな』》と言っているのよ」

「いや、絶対そんな長いセリフは言ってないよね」

「意外と冷静ね。本当は『お前は何者だ？』と言っているわ。それと、ナツメからの指示で、こちらの世界に着き次し第だいこれを渡すように言われていたから、今渡しておくわ」

　アニーはつけていた指輪を外し、カクシに渡す。

　それをつけると、意味不明だったニンフ族の会話が突とつ然ぜん理解できるようになった。聞こえてきているのは異世界の言葉であるはずなのに、それが日本語として理解できるのだ。カクシが不思議そうに見ていると、族長に声をかけられた。

「それは精せい霊れい族が宿っている宝石のついたものだ。彼らの能力によって、貴様は我々と会話が出来るはずだ」

「便利な指輪ですね」

「そうであろう。だが、一つ忠告しておいてやろう。その指輪、使いすぎるなよ」

「何な故ぜです？」

「かつて、使いすぎによって精霊族が労働組合を結成してストライキを起こしたことがある。私も精霊術師として邪魔族と一緒に騒そう動どうの鎮ちん静せい化かに努めたものだ」

　族長は、立ち上がるとアニーの前まで歩いてきた。

　アニーは体を強こわ張ばらせる。そして、緊きん張ちようした面おも持もちで片かた膝ひざをついた。

「族長様、申し訳ありませんでした」

「謝罪は後でよい。まずは現状把は握あくだ。アニーよ、何な故ぜ掟おきてを破って『生命の泉』へと向かった？」

「申し上げます。現在、私はナツメ・イプセンの支配下にあります。『生命の泉』に行ったのは、ナツメの命令によるものです」

「成程。その『赤い本』が関係しているのだな？」

「はい」

「絶対命令権というやつか」

「はい」

「ゲームで負けたというわけか」

「はい」

「それで、ナツメ・イプセンの命令によりそこの男を迎むかえに行ったというわけか」

「はい」

「今何問目？」

「はい……えっ？」

「その男は何者だ？　特に何の力も感じないが」

「ただの人間です」

「では、何故ナツメはそれをこちらの世界に連れてこようとしたのだ？」

「分かりません」

「分からない？　何らかの役に立つから連れて来たのであろう？」

「その理由については私にも教えてくれませんでした」

「ふむ」

　族長はカクシの顔を覗のぞき込み、じっくりと観察した。

　特殊な能力などは一いつ切さい感じられない。

　普通の人間族にしか見えないが、ナツメにどんな意図があるというのか――。

「とりあえず、我々の幻惑能力で意思を持たぬ人形にでもしておこうか」

「そ、それは出来かねます」

「何故だ？」

「私はナツメに命令され、この隠かくれ山やまカクシの身の安全を守らねばならなくなっています。過度の幻惑能力で廃はい人じんにしようとした場合、私が暴力的な手段に出ることになってしまう可能性があります」

「お前の能力程度なら何の問題もない」

「そして《ニンフ族によって彼かれに危害が加えられた場合、私は自害するよう命令されています》」

　ニンフ族たちに動どう揺ようが走る。

　もしアニーがただのニンフ族であるのなら、それはあくまでも個人の問題だ。だが、アニーは族長の娘と言う立場にあり、ナツメがそのような指示をしてアニーを死に至らしめるようなことがあれば、イプセン領とニンフ族は戦争状態となる。

　それは双そう方ほうが望まぬこと。

　だからこそ、ニンフ族はアニーを死なせるわけには行かず、カクシを廃人状態にも出来なくなってしまう。そのような大だい胆たんな脅おどしをかけることが出来る新領主。たかが人間族と侮あなどっていたが、状じよう況きようが変わりつつあることを彼女たちは実感していた。

「それで、お前は他に何を命令されているのだ？」

「そうですね……。まず、この『赤い本』をナツメに対して使わないように命令されました。それと、カクシに関してはイプセン領に連れて来るように命令されています」

「成程。だが、現状コレはただの足手まといにしかならないだろう。あのあたりには盗とう賊ぞく団がうろついているはずだ。お前ひとりなら逃にげられるだろうが、この男と一いつ緒しよとなると厄やつ介かいだぞ」

「はい。だから、彼を奴隷として連れて来るよう言われています」

　アニーの言葉を受け、族長は考え込む。

　イプセン領の周りを取り囲む盗賊団は、主に行商人をターゲットにしているらしい。そうすることで、物資の流通を妨さまたげてイプセン領を兵ひよう糧ろう攻ぜめしているのだ。とすると、イプセン領が現在求めているのは労働力ではなく物資だ。ニンフ族が扱う商品が奴隷だけであることを考えれば、盗賊団も多数のニンフ族に対してリスクある行動をとったりはしないだろう。

　おそらく、ナツメ・イプセンはそこまで読んでいた。

　また、アニーへの命令内容の細やかさから考えても相当に頭が回るらしい。

　だが、何とかしてアニーへの絶対命令権は解除させなければならない。そのためには、とにかく会って話をする必要がある。不本意ではあるが、ここはナツメの筋書き通りにカクシを連れて行くしかない――ノースはそう判断した。

「皆みなの者、よく聞け！　明日の朝、イプセン領に向かって出発することにする！　今日の宴うたげはここまでだ！　皆、《見事な舞まいであった》」

　族長の言葉に従い、ニンフ族たちは森の中へ散らばっていった。

「隠山カクシよ。明日までは貴様も休んでおくといい。アニーよ、掟おきてを破った罰ばつとして、その男の監かん視しを言いつける。逃げ出さぬよう見張っておけ」
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　話が終わった後、ニンフ族たちは自分たちの寝ね床どこへと向かった。

　後に残されたカクシは、アニーに尋たずねる。

「アニーさん、族長の娘だったんだね」

「ええ、そうよ」

「それが原因なのかな。アニーさんは他のニンフ族とは少し違ちがうような気がしていたんだ」

「どういうこと？」

「薄うす着ぎの服装を恥はずかしがっていたし、何よりもだらけた感じがしない」

「アンタ、中々鋭するどいわね」

　アニーは値ね踏ぶみするようにカクシに視線を向ける。

「私は以前、中央ウェストボーンの城下町に住んでいたことがあるのよ。人間族とのハーフだから、ニンフ族としての能力も大したことなかったし、割と馴な染じんで生活していたわ。だから、ほぼ全ぜん裸らなこの生活には正直言ってかなりの抵抗があるの。それに、族長が褒ほめていたあの踊り、ニンフ族の商品となる奴ど隷れいに感謝を捧ささげるという趣しゆ旨しのものなんだけど、かなりいい加減になっているわ。今のは、正直ダサくて好きにはなれないわね」

「成程ね」

「聞きたいことはそれだけ？　だったら、アンタもさっさと寝なさい」

「ああ、そうだ。眠ねむるにはどうすればいいの？」

「はぁ？　それ本気で言っているの？　目を閉じて体を横にしておけば眠れるでしょ？」

「もしかして、本当に眠るの？　眠ったことにして体力回復とかじゃなく？」

「全く、これだから異邦人は……。何度も言うようだけど、こちらも現実なのよ。現実でそんなこと出来るんですか～？　眠らずに睡すい眠みんを取れるんですか～？」

「ところで、どこで眠ればいい？」

「どこでもいいでしょ？」

　カクシは野や蛮ばん人じんでも見るかのような憐あわれみの目をアニーに向けた。

「な、何よその目は。分かったわよ！　寝床を用意してあげるから、感謝しなさい」

　アニーに手を引かれてやってきたのは、木製の牢ろう屋やだった。

　カクシは乱暴に牢屋の中に入れられる。

「ぷぷ～。こう見ると、本当にただの奴隷ね。ざまぁ～」

「アニーさん、あの踊りを踊らせようか？」

「はぁ～？　何で私がアンタの言うことを聞かないといけないのよ」

「絶対命令権」

「え？　あ、すいまっせんでした～！」

「どんだけ残念な頭をしているんだよ」

「はい、残念なのであの踊りは勘かん弁べんしてください！」

「そこまで嫌いやなの？」

「あたりまえでしょう！　あんな間ま抜ぬけな踊り――」

「《後ろに族長さんがいるけど》」

「《とても独創的ですばらしい踊りだから間抜けな私にはまだ踊る資格はないと思っていたところでございまするぅ！》」

　アニーは恐おそる恐る背後を見る。

　だが、そこには誰だれもいなかった。

「騙だましたわね、この馬ば鹿か！」

「命令。間抜けな踊りを踊れ。全力で。全ぜん身しん全ぜん霊れい。力の限り」

「あ……」

　アニーは抵抗していたが、勝手に体が動く。

　その踊りは力強くダイナミックかつ繊せん細さい、それでいて何よりも間抜けだった。

「何やらせんのよ！」

「ないわ～。いくらなんでも今のはないわ～」

「この――」

「何をしている……？」

　アニーの背後から声がかけられる。

　アニーは踊りながら、ゆっくりと後ろを振り向むく。

　今度は本当に族長がいた。

「いえ、あの、何でもありません」

「その踊りがそんなに気に入っているのか？」

「い、いえ」

「何だと？」

「《大好きです！》」

　二人のやり取りを見ていたカクシは、小声で「命令解除」と呟つぶやいた。

　それを聞いたアニーは、ようやく動きを止めた。

「ならば早く寝るがいい。明日は朝早くからイプセン領へと向かうことになる。隠山カクシも長ちよう距きよ離りを歩くことになるから体を休めておくがいい。それと、アニーよ」

「はい、何でしょう」

「今の舞は《見事であった》。機会があれば、次の集まりのときにでも全員の前で披ひ露ろうしてもらおう」

　それだけ言い残し、族長は去っていった。

　後には、涙なみだ目めのアニーが残された。アニーは全身から力が抜けたように崩くずれ落おちた。

「さて、明日の作戦を決めておこう」

「ちょ、アンタなんてことを……」

「別にいいんじゃないかな、踊りくらい」

「だったら、アンタも一緒に踊ってよ！」

「嫌だけど？　何故ぼくがあんな頭のおかしい踊りを踊らないといけないの？」

「あ～、もう、このっ！」

「そんなことよりも、明日の作戦の話をしよう」

「作戦？　何の？」

「勿論、ナツメを連れ戻もどすためのだよ」

「ああ、『赤い本』を使って勝負を挑いどむのね。でも、それに対する対策くらいはしてあるでしょうし、仮に勝負を挑めたとしてもナツメには勝てないと思うわ。私だって手も足も出なかったんだから」

「『私だって』……？」

「何よ、文句ある!?」

「いや、幻げん惑わく能力を持っている《優ゆう秀しゆうな》ニンフ族であるアニーさんでさえ勝てなかったナツメだけど、とりあえずその本を使って勝負を挑むことは出来ると思う。ぼくは今、アニーさんに対して絶対命令権を持っている。だけど、ナツメはぼくがゲームに負けてアニーさんの支配下にあると考えているはず。そこに付け込む」

「付け込むって、何かする気なの？　この『赤い本』を使ってゲームを挑んだとしても、普ふ通つうにゲームを拒きよ否ひされるだけなんじゃないの？」

「そうかもしれない。でも、ナツメに対してその本を使うことを禁止されているって言っていたよね？」

「ああ、そういえばそうね」

「その『赤い本』には、ゲームを強制的に受けさせる効力はないはず。だから、その『赤い本』をナツメに対して使わないようにする命令は、本来必要のないものなんだ」

「ナツメは『赤い本』で挑まれたゲームは強制的に受けさせられるものだと勘かん違ちがいしているかもしれないってこと？」

「その通り。だから、上う手まく騙せばナツメにこの『赤い本』を使ったゲームを受けさせることが出来るかもしれない」

　そう言いつつも、それが出来る可能性は高くないとカクシは考えていた。

　だから、少しでも成功率を上げるために、カクシは情報を求める。

「他に何か命令されてない？」

「そういえば……、えーと、確か……、何だっけ？」

「アニーさん……」

「ああ、そうだ！　思い出した！　その『赤い本』は絶対に自分で持っているように言われたわ。誰かに渡したりしてはいけないって。あと、カクシ以外にはゲームを挑んではいけないって言っていたわ」

「命令の形で？」

「そうだったと思うけど……」

　カクシは考える。

　アニーが族長に勝負を挑んだとしたら、ほぼ確実にアニーは負けることになるだろう。そうなった場合、アニーに対して絶対命令権を持っている人間が二人になってしまう。おそらく、ナツメはそんな事態を避けるために、カクシ以外には勝負を挑まないよう命令していたのだろう。

　だが、そうなった場合に矛む盾じゆんする命令をされたらどうなるのか――。

　とりあえず、試ためしてみることにした。

「アニーさん、命令。その『赤い本』を渡して」

「はい」

　アニーはカクシに本を手て渡わたす。

「矛盾する内容は後のものが優先されるのか」

「あ、そういえば……」

「ということは、ぼくならアニーさんへのナツメの絶対命令権を今すぐ解除できるというわけだ。仮に解除できなくても、全すべて上書きすることでそれと同じ状態にすることができると思うよ」

「マジすか!?」

「マジすよ」

「カクシさん～、貴方あなたもお人が悪い。どうかこのアニーの頼みを一つ聞いてもらえやせんかねぇ～」

　アニーが揉もみ手でをしながらカクシに近づいてくる。

　一体どこでそんなものを覚えたというのか。もしかしたら、こちらの世界にもそういう習慣があるのかもしれないが、カクシにはどうでもいいことだった。

「解除ならそれは別に構わないけど、条件がある」

「条件？」

「ぼくがナツメに挑むときに協力してほしいんだ」

「具体的には？」

「その『赤い本』を素す直なおに渡わたしてくれればいいよ。さっきのくねくね踊りのとき、アニーさんはある程度の抵抗は出来たよね？　だから、その『赤い本』を渡すときは抵抗することなくすぐに渡して欲ほしい。ぼくがナツメに勝ったら、絶対命令権は解除してあげるよ」

「分かったわ」
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　夜が明け――ニンフ族一行はカクシを伴ともなって平原を歩いていた。カクシの服装は粗末なボロのままで、奴隷として違い和わ感かんのないものだった。カクシの隣となりにはノースとアニーがいる。二人は森にいた時とは違い、露ろ出しゆつは多いものの上等の服を着ていた。

「族長さん。聞きたいことがあるんですけど」

「何だ？」

　ノースは面めん倒どうそうに視線をカクシに向けた。

「奴隷用の檻おりとか籠かごとかはないんですか？　歩くのが面倒になってきたんですけど」

「本来であれば、一度廃人状態にしてから引き渡すのだ。だから、移動中に逃げられるということは想定しておらず、檻や籠も存在しない。余計なことを気にせず、大人しく歩け。それと、廃人状態を演じるのを忘れるな。前方に人ひと影かげがある。まともな状態の貴様を見られると面倒だ」

　一行を待ちかまえていたのは、一人の男だった。緑色の迷めい彩さいじみた模様の服を着ており、その手には刃は物ものを持っていた。どうやら、盗賊の類たぐいらしい。男はニンフ族一行に気付くと、ニヤニヤと不敵な笑みを浮かべながら近づいて来た。そして――。

「お前たち――」

　何かを言おうとしたが、武装したニンフ族三人によって一いつ瞬しゆんにして身み柄がらを捕とらえられてしまった。族長はナイフを組くみ伏ふせられた盗賊の首下につけて尋ねる。

「貴様、何者だ？」

「お、俺おれはハーフ＆ハーフの者だ」

「ハーフ＆ハーフ？　ああ、最近このあたりで出しゆつ没ぼつしているという盗賊連中か」

「命が惜おしければ、荷物と金を置いてさっさと森に帰りやがれ！　《もうすぐ俺の仲間が駆かけつけるぞ！》」

「そんな状態でよく言えたものだな。見上げた根こん性じようだが、その反はん抗こう的てきな態度はいただけない。ここは、私の能力で少し素直にさせてやることにしようか」

　族長は嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべる。

　盗賊の男は震ふるえ上あがった。このままでは、ニンフ族に捕つかまって自分まで奴隷にされてしまう。それだけは避けなければならない。

「あ、あの、ごめんなさい」

「うむ、素直であることは美徳である。それと、我々は現在《奴隷の移送をしているところ》だ。無用な犠ぎ牲せいを払はらいたくなければ、手出しをしないよう上の者に伝えておけ」

「それは……」

「返事がないなら即そつ刻こく首をはねてやってもよいが？」

「分かった！　伝える！　ここは通っていい！」

　盗賊はしぶしぶ言う。

　だが、ノースのナイフは盗賊の首から離はなれようとしない。

「何なんだよ！　通っていいって言っただろ！　どうして解放してくれないんだ！　まさか、最初から俺を解放する気なんてなかったんじゃ――」

「言い方」

「はい？」

「私はニンフ族の族長だ。ゴミの寄せ集め集団の下したっ端ぱがどうしてそのような口を利きいているのだ？」

「……どうかお通りください」

「うむ、いいだろう」

　族長の合図で盗賊は解放された。

　とたんに盗賊は走って逃げ去さったが、最後に捨すて台詞ぜりふを言っていった。

「このデブ！」

　そう言った盗賊の尻しりに一本の矢が刺ささる。

　ニンフ族の護衛が放ったものだ。

「弱い毒を塗ぬってある矢だ。これから三日ほど苦しむことになるだろうが、命だけは助けてやる。そして、我々はデブではない！　肉感的なのだ！」

　近づいたノースは、盗賊の尻から矢を引き抜ぬく。

　そして一息吹ふきかけ、幻惑能力により彼をニンフ族の駒こまとした。







幕間１　踊らされる大会議室







　盗賊団『ハーフ＆ハーフ』の臨時拠きよ点てん。

　ここには、いくつものテントが集まっており、盗賊たちはここで生活をしていた。その中でもひときわ大きなテントの中に、先ほどの盗賊が走りこんできた。汗あせをびっしょりとかき、息を切らせ、それでいて満足げな表情。しかも、尻から血を流している。

　どう見てもまともでないその男は、直立の姿勢のまま告げる。

「報告いたします！　ここより南西に三キロメートルの場所に、この世のものとは思えない美しい美女の集団が奴隷を引き連れてイプセン領へ向かっております！　その美しさたるや目が焼かれるほど！　布をまとっただけの肉感的な肢し体たいは美の女め神がみも裸足はだしで逃げ出すほど！」

　それを聞いた男たちは身を乗り出す。

「たまには俺も行商人から強ごう奪だつでもしにいこうか」「幹部である俺たちも、たまには現場に行ったほうがいいよな！」「《現場は大事だな》」「ああ、《大事だ》」「《当然だ》」「どうして現場に血が流れるんだ」「現場って尻のことか？」「別に、《美女の集団を見てみたいって言うわけじゃないけどな》」「《俺たちは誇ほこり高たかき盗賊団だ》」「《そんな美女なんて、なぁ》」

　そわそわしだした男たちの前に、ローブを纏まとった少女が歩み出る。

　そして、彼女は片手で男たちを制止した。

「皆さん、落ち着いてください」

　深く被かぶったフードによって顔が隠かくされているが、まだ幼さの残る声だった。それでいて、凛りんとした風格もある。明らかに、盗賊連中とは一線を画した存在だ。彼女は落ち着いた声で、宥なだめるように言う。

「彼のお尻には矢で打たれたような痕あとがあります。また、どうみても正気ではありません。この付近でそんなことを出来るものといえば、ニンフ族しかいません。また、報告にあった位置もニンフの森とイプセン領を結ぶ直線上にあります。ですから、彼の言う絶世の美女とは、ニンフ族の見せた幻惑であると考えるべきです」

　その言葉を聞き、男たちは椅い子すに腰こし掛かけた。

　ニンフ族といえば絶世の美女――そう思われていたのは昔の話。

　素材は良くとも肥満体。

　遠くから見てみる限りでは、微び妙みような反応しか出来ないというのが通説だ。

　少女の声で場が落ち着くと、報告者はテントから放ほうり出された。

　そして、会議室の中央に座すわる男――ハーフ＆ハーフの頭領は判断を下す。

「ニンフ族ということは、商品は奴隷だろう。ならば、放置しておけ」

「よろしいのですか？」

　幹部の一人が尋ねる。

「ニンフ族と事を構えれば、こちらもただでは済まないだろう。むしろ、彼女たちの商品を増やす結果につながりかねない。それに、現状のイプセン領では奴隷を買ったところで活用する場がない」

「しかし、兵として歯向かってくる可能性があるのでは？」

「その時は既すでに売買が行われた後だ。ニンフ族に遠えん慮りよすることなく、切り捨てればいい」

　頭領は冷たく言い捨てた。







第３章　引き籠り少女は世界平和の夢を見るか
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　ウェストボーン王国イプセン領。

　人口五千程度の比ひ較かく的てき小さい領地であるものの、その持つ歴史は長い。ウェストボーン王家の人間も滞たい在ざいしたことがあり、中央との太いパイプを持っているといわれている。

　特筆すべきは、二重の城じよう壁へきに囲まれているという点。外側の壁かべは高さ十二メートル、全長四キロと他に比べても巨きよ大だいなものとなっている。外敵は徹てつ底てい的てきに排はい除じよするという意思の表れだ。

　そのイプセン領は今、物資不足に見み舞まわれていた。

　度たび重かさなるハーフ＆ハーフの襲しゆう撃げきにより、商人がイプセン領に寄り付かなくなってしまっていたのだ。ある程度の自給自足は出来るが、いずれは限界が来るだろう。その限界が訪おとずれる日を不安に思いながら、住民は日々を過ごしていた。

　そんな中、門番のマルタは退たい屈くつしていた。そして悲観していた。

　ここ数か月、この門を通る人間がほとんどいなかったのだ。いたとしても、精々物資を奪うばわれた商人か、現地を見に来た中央の役人程度。だから、西方の地平線の向こうから旅団がやってきたのを見たとき、彼の心には大きな希望が生まれた。やっと商人がやってきた。物流が再開した。

　そう考えたのだが――。

　それがニンフ族の一行だと分かったとき、彼の希望は絶望へと変わった。

　ニンフ族といえば、奴隷商人として有名だ。

　人間族を連れてきて、売りつける。それだけでなく、場合によっては、新しい商品の調達まで現地でやってしまうことがある。そのため、ニンフ族の滞在中は、男は外出を控ひかえるようになる。

　そうなってしまえば、停てい滞たいした経済が完全に動きを止めてしまう。

　そのような事態はなんとしても止めねばならぬ。

　マルタは領主に報告するよう部下に命じ、自分はここで食い止める役目を全まつとうすべく門へと残った。職務に忠実な彼は、ニンフ族に魅み了りようされぬよう気合を入れて門前に仁に王おう立ちした。

　他方で、ニンフ族はというと、何一つ警戒することなく門までたどり着き、当然のように無む審しん査さでの入場を要求した。

「ニンフ族だが、中に入れてもらおう」

「審査が必要となります」

「ここの領主に用事があって来た。今すぐ入れてもらおうか」

「それは出来ません。規則ですので」

　マルタは険しい顔で断る。

「成なる程ほど、意志は固いようだな」

「当然です」

「だが、意志の強さなど幻惑能力には関係ない」

　族長はそう言うと、自らの幻惑能力を使った。

　ほんの軽い流し目――それだけで、マルタは腰こし砕くだけとなった。

「それでは、入れてもらおうか。それと、案内を頼たのむ」

「はい、喜んで～！」

　こうして、ニンフ族一行はいとも簡単にイプセン領内に入り込むことに成功した。

　領内に入った一行は、領民たちから大いに注目を集めた。

　何せ、ここ最近、領内に入ってきた商人は皆、積荷を奪われてしまっていて、着の身着のままの状態だったのだ。食料には多少の蓄たくわえがあるとはいえ、この状況が長く続くとなると決して安心は出来ない状況だ。

　そんな中、商人の一団が商品を持ってやってきたというのだから、注目されるのは当然のことだろう。だが、それがニンフ族だと分かると、その期待はすぐに落らく胆たんへと変わった。ここまで来ることが出来た商人――ニンフ族が持ち込む商品といえば、奴隷だ。奴隷が来たところで物資不足は解消しない。

「期待はずれといったところかな」

「そうでしょうね。彼らが今欲ほつしているのは、労働力などではないのですから」

　族長の隣では、マルタが甲か斐い甲が斐いしくイプセン領の案内をしている。

「ご存じの通り、このウェストボーン王国は宗教国家であり、各領地にも必ず聖堂や複数の教会が置かれています。イプセン領においては、十二の神のうちメイプル神を信しん仰こうの中心としており、聖メイプル大聖堂、聖メイプル広場など、メイプル神にちなんだ名めい称しようをつけられた区域が多く存在するわけです。ところで、ここまで来て何かに気づきませんか？」

「何か、とは？」

「城壁です。イプセン城の周りにも城壁がありますし、今皆さんが入ってこられた門も城壁に取り付けられたものです」

「つまり、このイプセン領には二重の城壁があるということか」

「その通りです。内側のものを第一城壁。外側のものを第二城壁と呼んでいます。たかが壁と思われるかもしれませんが、敵戦力の分散や攻こう撃げきの優位さなど、非常時には役立つのです。ちなみに、聖堂などの重要施し設せつは第一城壁の中にあります」

「そうか」

　族長は興味なさげに答える。

　それでも案内を続けようとするマルタに、アニーはふと疑問に思ったことを尋ねた。

「今現在ニンフ族に侵しん略りやくされているけど、それはいいの？」

「知りません！」

　マルタは堂々と答える。

　カクシはそんなマルタに哀あわれみの視線を向けた。

「ああ、言っておくけど、ニンフ族に操あやつられている間は少し頭が残念なことになるわよ。それに、普ふ段だん真ま面じ目めな人ほど族長様の幻惑は効きやすいらしいわ。だから、これで失望するのはかわいそうよ」

「ああ、そう」

　族長の隣では、マルタが案内を続けている。

「あちらに見えますのが、イプセン城です。第一城壁に囲まれているので一階部分は見えにくいかもしれませんが、立派な建物でしょう。でも、内装が豪ごう華か絢けん爛らんで事務に向いていないから、迎げい賓ひんのためにしか使っていません。勿もつ体たいないですよね。ちなみに、イプセン城の正面にある先っちょがトゲトゲした建物が、聖メイプル大聖堂です。メイプル神は落命された場所などが不明確であることから、聖遺跡が存在しないことはご存じかと思います。そのため、中央ウェストボーンに次ぐ宗教都市である我わがイプセン領がメイプル神の名を冠かんする大聖堂を建造する栄えい誉よをいただくことになったのです。大聖堂の正門前には、聖メイプル広場があり、中央から来た方はそこでお迎えするのが通例となっています」

「ふむ、成程。何度見ても見事な建物である。今度人間の大工でも誑たぶらかして造らせようか」

　ノースは冗じよう談だん交じりに言った。

　その言葉に、アニーが反応した。まっすぐ手を上げて、族長に直じき訴そを始める。

「族長様！　私、普通の家が欲しいです！　ニンフ族とはいえ、いつまでも雨ざらしの生活というのはどうかと思います！　ニンフ族はもう少し健康で文化的な生活をしてもいいのではないでしょうか！」

「アニーよ。お前は少し危機感というものを持て。これから、お前に絶対的な命令を下せる人間の下に行くことになるのだ」

「……はい」




２




　ナツメがいるのは、第一城壁の外側にあるイプセン領役場だった。いち早く連れん絡らくを受けていたナツメの指示により、ニンフ族の対応には女性職員が当たっていた。女性職員の案内により、ニンフ族たちは役場内の客間へと通された。

　客間に入ると、族長は用済みとなったマルタの幻惑能力を解除した。

　マルタは自分の置かれた状況を把は握あくすると青ざめた。門番である自分がニンフ族をイプセン領役場まで連れてきてしまったのだ。役目を放ほう棄きするどころか、反旗を翻ひるがえすような行動。操られていたとはいえ、門番としての任を解かれても仕方がない状況だ。

　見かねた女性職員が、今回はお咎とがめなしとする領主の意向を伝えたが、今度は純じゆん粋すいに落ち込んでしまった。だが、いつまでも客間にいるわけにもいかない。マルタは部屋を出て、とぼとぼと外がい壁へきへと戻っていった。

　それを見送ったのち、女性職員はニンフ族たちに向けて告げる。

「それでは、ナツメ・イプセンが面会いたします。アニー様、カクシ様の二名と代表者の方一名は領主執しつ務む室しつまでお願いします。ほかの方々は、ここで待機し、絶対に部屋の外に出ないようお願いいたします」

　三人は領主執務室まで案内された。

　女性職員はドアをノックする。

「アニー様たちが到とう着ちやくいたしました」

「どうぞ、入ってきてください」

　女性はドアを開け、三人の入室を促うながす。

　カクシ達を出で迎むかえたのは、一人の少女だった。首筋あたりで切りそろえられた黒くろ髪かみの持ち主で、身長は低め。身体の起き伏ふくが少なく、年ねん齢れいよりも幼く見られることが多いその容姿は、座ざ敷しき童わらしのようだった。背中の大きく開いた赤いドレスを着ており、底上げの靴くつを履はいている。胸むな元もとでは銀のペンダントが光を反射していた。

「アニーさん、ご苦労様でした。それと、ニンフ族の方々もご協力ありがとうございました。無事にカクシ君がここまで来られたのも皆さんのおかげです」

「白々しいことを。最初からニンフ族を使うつもりだったのだろう？」

「ええ、それはそうですが一応お礼は言っておこうと思いまして。さて、隠かくれ山やまカクシ君。お久しぶりです。よく来てくれましたね」

　その少女――水みず沢さわナツメはカクシの前まで歩み出て、スカートをつまみ、丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをした。その仕草は、ナツメの気品を引き出し――てはいなかった。服に関しても、着ているというよりは着られている状態だ。服が悪いわけではない。最高級のドレスをもってしてもなお表現することが出来ないほどに何かが足りていなかったのだ。

「似合わないな……」

「いきなり失礼ですね!?」

「ああ、ごめん。でも、本当に冗じよう談だん抜ぬきで致ち命めい的てきに似合っていなかったから、つい言葉に出ちゃったんだよ。そういう威い厳げんのありそうな服装がこれほどまでに似合わないとは思わなかったというか、とにかく不自然。生で見ているのに合成写真を見せられているかのような違和感があるというか、質の悪いコスプレにしか見えないというか……」

「本当に失礼ですね！　折せつ角かくの再会シーンｉｎ異世界だったから、非日常っぽい衣装を態々用意したというのに！　何か不満でもあるんですか！」

「身長」「気品」「優ゆう雅がさ」

　それぞれカクシ、アニー、ノースの発言である。

　迷うことなく、彼かれらは即そく答とうした。

「何なんですか！　アニーさんまで！」

「そこはもう手の打ちようがないから諦あきらめたほうがいい」

「手の打ちようがない!?」

「それよりも、今どういう状じよう況きよう？」

「『それよりも』って何ですか！　いいですよ！　ちょっと着替えてきますから、待っていてください！」

　ナツメはぷんすかと怒おこりながら隣の部屋へと移った。

「行っちゃったわね」

「でも、まぁ、事実だし」

「いや、でもナツメにはナツメの魅み力りよくがあると思うのよ。こう、日本人形のような艶なまめかしさがないとは言い切れないわ！　そう、コケシチックな感じ！」

「もしかして、コケティッシュの事？」

「ああ！　それよ、それ！　あと、あの髪かみ型がたとか可愛かわいらしいじゃない！　ああいうの、何て言うんだっけ？　そう、あれよ！　モブカット」

「ボブカット。アニーさん、もしかして分かって言ってない？」

「そんなことはないわ」

　カクシとアニーが騒さわいでいると、二十秒もしないうちにナツメが戻ってきた。その姿を見て、カクシたちは先ほどとは別の意味で絶句した。ナツメの服装は、上下ともスウェットの様な灰色のゆったりしたものであり、とても人前に出られるようなものではなかった。

「落差が激しいな」

「気にしないでください。これが私の普ふ段だん着ぎであり、ヒキニートの正装です。労働義務に対する抵てい抗こう精神を表す高潔な姿です」

「ああ、そう。ナツメがそれでいいなら、ぼくから言うことはもうないよ」

「諦められた！　いや、まぁ、別にいいですけど」

　多少動どう揺ようするナツメに対し、アニーも苦言を呈ていする。

「あの、ナツメ。私もその格好はどうかと思うんだけど」

「そうですか？」

「正直、その格好かニンフ族の伝統衣装のどちらかを選ばされるのなら、伝統衣装を選ぶわ」

「……着替えてきます」

　ナツメは再度隣の部屋へといった。

　戻ってきたナツメは、丈たけの短い白のワンピースを着て、その上に黒コートを羽織っていた。コートには、イプセン領の紋もん章しようが大きく描えがかれ、他にも装そう飾しよくが施ほどこされていた。

「さて、お待たせしました。それでは話を始めましょう。どこまで話しましたっけ？」

「ナツメにドレスは似合わないというところだね」

「そこは省略するところです！　もういいです。思い出しました。現状の説明をするところでした。とは言っても、大した説明はできませんよ。色々なイベントを経へて領主の地位を手に入れたとしか言いようがありません」

「言葉の端はし々ばしからゲーム脳がにじみ出てきているね。そういうロールプレイもどうでもいいんだけど」

「ロールプレイですか。確かに、まだ演じているという感覚はありますね。この世界は現実であって、私は本当に領主になっているわけですが」

「だから……」

「カクシ君はまだこの世界がゲームの中だと思っているんですか？」

　カクシは言葉に詰つまった。

　この世界は現実だ――カクシもそう思い始めていた。

　だが、問題はそんなことではない。

「もしかして、日本での出来事も全て現実として認にん識しきしてたりする？」

「当然です。私も『適性あり』の人間ですから」

「はぁ!?」

「誰だれかから私が『適性なし』だと聞いたのですか？」

「いや……」

「では、疑いましょうよ。そもそも、日本の存在を忘れてしまった人間が、日本にアニーさんを送り込むなんてことをするわけがないじゃないですか」

　勝ち誇ったようにナツメが言う。

　だが、そんな態度は即そく座ざに空気を読まない女に潰つぶされることになる。

「え、でもナツメもこっちに来たときにはこの世界が現実だなんて信じていなかったわよね？」

「アニーさん。余計なことを言わないでください」

「あ、あと当時の話で面おも白しろいのがあるのよ。ナツメがこっちの世界に到着してから、初めてナツメを見るニンフ族の人たちが全員、ナツメのことを少年だと勘違いしたりしていたのよ！　まぁ、その起伏のない身体じゃ――」

「命令します。そのことを口外することを一切許しません」

「はい……」

　うなだれるアニー。彼かの女じよのおかげで、場の空気が弛し緩かんした。

　無意識のうちに切れてしまった緊きん張ちよう感――その一瞬の隙すきをカクシは見み逃のがさなかった。

「アニーさん。命令！　『赤い本』を渡して！」

「……え、あ、はい！」

　アニーは『赤い本』をカクシに手渡した。

　そして、ナツメに対してゲームを挑もうとし――。




「命令します。カクシ君。その『赤い本』を今すぐ私に返してください。使用も認めません」




「な……」

　カクシは言われるがまま、ナツメに本を差し出す。

　ナツメはその本を受け取り、執務室に鎮ちん座ざする大きな机の上に置いた。

「この本を使って私にゲームを挑もうとしていたのですか？　確かに『絶対命令権』については私にも有効でしょうが、そもそもこの『赤い本』にゲームを強制的に受けさせる効果はありませんよ？」

「知っていたの？」

「ええ、普通に。それに、私はカクシ君に対する絶対命令権を持っていますから、ゲームを挑いどんだとしても、私に勝つのは無理だと思いますよ」

「何な故ぜ――」

「何故だと思いますか？」

　最初に頭に浮うかんだもの。それは奴ど隷れい制度だった。いつの間にかカクシに奴隷としての立場が付ふ与よされていて、主人は奴隷に対する絶対命令権を自動的に与あたえられることになるのではないか――そう考えた。

　だが、そもそもカクシは奴隷の振ふりをしていただけだ。

　奴隷自体になっていないのだから、絶対命令権が自動的に生じるわけがない。

　ノースの驚おどろいている様子からしても、それはないだろう。

　では何故――。

「簡単な話です。私たちはずっと前に、この『赤い本』を使ってゲームをしたことがあるんですよ。まだ小学生になる前のことだったでしょうか？　あの時、私は『赤い本』を使って、ドクターマン○ッタンモドキが用意したゲームをしたんです。そして、カクシ君に対する絶対命令権を手に入れました。普ふ通つうに考えればあり得ない話ですから、カクシ君が夢だったと思っていても無理はありません」
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「その頃ころはまだこのゲームは出来ていなかったはずだよ」

「このゲーム？　パラレルライフのことですか？　もう分かっていますよね？　あちらもこちらも両方とも現実なんですよ。私はこちらの世界から日本へと渡った人間なんです。以前、とはいっても相当昔のことですが、異世界での記き憶おくについてお話ししたのは覚えていますか？」

「《いや、覚えていない》」

　実際のところ、カクシにはその心当たりがあった。

　いつだったかは覚えていないが、ナツメとテレビゲームをしている時に「私、モンスターがいる世界に住んでいたことがある」と言っていた。カクシはそれを聞き流していたが、今になって思えばそれは事実だったのだろう。

「覚えているようですね。さて、積もる話もありますが、その前に、ニンフ族の方々と話をつけることにしましょう」

　ナツメはノースに視線をやり、人のよさそうな笑え顔がおを向けた。

「ニンフ族の皆みなさん、ご協力ありがとうございました」

「礼はいい。金をよこせ」

「お金ですか？」

「そちらの思おも惑わく通りことが進んだとはいえ、こちらも商売として奴隷を扱あつかっている身だ。奴隷一人分の代金をもらわないことには、隠山カクシを引き渡すことは出来ない」

「成程、道理です。では、奴隷一人ということで、五十万ゴルをお支し払はらいしましょう。確か、健康な青年はそれくらいが相場ですよね？　それとも、カクシ君は見た目が不健康そうだから割引価格になったりしますか？」

「……五十万ゴルだ。それと、もう一つ要求がある」

「何でしょう？」

「アニーに対する絶対命令権を解除しろ」

「それについてはお断りします」

「では、せめてカクシに害をなした場合に自害を強要する命令は解除しろ」

「ああ、それですか」

　ナツメはなんてことないように言う。

「そもそも自害を強要なんてしていません。そんな勿体ない――いえ、恐おそろしいことをこの私がするわけがないじゃないですか」

「しかしアニーの証言では――」

「ええ、ですから――『隠山カクシに危害が加えられるようであれば、自害するよう命令された』と発言するように命令しておきました」

「……ん？」

「つまり、口だけです。別にカクシ君が死んだところでアニーさんは死にません。折角絶対命令権を手に入れたのに、それを捨てるような真ま似ねをするわけがないじゃないですか。勿体ない」

　考えてみれば簡単なことだった。

　アニーに対する絶対命令権を持つナツメにとって、アニーはいつでも無料でこき使える労働力のようなものだ。本当に自殺なんてさせようものなら、それはただの損失でしかない。

「もっとも、同族を命の危険にさらしてまでカクシ君に危害を加える必要性は少ないでしょうし、無事にここまで連れてきていただけるとは思っていました。そういうわけですので、もう少しだけアニーさんは貸しておいて下さい。心配しなくても、借りパクなんてしませんよ」

　そう言うナツメに、族長はナイフを突つきつける。

　ナイフはナツメの喉のど元もとで揺ゆれている。

「そういうことであれば、力ずくということでも良かろう」

「いいえ、それはいけません。何故なら、ニンフ族が私に危害を加えた場合は、アニーさんに自殺するよう命令してありますから」

「何だと？」

「当然でしょう？　何の対策もなく貴女あなたがたをここに招き入れるとでも思っていたのですか？　いえ、そう思っていなかったからこそ、私のことを即座に殺したりせず、脅おどして様子を見ているんですよね？　一言付け加えると、今も相当危ない状況ですよ？」

　ノースは慌あわててナイフを引っ込める。

「アニーさんが族長さんの実の娘むすめであることも調査済みです。アニーさんを助けたいというのであれば、まずは私に協力してください」

　ノースは思案する。

　何とか、このナツメを出し抜くことは出来ないだろうか。精せい霊れい術・テレパシー・幻げん惑わく能力。人間族にはない能力がこれだけあるのだ。たかが人間族一人程度、何とでもできるのではないか。

　だが、ナツメはそれも想定済みだった。

「考えても無む駄だですよ。ニンフ族の能力はアニーさんに聞いています。それらの能力で私を操ろうとする場合も、勿もち論ろん『危害を加える』に含ふくませていただいていますから」

「……分かった、いいだろう。アニーは貸しておいてやる。だが、無傷で帰せ」

「勿論です。それでは、交こう渉しよう成立ということでよろしいですね？」

「ああ」

　ノースはナイフを腰こしに付けた鞘さやに納めた。

「では、アニーさんと族長さんはご退出を願います。現在使っていただいている客間の他にも数部屋用意しましたので、ニンフ族の皆みな様さまと一いつ緒しよにそちらでご休きゆう憩けいください。場合によってはまた力をお借りすることになるかもしれません」

「……分かった」

　ノースは不満そうにしながらも、アニーを連れて部屋を出た。

　それを確かく認にんしたナツメは、カクシに呼びかける。

「カクシ君には積もる話がありますので、ついてきて下さい」

　ナツメは部屋の側面についたドアを開けた。

　そのドアの先には、執務室と同程度の広さの部屋があった。部屋の中には質素なベッドと机と椅子、箪たん笥すなどの家具が置いてあった。だが、何よりも目を引くのは壁一面の本ほん棚だなだ。その本棚には、所ところ狭せましとばかりに、大小様々な本が並べられていた。

「ここが私室です。執務室のすぐ隣となりと言うのは便利ですね。仕事に飽あきたときはすぐに逃にげ込むことが出来ます」

　ナツメは椅子に腰かける。

　カクシもそれに続いて、正面の椅子に座る。

「随ずい分ぶんと久しぶりですね。こうして二人で話すのは」

「ナツメが引きこもったからね」

「私なら簡単に大検をとれるのでその辺は気にしないで下さい。それに、私は日本に戻もどる気はありません」

「そんなにここが気に入った？　不便だと思うけど」

「それもなくはないのですが――。カクシ君、まだ小さな子供だった頃、私の記憶についてお話ししたことがあるのを覚えていますね？」

「……うん、そうだね」

　今度は素す直なおに返事をした。

「これを見てください」

　ナツメは右手の甲こうを差し出す。

　そこには、異い邦ほう人じんの証となる紋もん様ようが――なかった。

「見ての通り、私は『異邦人』ではありません。アニーさんと同じように、この『霧きりの大陸』で生まれ、何らかの理由により日本に渡わたった人間です。おそらく、日本にいる両親も本当の両親ではないのでしょう。カクシ君。これでも、君は私を日本に連れ戻そうというのですか？」

「勿論、連れ戻すけど」

「何故ですか？」

「ぼくにとって君は水沢ナツメだ。ナツメ・イプセンなんていうなんちゃって領主様なんかじゃない」

「それは理由になっていません。私が水沢ナツメであることと領主であることに矛む盾じゆんはありません。そういう中身のない言動で私を騙だませるとでも思っているのですか？」

「だったら別の言い方をするよ。《ナツメのことが大切だから》だよ。《こんな危険な世界には一秒たりともいさせるわけにはいかない》」

　ナツメは苦笑いを浮かべる。

「そうですか。では、そちらの意向は理解しました。ああ、それと絶対命令権についてお話ししておきたいことがあるのですが」

「何？」

「カクシ君、アニーさんにゲームで勝っちゃいましたよね？　それで、アニーさんに対する絶対命令権を持っていると思いますが、それに関して注意しておきたいことがあるんです。カクシ君、もしかしたら、絶対命令権を持った二人以上の人が、それぞれ矛盾した命令をしたときは、後からした命令が上書きされると思っていませんか？」

「……違ちがうの？」

「違いますよ。というか、念のため確認しておいてよかったです。実は、私はアニーさんに『他の人の絶対命令権には逆らわないようにすること』を命令しておいたんです。先さき程ほど、『赤い本』をカクシ君に渡せたのは、それが原因です」

「それじゃあ、矛盾した命令をされたらどうなるんだ？」

「同じ人にされたのなら後のものが優先されますが、別の人にそれぞれ並行した状態で命令をされたのなら、命令された人は爆ばく発はつして死にます」

「……マジで？」

「マジです。今まで実験してみたことは無いのですが、『赤い本』を解読してみたらそういう内容が書かれていました。だから、アニーさんの絶対命令権を解除しようとはしないようにして下さいね。『他の絶対命令権に逆らわない』という命令は、絶対命令権自体を解除されるような命令を除外した場合に限定しましたから」

　実際のところ危なかった。ナツメと勝負する作戦が上う手まくいっていたら、カクシはアニーに対するナツメの絶対命令権を解除するつもりでいたのだ。実行していたら大惨事だった。

「そう言えば、《一回だけ、絶対命令権を使ってナツメがアニーさんに対して持つ絶対命令権を解除しようとしたことがあったな》」

「すぐばれる嘘うそは時間の無駄ですよ」

　ナツメは即座に言う。

「ああ、それとアニーさんについてはもう一つだけ注意があります。重要なことなので、よく聞いてください」

　これまで軽い調子だったナツメだが、ここにきて声に真しん剣けん味みが加わった。

　カクシが多少身構えて聞く体勢になると、ナツメは言葉を続けた。




「彼女に惚ほれられないようにしてください」




「……は？」

「あれはニンフ族の血を引いています。それ故ゆえに、人間族であれば通常、彼女に対する嫌けん悪お感を持っています。でも、異世界の人間であるカクシ君は事情がよく分かっていませんから、彼女がニンフ族であることなどあまり気にしないでしょう」

「ああ、そうだね」

「つまり、異世界ものにありがちな状況なんです。迫はく害がいされている種族の可愛い女の子が、自分を一いつ切さい迫害しない異世界から来た人間に出会う。しかも、迫害の理由は異世界からきた人間にしてみれば気にならない程度のもの。そういうパターンです」

「ああ、言われてみれば」

「異世界から来た人間に都合のいい『人権チート』とでも言うんでしょうかね。とにかく、そういうわけですので、アニーさんには注意してください。ニンフ族に惚れられると命が危ないですからね」

「命が危ない？」

「はい。幻惑能力も族長さんが協力すれば、かなり強力なものになります。そうなったら、廃はい人じん一直線コースですよ」

　そう言って、ナツメは机の上のお茶に口をつけた。

「さて、それでは本題に入りましょう。カクシ君には私の目的をお話ししておこうと思います。私の目的は、この世界に居続けることです。正直に言うと、日本での生活は非常につまらなかった。面白いことなんてどこにもなかったし、充じゆう実じつした人生なんて永遠に訪おとずれそうになかった。それに比べ、こちらの世界で私は領主という地位を手に入れました。領主としての仕事は面めん倒どうですが、私自身はこちらの世界にずっといたいと思っています。その為ために、私は『徹てつ底てい的てきな現状維い持じ』をしようと思っています」

「現状維持？」

「こちらも現実だということは理解できていますね？　だったら、人が死ぬのは出来る限り避さけるべきだとは思いませんか？」

「何が言いたいの？」

「ＲＰＧをしているとき、こう思ったことはありませんか？　『主人公が何もしなければ、この世界は現状維持のままとりあえずの平和を維持できたのに』って。あの強きよう靭じんな父親キャラクターや路地の花売り娘は、何故主人公の目の前で死ななければならなかったのか？　答えは簡単、プレイヤーがゲームを先に進めたからです。だから、イベントは出来る限り起こさない。起きてしまったイベントはなあなあにして穏おん便びんに終わらせる。それが私の目的です。以前、総務省の役人を名乗る方がここまできましたが、場合によっては対立することになるかもしれません」

　総務省の目的は、異邦人を日本に帰すことだ。そのためには、こちらの世界で強ごう引いんな手段を取ることになるかもしれない。それは、ナツメの思惑に反することになる。

「私が会ったのは佐さ藤とうさんという方でしたが、彼女は総務省の職員として来ています。そして、総務省本体は依い然ぜんとしてこちらの世界のことをゲーム世界としか捉とらえていません。ですから、彼女は異邦人を戻すためなら、こちらの世界のことなど気にかけないでしょう」

「そうかな？　あの人は割と融ゆう通ずうが利きくように思うけど」

「普ふ段だん融通が利くかどうかは問題ではありません。仕事であれば、融通を敢えて利かせないということも十分考えられます。私はこのイプセン領の領主として、領民を守りたいと考えています。他国や他領地だけでなく、日本からも」

　ナツメはカクシの正面に立つ。

　そして、右手を差し出し――。

「隠山カクシ君。協力してもらえませんか？」

「断る」

　カクシはその手を叩たたき落おとした。

「即答ですか」

「いい感じのことを言っていたけれど、要するにナツメはこの世界の人間を大切にしたいから現状維持を貫つらぬきたいというんだよね？　そのためにイベントを起こさないことを目的とするということは、この世界から離はなれるつもりがないってことだ」

「ええ、そうなりますね」

「だったら、お断りだよ。ぼくはナツメを連れ戻すためにここまで来たんだ。ナツメにはこの世界の未来も領地の未来も見ることなく、日本に戻ってもらう」

　カクシの回答を聞き、ナツメはため息をつく。

「そちらの言い分はよく分かりました。ですが、私は帰る気はありません」

「理由は？」

「帰りたくないからです。それ以上でもそれ以下でもありません。それでも帰れというのであれば、話はいつまでも平行線になるしかありません」

「そうだね。だったら――」

「ええ、勝負をしましょう。昔から、私たちの間で問題が起きたら勝負で決着をつけていましたからね」

「ああ、そうだね。それで、勝負の内容は？」

「その前に！」

「ん？」

「カクシ君には現在このイプセン領で起きているトラブルを解決していただきます。それが出来たら、この『赤い本』を使って絶対命令権を賭かけたゲームをして差し上げます。ゲーム内容については後日相談ということで」

「いや、それナツメが確実に得をするよね？」

「別にいいじゃないですか。日本に連れ戻されたらここには戻って来られないんです。イプセン領が平和になったところでそれは私には関係のないお話になってしまいます。むしろ、領主という地位を手に入れた私に対してこの程度の条件で挑めるというのですから破格ですよ。何より、私がその気になればカクシ君に対して絶対命令権を行使することが出来るんです」

「分かった。とりあえずそのトラブルの内容を聞かせてほしい。どうやっても個人の手には負えないものである可能性だってあるからね」

「はい。トラブルというのは、行商人を襲しゆう撃げきしている盗とう賊ぞく団の存在です。カクシ君にはその撃げき退たいをお願いしたいんです」

「盗賊団？」

　カクシはイプセン領に向かう途と中ちゆうに遭そう遇ぐうした盗賊を思い出す。ニンフ族に軽く撃退されてしまっていたが、あれが脅きよう威いになるというのは少し意外だった。

「彼らは盗賊団『ハーフ＆ハーフ』と呼ばれています。頭領を務めるのはエーヌ・ポー。エルフと人間のハーフですね。彼はエルフ族から追放されたことを切っ掛けに、同じような境きよう遇ぐうの人を集めて盗賊団を作り上げました。当然、首都である中央ウェストボーンも彼らを討とう伐ばつしようとしていますが、逃げ回っている彼らを捕とらえることは難しく、今日まで野放し状態になっていました」

「だったら、その中央ウェストボーンとやらに増ぞう援えんを要よう請せいすればいいんじゃない？」

「そうしたいのは山々なのですが、今回ばかりはそうも行きません。『ハーフ＆ハーフ』の狙ねらいは私が持っているペンダントなのです。そして、このペンダントは中央の貴族連中にも狙われています。下心の有る貴族のほうが盗賊団よりもはるかに厄やつ介かいです」

「そのペンダント、何か特別なものなの？」

「このペンダントの名は『領主の証』といいます。ま、その名の通りこれを持っている人が領主という事を示すものです。これを譲渡された者は、イプセン領主の座に就くことが出来ます。それと、これを持っていると、三年後に行われる次期国王を選ぶための七頭会議に参加することが出来るらしいです」

「参加する権利か。確実に王になれるっていうわけじゃないんだ」

「そうですね。次の王を決める会議が何十回も行われて、その末に王が次期国王を指名することになるようです。私は王族どうこうには興味がないので適当にイプセン領の利益になりそうな立ち回りをするつもりですが」

「もしかして、三年後もここにいるつもり？」

「カクシ君が失敗すればそうなりますね。話を戻します。衛兵には『ハーフ＆ハーフ』を壁内に入れないよう指示をしました。門さえ閉めてしまえば侵しん入にゆうを阻そ止しすることはそう難しいことではありませんから、それは上手くいきました。ですが、彼らはイプセン領に来る行商人などから強ごう奪だつをするようになり、ここ最近は物資の流れが完全にストップしてしまいました。端たん的てきに言えば、兵ひよう糧ろう攻ぜめを受けている状態です」

「いっそのこと、そのペンダントを渡してしまえばいいんじゃないかな？」

「それはあり得ません。このイプセン領を盗賊に明け渡すなんてことがあっていいわけがありません。それに、ハーフ＆ハーフがこのイプセン領を手に入れたら、中央貴族の連中が盗賊団に占せん領りようされた領地の奪だつ還かんという大義名分の下に軍を送り込んで自分の直ちよつ轄かつ地ちにしようとするに決まっています」

「それじゃあ、どうする？」

「実際のところ、時間をかければ彼らを壊かい滅めつさせることは出来ると思いますし、それが最もリスクの少ない方法だとも思っています。ただ、その間領民たちには苦しい思いをさせてしまうことになります。ですから、出来ることであれば、他の手段で無力化させたいのです」

「他の手段というのは？」

「彼らを騙しつくしていただきたい」

「ええっ!?」

　突とつ然ぜん、ドアの向こうから声が聞こえてきた。

　ナツメがドアを開けると、そこには中ちゆう腰ごしで聞き耳を立てているアニーの姿があった。

「……ずっとここにいたんですか？」

「今、丁度通りかかったのよ。ニンフ族たちは出された酒を飲んで軒のき並なみ酔よっぱらっちゃったから、部屋にいたくなかったの。あの部屋は魔ま窟くつと化したわ」

「ああ、そういうことですか。外に出られても困るので今日のところは酔い潰してしまおうと思ったのですが、上手くいったようですね」

「ええ、酷ひどい有様よ」

「それは何よりです」

「でも、本気なの？　はっきり言うけど、エルフって人間族やニンフ族よりも遥はるかに賢かしこい種族だからね。それに予知能力も持っているっていう話を聞くわ。私たちがいくら知ち恵えを絞しぼったところで、エルフを騙すのは無理だと思うけど」

「そこを何とかしてもらうためにカクシ君にここまで来てもらったんですよ。カクシ君への依い頼らいは唯ただ一つ。正せい攻こう法ほうで攻めるのは難しそうなので、まともでない策を考えて実行することです」

「分かった。それが出来たら『赤い本』を使ったゲームで勝負する。勿論、ゲーム中はぼくに対する絶対命令権の行使を禁ずる。それと、ぼくが勝ったら自動的にぼくに対する絶対命令権が解除されるようにする。その条件でいいなら、引き受けるよ」

「いいでしょう。それで、勝算はあるんですか？」

「ある」

「随分自信ありげですね」

「たかが予知能力でしょ。そんなもの、持っている時点で無能力者に負けるフラグだよ」

「ああ、そうですね」「言われてみればそうね」

　ナツメとアニーは同時に頷うなずいた。

「アニーさん、今の話を理解できたんですか？」

「日本に行った時にマンガで読んだわ。フラグっていうのは、伏ふく線せんと前兆を足して二で割ったようなものなんでしょう？」

「その通りです。無駄に順応性が高いですね。さて、それでは、明日の朝一にギルドに依頼を出しておきますので、その依頼を受けてください。ギルドへの新規加入の登録は今日中に済ませておいて下さいね」

「ギルドを通さないといけないの？」

「当然です。直接頼たのんだりしたら、忖そん度たくだの癒ゆ着ちやくだの不正経理だの疑ぎ惑わくの総合商社だの無駄に騒がれることは目に見えていますからね」

「ああ、うん。分かった」

「さて、話がまとまったところで、アニーさん。伺うかがいたいことがあります」

「え、何？」

「日本には無事に行ってこられたようで何よりです。ですが、随分と時間がかかりましたね？　何かあったんですか？」

「え、えっと……」

　アニーは後ずさったが、ナツメは逃がさなかった。

「命令。正直に答えてください」

「マンガ喫きつ茶さにはまってしまい、後回しにしていました！　正直、期限を設けなかったナツメが悪いと思っていま～す！」

　アニーは高らかに述べた。

「な、成なる程ほど。その展開は私も予想外でした。まぁ、そこまではいいでしょう。それで、カクシ君に『赤い本』を使ったゲームを挑むことは挑んだんですよね？」

「え、ええ、まぁ」

「そして、当然のように負けてしまったんですよね？」

「はい、負けました……」

　アニーは視線を落として言った。

「でも、ほら、ナツメは勝率八割って言っていたじゃないの！」

「私はそう考えていたんですが、何があったんですか？」

　沈ちん黙もくするアニーの代わりにカクシが答える。

　アニーが変態じみた格好になったこと。

　ゲームの内容や幻惑能力を持っていることをばらしていたこと。

　思い込みに縛しばられて、１～９の数字を一つずつ書いてしまったこと。

　全すべてを聞き終えると、ナツメは深いため息をついた。

「アニーさんが悪い」

「何で!?」

「どうしてゲームの前に手の内を晒さらしてしまうんですか？　幻惑能力なんて日本では誰も信じないのですから、相手に教えずに使ってしまえば確実に優位に立つことができたんですよ」

「だって、私が『霧の大陸』から来たとか、ニンフ族とか言っても信じなかったんだから仕方がないでしょう！」

「だったら、ゲームが終わった後に証明すればよかったんです。それ以前に、ゲームで勝てば絶対命令権が手に入るんですから、それを使って信じさせればよかったじゃないですか」

「あ……」

　アニーはうめき声をあげ、頭を抱かかえてしゃがみこんだ。

「それでもカクシ君なら気づいてしまった可能性もゼロではなかったでしょうが、低かったでしょう。それに――」

　言葉の途中でドアがノックされる。

「はい、なんですか？」

「お話し中のところ申し訳ありません。サトウ様が到とう着ちやくされました」

　ナツメは心底嫌いやそうな顔をした。




３




「おや、どうしたんですか佐藤さん。私は日本に戻る気はないといったはずですよ」

「あれれ～、それが恩人に対する態度かな？　隠山カクシ君がここに来られたのは誰のおかげだと思っているのかな？」

　佐藤はいきなり喧けん嘩か腰ごしだった。

　日本にいたときと比べると、随分と自由な態度で過ごしているらしい。

「どういうことですか？」

「彼かれは『適性あり』の人間なのよ。だから、ナツメちゃんが派は遣けんしたアニーさんよりも先に総務省が接せつ触しよくしていたの。彼がネオ電脳ランドの設備を使えたのも、私たちのおかげ」

「ああ、そうでしたか。恩着せがましいご報告ありがとうございます。もう帰っていただいて結構ですよ」

「いや～。それにしても、ちゃんと隠山カクシ君が到着できていて良かったよ」

「私の話を聞く気はありますか？」

「話半分なら」

　佐藤はあっけらかんと言った。

「そんなことよりも、カクシ君の職業は何だったの？」

「まだ確認していません」

「職業？」

　確認するカクシ。

「職業というか適職ですね。私は『経理』ですし、佐藤さんは『カメラマン』でした。私の『経理』には特に何もありませんが、佐藤さんの『カメラマン』は特とく殊しゆ能力として、佐藤さんのカメラで撮とられた写真データが日本に持ち帰れるようになるんです」

「どうやって確認するの？」

「それは勿論、この『ハロワ試験紙』を使うんですよ」

「何それ……」

「邪じや魔ま族のハロワさんが五百年前くらいに作り上げた魔ま法ほうの試験紙です。この紙を水につけたうえで、その水に対象者が手を入れると、この紙に文字が浮かび上がってくるんです。どういう理り屈くつなのかは知りません。とりあえずやってみましょう」

　ナツメはコップに水を入れ、その中に試験紙を入れる。

　カクシは促うながされるまま、指を水に入れた。

　取り出した紙に浮かび上がってきたのは――。




『アナタの適職は『詭き弁べん士』です。

　適当な事ばかり言うアナタは、少しずつ周囲からの信しん頼らいを失っています。ですが、どうにもならない事態に遭遇したときに、アナタのハッタリは大いに役立つ事でしょう。口先だけで生活できるようなお仕事がアナタには向いています』




　浮かび上がってきた文字をナツメが代表して読み上げた。

「そういうわけで、カクシ君の適職は『詭弁士』のようですね」

「きべんし？」

「聞いたことがないわね」

　カクシと佐藤は怪け訝げんな顔をした。よくは分からないが、胡う散さん臭くさいネーミングだ。

　それに対し、ナツメが言う。

「特に能力が付ふ随ずいするようなものでもないようですね。おそらく、適当なことを言って敵を混乱させたりする役割のことでしょう。分かりやすく言うと詐さ欺ぎ師し。格好よく言うと、トリックスターというやつですかね。ちなみに、格好悪く言うと狂きよう言げん回まわしです」

「それって何の意味が……」

「ああ、そう言えば詐欺師は英語でチーターっていうらしいですよ。異世界に来てチート能力者なんて、《うらやましい限りです》。ぷぷ～」

「絶対嘘うそだ!?」

「《そんなことはありませんよ》。異世界チートは少年少女のあこがれですから。特に夏休みは異世界チートの季節です。未来の道具というチートアイテムを持った小学生たちが異世界にカチコミ入れる映画が毎年この季節に作られていますからね」

「大長編って奴やつだ」

「さて、カクシ君の職業補正がゼロで役に立たないことが分かりましたので、さっさと作戦を考えましょう。とりあえず、この世界に関して私が調べたことをまとめた書類があるので、そちらを読んでみてください」

　ナツメは机から書類を取り出し、カクシに渡した。

　カクシは書類に目を通し始めたが、佐藤が横から口をはさんできた。

「ちょっと待って」

「何でしょう？」

「能力が浮うかび上がってきたわ」

　佐藤の言葉を聞き、全員が紙を覗のぞき込む。

　浮き出た文字をナツメが読み上げた。




「『手からハリセンを出現させる能力』？」




　それに対するカクシのリアクションは、当然このようになる。

「なんでやねん」

「ああ、言われてみればカクシ君ってツッコミをするために生まれてきたみたいなところがありますからね」

「いや、ないから」

　カクシが手のひらに力を入れてみると、ハリセンが出てきた。

　何の変へん哲てつもない普ふ通つうのハリセンだ。

「うわっ、本当に出てきましたよ。何だかキモいです」

　暴言を吐はくナツメ。

　カクシはそのハリセンで、とりあえずナツメの頭を叩いた。

「痛っ！　突然、何をするんですか!?」

「何か効果がないかと思って試ためしてみたんだ。叩かれてみて、体調に変化はない？」

「特にないですね」

「さすがにそうだよね。最初から期待はしていなかったけど」

「それじゃあ、やらないでください！　というか、最初から人体実験とか止めてください！　シャレにならない効果がついていたら大変なことになりますよ！　大体、何で詭弁士がツッコミなんですか！　どちらかと言うと、ツッコミを入れられる側の人でしょう！」

「ああ、でも考えてみればこれって結構役立つかもしれない」

「無視しないでください！　大体、どうやって役立てるんですか？　スマッシュ攻こう撃げきでバリア破は壊かいでもするんですか？」

「そうじゃなくて、これって紙で出来ているよね？　だから、普通に紙として使えばいいんだよ。この書類を見る限りでは、紙の質はあまりよくないみたいだし」

「そうですね。素す晴ばらしい有効活用法だと思います。贅ぜい沢たくを言えば、折りたたまれていない状態で出てきてほしいのですが、そこは仕方がありません。お手すきの時にでも、大量に作っておいてもらえますか？」

「面倒だから嫌だ」

「そう言うと思いました……」

　ナツメは呆あきれ顔がおになる。







[image: ]







　それを見ていた佐藤が口を開く。

「あの～。そろそろ本題に戻っていいかしら？」

「本題？　何かあるんですか？」

　ナツメが面倒そうに尋たずねた。

「あるわよ！　そもそも、本題がなければここまで来ないから！」

「それじゃあ、どうぞ」

「水沢ナツメさん。そろそろ日本に帰ってきて――」

「嫌ですけど？」

「で、でも、日本では色々な人が心配――」

「余計なお世話ですね」

「お願い！　何だか最近、周りの目が冷たいのよ！　日本の人たちはこちらの世界が現実だなんて信じていないから、私はゲーム世界ですら何一つ成果を上げられない無能みたいな目で見られている気がして仕方がないの！　入省早々窓まど際ぎわ族ぞくなの！」

「いや、そちらの事情なんて知りませんよ」

　ナツメは呆れたように言う。

「大体、その辺の話ならカクシ君としたばかりなんです。それで、私が帰るための条件を決めました。カクシ君はこれから、その条件を満たすために動こうとしています。私に帰らせたいのであれば、カクシ君に協力してあげるのが一番の近道ですよ」

「そうなの？　だったら、今日のところは保留という事にしておくわ」

「ええ、そうして下さい」

「ところで、ナツメさん。ずっと気になっていたことがあるんだけど、聞いてもいい？」

「駄だ目めです」

「貴女あなたはカクシ君が『適性あり』だって分かっていたの？」

「駄目って言っても聞くんですね。まぁ、いいです。答えましょう。実際のところ、私はカクシ君が『適性あり』だとは知りませんでした。考えてもいませんでした」

「それじゃあ、何な故ぜ彼かれを呼び寄せたの？」

「味方に欲ほしかったからですよ。日本のことを忘れてしまったとしても、彼は戦力になると判断しました。それに、私は彼に対する絶対命令権を持っています。ログアウトさせようと思えばいつでもさせられるんです。カクシ君が総務省を通さずに来ていたら、無事に帰き還かんした人間として貴女たちの手て柄がらとすることも出来たかもしれませんね」

「それは残念ね」

「今からでも、要請がなかったことにすればいいのでは？」

「無む駄だよ。どちらにしろ、彼が救出のために後から参加した人だということは簡単にばれてしまうわ。適性の有う無むは問題じゃないの」

「その反応の速さ、既すでに自作自演で成果をでっちあげることを検討してみたんですね？」

「《何のことやらさっぱりね》」

「さて、佐藤さん。こちらからの要求は素直な撤てつ退たいです。受け入れてはもらえませんか？」

「無理ね」

「それじゃあ――私と勝負しますか？」

　ナツメは『赤い本』を手に取る。

　佐藤が怯ひるむと思っての言動だったが、佐藤は予想外のリアクションを取った。

「ええ、やりましょう。是ぜ非ひやりましょう。その本のことはアニーさんや隠山カクシ君から聞いているわ。何でも、勝ったら相手に何でも言うことを聞かせられるとか」

「まぁ、その通りですが」

「そして、ゲームの種類はランダムなのよね？」

「一応、両者の合意があれば指定することも出来ますが、まぁ、そういうことになりますね」

「だったら、私が勝つ可能性も０ではないわ。貴女を説得して連れて帰るよりはよっぽど楽よ。というより、もう面倒なのよ。こうなったら、一いちか八ばちかの可能性に賭けたほうが楽なんじゃないかと本気で思うようになったわ」

「……分かりました。やめておきましょう」

「あら、そう？」

「そもそも、勝ったところで貴女を味方にするメリットがありません」

「あ、そう。それじゃあ、仕方ないわね。今日のところは諦あきらめてあげるわ。それじゃあ、私の部屋を用意してもらえるかしら？」

「え？」

「え？」

「何で私が佐藤さんの部屋を用意するんですか？」

「だって領主様でしょ？　日本出身の異い邦ほう人じん同士なんだから、それくらいの便べん宜ぎを図はかってくれてもいいんじゃないの？」

「今、敵対する流れでしたよね!?　どう考えても私に頼たよる展開にはつながらないですよね!?」

「自発的に領主としての器うつわの大きさを見せてくれてもいいのよ？」

「私は昔から人間小さいと言われて――身長のことではなく、人としての器が小さいとよく言われています。ない袖そでは振れないのですよ」

「お願い。こっちに来るのに、奮発してドラゴン便乗っちゃったのよ。お金がないの！」

「ノーマネーでフィニッシュです」

「ああ、そう。だったら、隠山君の部屋に泊とまっちゃうもんね」

「あ、そういえば《カクシ君の部屋については考えていませんでした》。カクシ君、その人を招きいれるというのなら路上に放置しますが、どうしますか？」

「《佐藤さんは大人の女性だから安宿くらい一人で探せると思うよ》」

「そういうわけですので、佐藤さん。さようなら。衛兵さ～ん。お客様のお帰りです。力ずくでいいので、お帰り願っちゃってください」

「ちょっ……」

　佐藤は衛兵に両りよう腕うでを掴つかまれ、執しつ務む室しつから退出させられた。

　それを見送り、ナツメはカクシに向かって振ふり返かえる。

「さて、それでは私たちも別室に移りましょう。アニーさんも付いて来てください」

「私もいいの？」

「ええ。この部屋に置いておくわけにもいきませんから。それとも、騒さわいでいるニンフ族たちのところに戻もどりたいですか？」

「そんなことないわ！　付いていく！　付いて行かせてください！」

　カクシとアニーは、ナツメにある部屋へと案内された。

　その部屋には、所ところ狭せましとボードゲームやカードなどが置かれていた。

「ここは……」

「私の趣しゆ味みのための部屋ですね。試しに言ってみたら、本当に用意してくれました。さて、カクシ君。久しぶりの再会を祝して、命令権云うん々ぬんに関係のないゲームをしましょう。遊びではありますが、勿もち論ろん真しん剣けん勝負です」

「それはいいけど、こちらの世界のゲームはルールが分からないよ」

「ええ。では、日本にあったゲームをしましょう。どうやら、この世界は以前から地球とある程度の繋つながりがあったみたいで、トランプやチェス等、地球上のゲームが沢たく山さんあるんです」

「そうなの？」

「はい。一日は二十四時間、一時間は六十分、一分は六十秒。これは地球と共通しています。ほかにもこの世界と地球には様々な共通点が存在します。まぁ、その辺りは後でお話ししますよ」

「そうか、それじゃあ――」

「まずは、ゲーム開始です！」
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　カクシとナツメのゲームが始まってから三時間後――。

　ナツメはため息をつき、呟つぶやいた。

「三十連勝ですか……」

　その横では、アニーが驚おどろきの表情を浮かべていた。

　カクシとナツメのゲーム。それがこの世界においては、非常にレベルの高いものだということは分かる。両者とも相当の実力を持っているのは確実だ。だが、それでも差は存在した。ナツメの正確無比な戦略に対し、カクシは手も足も出せずにいた。

「私が引ひき籠こもるようになってから、カクシ君は何をしていたんですか？　全く強くなっていない、というより、むしろ劣れつ化かしている感もあります。特に囲い碁ごは酷かったです。これでは、あまりに弱すぎます」

「仕方がないだろ。ぼくには学校もあったんだし」

「……そうですね。ですが、何というか、非常に残念です。こんな体ていたらくで、本当にハーフ＆ハーフを騙だませるんですか？」

「それに関しては任せてくれていいよ」

「分かりました。信じます」

　そう言って、ナツメは立ち上がった。

「とりあえず、今日のところはこれくらいにしておきましょうか。ゲームであれば私の方が上。それが確定した以上、これ以上続ける必要はありません。カクシ君とアニーさんにはそれぞれ個室を用意しましたので、そちらに行ってください。カクシ君用のまともな服も、後で届けさせます」







第４章　知らなすぎた女
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『盗賊団の討伐』




　目的　　盗賊団『ハーフ＆ハーフ』の撃退または討伐

　依い頼らい主ぬし　ナツメ・イプセン

　報ほう酬しゆう　　三十万ゴル




　現在イプセン領は盗賊団『ハーフ＆ハーフ』によって流通を止められてしまっています。討伐をしようにも逃にげられてしまうので中々有効な対策が取れないでいます。彼らを撃退または討伐し、イプセン領の物流を復活させてください。
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　翌日、ナツメの予告どおり、ギルドに依頼が張り出された。この依頼書を受付に持って行き、受付に資格の有無を判断してもらい、承しよう認にん印いんを押おしてもらえば無事依頼を受けたことになる。

　カクシはその依頼書を手に取ろうとした――が、その手は空から振ぶりに終わった。

　横から別の手が依頼書を取ってしまったのだ。

「あっ」

「何か？」

　依頼書を取ったのは、重じゆう厚こうな鎧よろいを着込んだ女だった。全身が鎧に覆おおわれており、兜かぶとの部分だけを左手に持っている。手入れをされていないくすんだ金きん髪ぱつの持ち主で、その仕草は一々力強く生命力に溢あふれている。どこかで会ったことがあるような気がしたが、カクシは思い出すことが出来なかった。

「あ～、悪いんだけどさ、その依頼書くれないかな？」

「これのことか？　貴方あなたでは返り討うちにされるのが目に見えているが。それに、これは私が望んで受けようとした依頼だ。譲ゆずる気はない」

「そこを何とか……」

「ならぬ」

　そう言って、女は依頼書を持ってカウンターへと向かう。

　カウンターでは受うけ付つけ嬢じようが戸と惑まどっていた。この依頼は、領主が隠かくれ山やまカクシに対して依頼する予定だったものだ。だから、他の人間が受注しないように報酬も内容に見合わないような低いものにしてあったのだ。だが、実際にそれを受注しようなどという頭のねじが飛んだ人間が現れてしまった。悪いことに、断ろうにもその根こん拠きよが見当たらない。

　戸惑う受付嬢を見て、鎧の女が声をかける。

「どうした？」

「いや、えっと、この依頼、どうしても受けるおつもりですか？」

「ああ」

「危ないですよ。すごい鎧を着ているとはいえ、女性一人では達成は難しいのでは？」

「やってみなければ分からないであろう？　特に資格にも問題はないはずだ。それに、私なら蹴け散ちらすことが出来る自信がある。さっさと承認印を押してくれ」

「あ、そうだ。初めて見る方ですが、ギルドの会員証はお持ちですか？」

「ああ、これを先に見せなければならなかったな。失礼した」
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「有効期間……問題なし、ですね。ちっ」

「舌打ちしたっ!?」

「《そんなことはありません》。受け付けさせていただきます」

　受付嬢は苦々しい笑え顔がおで答えた。
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「最初から躓つまずいた」

　領主執務室に入って来るなり、カクシはそう言った。

　書類仕事をしていたナツメは、顔を上げると怪訝そうにする。

「どうしたんですか、突然」

「依頼書を取られた。例の依頼は別の人が受けた」

「別の人って……」

「とんでもなく重装備の奴なんだけど――」

　カクシが言い終わる前に、領主執務室のドアが乱暴にノックされた。

　外からは大きな声が聞こえてくる。

「私はハンターという者だ！　領主様はこちらか！」

　カクシがドアを開けると、そこには先ほどの鎧女がいた。

「おや、先ほどの人ではないか」

「ああ、どうも」

「領主殿どのはいらっしゃるか？　実は、依頼内容の詳しよう細さいについて聞きたいことがあってやってきたのだが」

「ちょっと待って」

　カクシはドアを閉める。

「それで、どうする？」

「どうするもこうするも、何なのですかあの人は？」

「あれが受注者だよ。一人で全員蹴散らすとか言っていたけど」

「無理でしょう」

　ナツメはため息をつく。

　ただでさえ面めん倒どうな状じよう況きように、更さらなる乱入者が現れたのだ。

「それじゃあ、断る方向で構わないよね？」

「それしかないでしょう。多勢に無勢にも程があります。しかも、トップは予知能力持ちのハーフエルフですよ。力ちから業わざでは絶対に勝てない相手です」

「それじゃあ、止めたほうがいいね。このままじゃあ、あの人が死ぬことになる」

「それは別に構わないのですが」

「構わないの!?」

「何のためのギルド制度だと思っているのですか。全ては下した請うけの下請けが勝手にやったことであり、こちらが責任を取る必要は一いつ切さいないというのが、ギルドに依頼をする一番のメリットじゃないですか。高い仲ちゆう介かい手数料を払はらっているのですから、それくらいは当然です」

「それじゃあ、何が問題なの？」

「ここのギルドから派遣されたということは、イプセン領から派遣されたということと同義です。鉄てつ砲ぽう玉だまを撃うってきた相手とカクシ君は交こう渉しようしようと思いますか？」

「ああ、そういうことか」

「そういうわけですので、断ってきてください」

「ぼくが!?」

「私が直接会った後に突とつ撃げきして行って、死なれでもしたら私の責任問題になりかねないじゃないですか。ギルドを間に挟はさんだ意味がありません。現在多た忙ぼうとか言って帰ってもらってください。門もん前ぜん払ばらいです。もう建物内に入ってきてしまっていますけれど」

「はいはい」

　カクシはドアを少し開ける。

　ドアの前では、ハンターが仁に王おう立ちしていた。

「え～、この度たびはイプセン領アホ領主からの依頼に応おう募ぼいただきありがとうございました。選考の結果、まことに遺い憾かんながらハンター様につきましては、ご期待に添そいかねる結果となってしまいました。それでは、ハンター様の今後のご活かつ躍やくをお祈いのり申し上げております。敬具。それじゃ、どうも。あしからず」

　カクシはそう言ってドアを閉めた。

　すると、ドアを破ってハンターが入ってきた。

「断るとはどういう了りよう見けんだ？」

「衛兵さ～ん。不ふ審しん者しやがドアをけり破ってきましたよ～」

　ナツメの掛かけ声ごえで駆かけつけた衛兵に、ハンターは剣けんを突つきつける。

「無駄な戦いはしたくない」

「衛兵さん、下がってください。やっぱりいいです」

　衛兵は下がっていった。勿もち論ろん、ナツメは衛兵が応おう援えんを呼んできてくれることを期待したが、そこまで気が回るかどうかは分からない。

「それで、ハンターさん。どういうおつもりですか？」

「折せつ角かく依い頼らいを受けたのだ。そちらから一方的に断りを入れられて納なつ得とくできるわけがない」

「ですが、貴女一人ではどう考えても無理でしょう？」

「それはやってみなければ分からない。私はハンターとして様々なモンスターと戦ってきた。可能性はゼロではない」

「ん？　名前だけでなく、職業もハンターなのですか？」

「そ、そうだ」

「まぁ、どうでもいいことですけど。ハンターさん、貴女の意向は分かりました。ですが、そのゼロに限りなく近い可能性のために、状況を悪化させたくないんです」

「だったら、違い約やく金きんを払ってもらおう」

「まぁ、それは仕方がないでしょう。達成の際に払われる報酬の半分を――」

「そういうことではない」

「はい？　それでは、どういうことなのですか？」

「私の目的は、強い人間と戦ってその戦い方を吸収し、より強くなることだ。金などに興味はない」

「そうですか」

「だから、領主殿には私と戦って欲しい」

「……はい？」

「領主と言えばこの領地のトップだ。つまり、一番強い人間だ」

「いえ、そういうわけでは……」

「ならば、いざ尋じん常じように勝負だ」

「ああ、分かりました。貴女、馬ば鹿かなんですね？　知っているとは思いますが、私は領主ですよ。私に怪け我がの一つでもさせようものなら、領民が黙だまっていないでしょうね。このイプセン領から逃げることが出来たとしても、手配はウェストボーン中に届くでしょう」

「そんなことで私が怯むとでも……」

「勿論、ウェストボーン中のギルドから登録が抹まつ消しようされることになるでしょうから、今後はモンスターを狩かったとしても報ほう奨しよう金きんが出ることは無いでしょう。ウチのギルドには他国にも影えい響きよう力りよくがありますから、他国に逃げても無駄です。今後貴女は、『刃は物ものを持ち歩いている危ない人』という扱あつかいをずっとされることになります」

「う……。も、問題ない」

「ハンターとしての身分も取り上げられます。その仕事に誇ほこりがあるのではないですか？」

「誇りなど、強くなるためならゴミ箱に詰つめて投げ捨ててやろう」

「貴女のご家族にも迷めい惑わくがかかるでしょうね」

「家族は私のことをもう諦めている！　問題ない！」

「そ、そうですか」

　どう考えても問題あるのだが、これ以上言っても無駄だとナツメは判断する。

「それではこれ以上言うことはありません。相手をして差し上げましょう」

「本当か？」

「ええ、本当ですよ。ただし、貴女が負けたら邪魔族が作った強制力を伴ともなう契けい約やく書しよを使って、私からの命令権を受け入れてもらいます」

「いいだろう」

「それでは、こちらにも用事と用意がありますので、二時間後に訓練場で一いつ騎き打うちと行きましょう。それまでは部屋を用意しますので、そこで待機していてください」

「うむ！」

「命令権についても、契約書を作成しておきますので、決けつ闘とうまでにその契約書の内容を確かく認にんの上サインをしておいて下さい」

　ナツメは部下に命令し、応接室にハンターを案内させた。

　執務室には、ナツメとカクシの二人が残った。

「本当にやる気？」

「ええ、まぁ」

「あれに勝てる？」

「まず無理ですね。そういうわけですので、作戦を考えてください」

「作戦って……」

「勿論、出来ますよね？　まずは小手調べです」

「……分かった。それじゃあ、あの鎧女について分かることがあったら教えて」

「彼かの女じよは見ての通りのハンターですね。名前も職業もハンターというのは珍めずらしい気もしますが、よその領地にそういう家系があるというのを聞いたことがあります。危険なモンスターを退治するのを専門としている人たちですね。さて、ハンターの戦い方には二種類あります。一つは徹てつ底てい的てきに防ぼう御ぎよを固めて、敵の攻撃を受け止めつつチクチクと攻撃をするタイプ。もう一つは、軽装で動き回ってモンスターの攻撃をよけつつ、モンスターにチクチクと攻撃をするタイプです。もっとも、後者を選ぶ人はほとんどいません。そもそも、人間がモンスターの俊しゆん敏びんな動きについていくことなんて出来ないんですから、攻撃はくらうという前提で装備を固めるのが基本ですね」

「あの鎧女もそうなの？」

「ええ、そうです。重厚な鎧で身を固め、モンスターとガチのタイマンをはるという漢気あふれる戦い方をしている方のようですね。おそらく、素人しろうとの剣など通らないでしょう」

「だったら、話は簡単だ」

「何か思いついたんですね？」

「うん。それじゃあ、まともじゃない作戦を授さずけよう」
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　二時間後、ナツメとハンターは訓練場で対たい峙じしていた。

　ハンターは重厚な鎧を着込んで、大剣を前に構えている。

　対して、ナツメは執務室にいたときと変わらぬ服装だ。違ちがう所と言えば、その手に杖つえを持っている程度。大剣で攻撃されようものなら、真っ二つにされてしまいかねないような軽装だ。

「さて、ハンターさん。お待たせしました。それでは始めましょうか」

　そう言って、ナツメは指揮棒のような小さな杖を構える。

　こういった杖は、一部の邪じや魔ま族が魔ま法ほうを使う際に使用することがある。様々な加工を加えることで、一部の魔法を使用する際の補助具とするのだ。だが、ナツメが持っているのは安物のレプリカだった。実戦においては何の役にも立たないただの棒でしかない。

　だが、それを知らない相手に対しては――。

「成なる程ほど。領主ともあろう方であれば何かあると思っていたが、邪魔族であったか。やはり私の目に狂くるいはなかった」

「降参するなら今のうちですよ」

「するわけが無い。では、参る！」

　ハンターが駆け出す。

　魔法を使う者と戦う際は、どれだけ距きよ離りを詰めることが出来るかが重要だ。そのためにはスピードが命となる。最短距離を最速の速度で突っ込む。それが重装備の剣けん士しが取るべき行動のセオリーであった。

　だからこそ、カクシは杖を武器として選んだ。

　ナツメがただの人間族であるということを知らないハンターならば、杖を持って決闘に挑いどむナツメのことを邪魔族であると判断するのは当然だ。そして、剣士が邪魔族に挑む際のセオリーがあるというのなら、相手の行動を予想し、操あやつることが出来る。

「ふもっ!?」

　結果として、ハンターはあっけなく、落とし穴に落ちていった。

　それもただの落とし穴ではない。穴の中には水が入っており、その水は容よう赦しやなく重厚な鎧の隙すき間まから内部に入り込んでくる。ハンターは身動きが取れなくなって溺おぼれかけていた。

　ナツメはしゃがんで、ハンターの落ちた穴を覗き込む。

「ふがっ、ちょっ、助け――」

「まさかここまでうまく嵌はまるとは……」

「たすけっ」

「ふむふむ、解説が欲しいというわけですね？」

「違っ!?」

「いいでしょう、お答えしましょう」

「いや、いらない！　から！」

「貴女は防ぼう御ぎよ力りよく重視のハンターです。ですが、その重厚な鎧でも魔法を避けることは出来ません。だから、貴女は魔法を使う者に対しては即そく座ざに距離を詰めに来る。カクシ君はそう予想しました。だから、そのルートに落とし穴を用意したんです」

「このっ、卑ひ怯きよう者もの――」

「卑怯は勝者のほめ言葉ですよ。それと、文句はカクシ君に言ってくださいね。その重厚な鎧は水中ではただの重りにしかならないだろうから落とし穴を水で満たしておくというのもカクシ君のアイデアです」

「このっ」

「もっとも、体が痒かゆくなる薬を混ぜてみたのは私の悪戯いたずら心ですけどね」

「何だと!?」

「あと、研究用のスライムもお借りしてきて入れてみました」

「言われてっ、みればっ、ヌルヌルっ、する!?」

「早く上がったほうがいいですよ。すぐに洗い流さないと全身の痒みがしばらく取れなくなってしまいますから。まぁ、その前に溺れて死んでしまうかもしれませんが」

「ふまっ!?」

「助けを求めるのなら助けてあげないこともありません」

「助けっ――」

「《聞こえませんね》。もっとはっきり言ってください」

「助けてくれ！」

「言こと葉ば遣づかい」

「助けて！　くだ！　さい！」

「いいでしょう。でもどうやって助けましょうか。水に入ってしまったら私まで溺れかねませんし、そもそも私の力で引き上げることは難しいでしょう。ちょっと応援を呼んでくるので、そこでおとなしく待っていてください」

「そんなっ、無む茶ちやなっ!?」
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　ナツメが衛兵をつれてくるのに十分ほど。

　引き上げるのにロープが必要だという結論を得るのに更に十分。

　ロープを持ってくるまでに更に十分程度。

　結局、ハンターを助け出す準備が整うまでに三十分程度の時間を要すことになった。もっとも、本気でやれば三分もかからなかったのだが、そのあたりはナツメの悪戯心によるものである。

「いや、すみませんね。《準備をするのに手間取ってしまいまして》」

「早くっ、助けて――」

　ナツメは先が輪になったロープを穴に投げ入れる。ハンターがそれを掴つかむと、ナツメの部下が五人がかりでロープを引っ張り、ハンターを穴から引きずり出した。助け出されたハンターはよろよろと立ち上がると、鎧を脱ぬいでから自力でスライムを引き剥はがした。そして、苦くるし紛まぎれにナツメにスライムを投げつけてから、ナツメの部下に案内されて庁舎の浴室へと向かった。

　さて、その浴室であるが、使っている水は川から汲くんできたものをろ過し、それをタンクにためたものである。タンクは屋上に設置されており、パイプを通してそれを庁舎全体へと巡めぐらせている。浴室へと続くパイプもその一部であり、その一部は建物の外にむき出しになっている。

　そのむき出しとなっているパイプの側に、一人の邪魔族がいた。

　彼かれの名前は目め崎ざきノリスケ。

　五ご代だいが言っていた最初に意識を保ったまま帰還した人間だ。北のイシュタル国にいたが、追放されてウェストボーン王国まで辿たどり着つき、今はこのイプセン領で小さな店を開いていた。

　ナツメはハンターが救出されるまでの三十分間に、彼を庁舎へと呼び寄せていた。そして、件くだんのパイプを魔法によって冷やすよう依い頼らいをしていた。ノリスケは魔法の存在意義に大きな疑問を抱かかえることになったが、ナツメの依頼通りに魔法を使っていた。

　その結果として、浴室からはハンターの悲鳴が聞こえて来た。

「うわっ、冷たっ、でもヌルヌルが！　痒みが！　でも冷たいっ！　このっ！　ちょっと、領主殿！　領主殿ー！　何だか水が冷たいというか、所々凍こおっているようなのだが！」

「《気のせいです》。お気になさらず」

「気のせいの訳があるか!?　石造りの床ゆかが半はん端ぱなく冷えているのだが！　だんだん浴室全体も冷えてきて――」

「我が慢まんして下さい。あと、ハンターさんの服は今全すべて洗せん濯たく屋に預けましたので、着き替がえが来るまでしばらく待っていてくださいね」

「そんな馬鹿な!?　服がない分、雪山を越こえたときよりも寒いぞ！」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。三時間もすれば貴女の服はきれいさっぱりクリーニングされて戻ってきますから」

「三時間も耐たえろと言うのか!?」
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　そして三時間後――。

　結局、クリーニングは間に合わず、ハンターには役場にあった簡易な着替えが与あたえられた。厚手で全身を覆えるような大きめのもので、袖そで口ぐちからはハンターの指先だけが出ていた。それを着たハンターは、少しの間寒さに身を震ふるわせていたが、すぐに調子を取り戻した。だが、違い和わ感かんがあるらしく、しきりに自らの服を引っ張ったりしている。

「どうかしましたか？」

「何というか、服が軽くて落ち着かないな」

「何ですかそれ？」

「これまでずっと鎧を着ていたからな。このような軽い服だと、何やら落ち着かないというか、気き恥はずかしいというか……。言うなれば、全ぜん裸らで過ごしているような気分になる」

「割と厚手のものなんですけどね。それに、それならそれで良かったじゃないですか。堂々と変態露ろ出しゆつ性せい癖へきを満足させてください」

「私にそのような趣味はない！」

「まぁ、どうでもいいです。それよりも、話を進めても構いませんか？」

「うむ。だが、その前に一つだけ伺うかがいたい」

「何でしょう？」

「領主殿は一体どうやって魔ま法ほうを習得したのだ？　邪魔族であっても、遥はるか北にあるパラなんとかで修しゆ行ぎようしなければ魔法は使えないと聞いたことがあるのだが」

「《通信教育です》」

「通信教育か……」

「いえ、冗じよう談だんですよ。最近はそういうのもあるようですが、そもそも、パルケルススで学ばなくても魔法腕うで輪わと魔ま力りよくさえあれば魔法は使えます。私達人間族は魔力がほとんどないからどうにもできませんけどね」

「人間族？」

「ああ、そうそう。私は邪魔族ではありません。この杖はただの飾かざりです」

「まさか!?　そんな条件で私と戦ったというのか……」

「ええ、そうですよ。そんなどうでもいいことはさておき、貴女あなたはこれから私の命令に逆らえなくなりました。それは分かっていますね？」

「まぁ、仕方があるまい。それでは、命令を。憎にくき『ハーフ＆ハーフ』の連中を蹴散らせとご命令ください」

　ハンターはそう言うと、片かた膝ひざをついて頭を下げた。

　その佇たたずまいは、まるで王に忠誠を誓ちかう騎き士しのようだったが――。

「命令。受けた依頼をキャンセルし、後は何もしないで下さい」

「ええっ!?」

「ぶっちゃけた話、貴女は完全なイレギュラーです。別にいてもいなくても変わらない登場人物です。むしろいないほうが良かったとさえいえます。そういうわけですので、とりあえず待機していてください。どうしてもというのなら、この庁舎の掃そう除じでもしていてください」

「そんな雑用を……」

「埃ほこりをゴミ箱に詰めて投げ捨ててください」

「うう……」

「大体、ハーフ＆ハーフと戦いたいのであれば、ギルドなど通さないで直接行ってしまえばよかったのではないですか？」

「いや、彼らには断られた」

「……はい？」

「とりあえず団長と戦わせて欲ほしいといったら、危ない人間を見るような目で私を見るようになって、よってたかって私を追い払おうとしたのだ。私も必死に抵てい抗こうしたが、あの数に押し切られてしまい、一度は撤てつ退たいした。その後、鎧を強化したこともあり、追い掛け回したりもしたのだが、国を超えたレベルで迷子になったりしていたのだ。最終的に山を越こえて北のイシュタル国までたどり着いてしまい、そこからは船で戻って来た」

「なんと……」

「あの依頼を受ければ対決の場をセッティングしてもらえるものと思っていたが……。もしかして、違うのか？」

「……この人、予想を遥かに超える馬鹿でした」

「それじゃあ、どこにいるのかも分からないのか？」

「いえ、居場所と人数などについては以前ギルドに依頼を出して調査してもらいました。ですが、ハンターさんが望むような対決の場は用意できません。ある程度策を用意して取り組む必要があります」

　だからこそ、ナツメはカクシに事態の収しゆう拾しゆうを依頼したのだ。

　武力ではなく、知力でもなく、小こ賢ざかしさで対たい抗こうする。

　ナツメは、カクシにならそれが出来ると信じていた。

「さて、それではようやく私たちのターンです。カクシ君、お願いしますね」







幕間２　翻訳指輪物語 旅のお供
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　ハンターがナツメからの依頼をキャンセルした後、カクシはギルドで正式にその依頼を受注した。ハーフ＆ハーフを騙す方法については、既すでに素案が頭の中に出来上がりつつあった。その素案を実行に移すにあたり、いくつか確認しておく必要のある事じ項こうがあった。

　その確認のため、隠かくれ山やまカクシはナツメのいる執しつ務む室しつに向かっていた。既に遅おそい時間ではあるが、執務室のドアからは明かりが漏もれている。カクシがドアをノックすると、ナツメの返事が聞こえて来た。

「はいはい、どなたですか？」

「隠山だけど」

「ああ、何だ。カクシ君ですか」

　鍵かぎを開ける音がし、執務室の中からナツメが現れた。

　上下ともに灰色のスウェットのような緊きん張ちよう感の欠かけ片らもない服装だった。

　机の上にはランプが置かれており、山積みとなった書類を照らしていた。

「何だ、仕事中？」

「ああ、そうですね。昼間はどうもやる気が湧わかないので、夜になってから本気を出すことにしているんです。とはいっても、上がって来た書類に判子を押すだけの簡単なお仕事ですけどね。それより、どうかしましたか？」

「ああ、ハーフ＆ハーフの件なんだけど、一応策を考えたから報告に来たんだ」

「聞かせてもらいましょう」

「その前に、確認させて。ぼくの考えた作戦には、その『契約書』が必要となるんだけど、それは一体どういうものなの？」

「ああ、これですか？　これは邪魔族が作製する魔力のこもった紙です。コレに契約内容を書いた上、記名することによってその内容を強制的に執行させる魔法が契約者にかけられることとなっているんです。非常に便利なのですが、一枚一万ゴルという高額商品なので、並の商人が使うことはほとんどありません」

「使い方は？」

「契約内容を書き入れた上で、当事者が署名するだけです」

「契約の内容は自由に決められるの？」

「その通りです。ちなみに、この『赤い本』も絶対命令権の付ふ与よ以外を賭けることが出来るんですよ。契約書と『赤い本』の違いは、ゲームを挟むかどうかということ程度ですね。まぁ、そこがとても大きいわけですが」

「その『赤い本』も邪魔族が作ったの？」

「いえ、これは『遺物』らしいです。かつてこの大陸に存在した古代文明において作られたもので、世界に七冊しか存在しないと言われている超レア物だと聞いています」

「へぇ。これがね……」

　カクシは『赤い本』を手に取って観察する。

　だが、特にこれといった発見はなかった。

「まぁ、いいや。今回の計画で使うのは契約書の方だし。一応聞いておくけど、契約書の効力は誰だれにでも及ぶんだよね？　ハーフエルフには通用しないなんてことはない？」

「基本的には、誰にでも及びます。邪魔族の中でも優ゆう秀しゆうな人にしか作れない特別な魔道具ですから。ああ、そうそう。邪魔族といえば、このイプセン領内にも一人いるんですよ」

「そうなの？」

「はい。今は私の御用聞きをしながら、領内で店を構えています。さっきハンターさんとの勝負で使った強制力のある契約書も、彼の店で買ったものです。あまり流通しないものなのですが、イシュタル国の偉い人を通して秘密裏に仕入れてもらっています。あと、邪魔族のフルフル先生が書いた小説の生原稿も持ってきてもらいました」

「こっちの言葉が読めるの？」

「このためだけに勉強しましたから。まぁ、そういうわけですので、私も邪魔族について詳しく知っているわけではありません。しかも、ここに来ている邪魔族は『適性あり』の異い邦ほう人じんですから」

「そんなのがいるんだ」

「ええ、いますとも。その人に聞いたのですが、邪魔族にはおかしな性格の人が多いらしいです。大半が少しナルシスト入っているらしくて、ハリ○タでいうところのスリザ○ンに組分けられるタイプばかりだそうです」

「種族全体でそんな感じなのか……」

「でも『穢けがれた血』とか言われると喜んじゃうタイプらしいです」

「面倒な人たち！」

「邪魔族という名前も邪よこしまな魔族と捉とらえて気に入っているそうです。世間からは邪魔な種族として扱われることが多いらしいですけど」

「ああ、うん」

「ちなみに、睡すい眠みん時間が少ないのを得意げに語る人が多いとか」

「なんだか、その人達のこと理解できそうな気がしてきた」

「それと、今カクシ君がつけている翻訳指輪。かつては精せい霊れい族と人間が一対一で契約していたのですが、今ではほぼ全てを邪魔族のギルドが一括して契約・管理する事になっています」

「翻訳指輪？　ああ、これか」

「その指輪に精霊が入っているんですよ。以前は使用者から魔力を吸い取っていたのですが、邪魔族が管理するようになってからは邪魔族のギルドとの間のリース契約になっています。そのため、魔力負担はなくなりましたが、金銭的な負担があります」

「そういえばニンフ族の族長が言っていたような気がする。何でもストライキがあったとか」

「ああ、あのときは大変でした。正規の翻訳指輪が使えなくなったので、あまり質のよくない精霊族と暫ざん定てい的てきに契約して何とか凌しのごうとしていたのですが、いい加減な翻訳で意思疎通が全然出来なくなってしまいました。ちなみに、当時のまがい物の指輪がここにありますけど、使ってみますか？」

「うん」

「それじゃあ、とりあえずアニーさんのところにでも行ってみましょう」
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「やぁやぁ、ようこそいらっしゃってやがりましたか」

　部屋から出てきたアニーの最初の発言は、カクシにはこのように聞こえていた。勿論、アニー自身は普ふ通つうの言葉を話しているのだが、まがい物の翻訳指輪を使うことで、このようなめちゃくちゃな翻訳がされたのだ。

「小鳥がスライムを丸呑みしたような顔をしてどうしましたか？　この人間」

「アニーさんは何を言っているの？」

「ご冗談はよしてくださいよ。大きなことがあるかもよです」

「ああ、そう」

「どうしてお笑いをしていますか？」

「お笑いって……」

「ていうか、ユーたちは言葉が愉快よ」

「それはアニーさんだよ！」

　思わず、カクシがツッコミを入れる。

　だが、その隣となりでナツメが即座に訂正をした。

「いえ、カクシ君。アニーさんはまともに話していますよ。ただ、その指輪がまがいものだからおかしな翻訳がされているだけです」

「ああ、そうだった」

「どういたした？　指輪が破は壊かいか？」

「ギリギリ伝わらなくもないけど、色々と誤解が生まれそうだな」

「そうですね。誤訳だらけでまともに意思疎通が出来なかったから、異邦人たちは指輪を外して異邦人だけで集まるようになったんです。ここではありませんが、別の領地には異邦人ギルドというものも出来たようですよ」

　それを聞いて、カクシは指輪を外す。

「もういいのですか？」

「うん。少し面白くはあったけど、アニーさんが馬鹿でも見るような顔でぼくを見るのが非常に気に入らない。アニーさんのくせに生意気な」

「確かに、アニーさんのくせに生意気ですね」

「カグムイヌ、サイエイヌ、モー」

「さて、それじゃあ執務室にもどろうか」

「そうですね。そろそろハーフ＆ハーフに対する作戦を考えてもらわないといけません」

「マイモッチ、キウテオム、マー」

「何を言っているのかな？」

「あんた達たちの言っている事は気合を入れれば理解できるって言ってるのよ！」

「「アニーさんがしゃべった!?」」

「日本でも日本語を話していたでしょ！　ナツメに教わった――というより、強制的に覚えさせられたのよ！　絶対命令権を使って！」

「そういえばそうでしたね」

「さっきは、いきなり翻訳指輪を外したから分からなかっただけ。言っておくけど、言葉の面においては私はあんた達よりも相当優秀なんだからね」

　アニーは胸を張る。

「そうでしたね。それは失礼しました」

「ナツメ、やけに素す直なおじゃない」

「確かに、言語について考えればアニーさんのほうが上になっているという事は事実です。それは認めざるを得ません。そして、上の人に対してはそれなりに敬意を払う必要があります」

「そ、そう？　なんだか、悪い気はしないわね？」

「ところでアニーさん。もしもアニーさんが日本語を奇麗さっぱり忘れてしまった場合は、アニーさんは私の上という地位を失うことになりますよね？」

「え、ええ……」

「とても頑張って覚えた日本語ですが、絶対命令権で『忘れろ』と命令したらどうなると思いますか？」

「すいまっせんでした～～！」

　アニーは平身低頭謝罪した。

「謝る事はありませんよ。貴女は一つも悪い事なんてしていないのですから。ただ、個人的にアニーさんに対して敬意とか払いたくないだけです」

「いりません！　敬意とかいりませんから！」

「そうですか？」

「そうです！」

「上だと思う必要は？」

「ありません！」

「では、止めておきましょう」







第５章　プライドと変態とスライム







１




　翌日、カクシは対ハーフ＆ハーフ用の作戦を提示し、その承認を得た。

　領主執務室にはナツメとカクシのほかに、アニーとノースと佐さ藤とう、そして何な故ぜかハンターが集まっている。

「この作戦を実行に移せるのはカクシ君だけですね」

「いや、他にもいるよね」

「そもそも、この条件をハーフ＆ハーフに飲ませるための話術がどうしても必要になります。それに、絶対命令権を使って命令でもしなきゃ、こんなことやってくれる人なんていないでしょう？」

　ナツメは半笑いで言う。

　そんなナツメの言葉にハンターが割り込んだ。

「私ならやっても構わないが？」

「いえ、結構です」

「何故!?」

「自分の胸に――いえ、自分の頭に聞いてみてください」

「あんまりな言い方だ！」

「というか、何故ここにいるのですか？　命令します、部屋を出て行ってください。それと命令追加、一階の控室に行って、そこから出てこないでください」

「そんな！　私も参加したい！」

　そう言いつつ、ハンターは命令通り部屋を出て行った。

「さて、邪魔者が一名減ったことですし、話を進めましょう。カクシ君の作戦の肝きもは単身ハーフ＆ハーフの本拠地に突っ込んでいって、いかに殺されずに戻もどるかということですが――ここは思い切ってノーガード戦法をしてみてはどうかと思うんです」

「ノーガード？」

「装備を固めたところで多勢に無勢ですから、いっそのこと防御を捨てて敵意が無いことを示すんです。一応、保険も用意しておきますが」

「保険？」

「このペンダントです。ハーフ＆ハーフが狙っている『領主の証あかし』。これを装備していってもらいます。このペンダントは特とく殊しゆな性質を持っていまして、所有者の同意なしに奪ったりする事が出来なくなっているんです」

「所有者が死んだ場合は？」

「もしも、着けている所有者が死んだら消滅してしまいます。だから、一撃でも危害を加えられるようであれば即死してしまうような状態にしておいたほうがいいんです」

「成程。いいアイデアだと思うよ。ぼくがやるんじゃなければ」

「では、防御力を下げるための装備を考えましょう」

「ん？」

「その『奴ど隷れいの服』は多少ですがカクシ君の防御力を上げてしまっています。代わりにこのイプセン領に代々伝わる呪われしアイテム『真っ黒なブーメランパンツ』を装備してください」

「断る」

「でしたら呪われしアイテムその２『ばっちいブーメランパンツ』もありますけれど」

「そういう問題じゃないよ！　大体なんでそんなものが代々伝わっているの！　伝え始めた馬ば鹿かはどこにいる!?」

「お墓の中では？」

　悪びれる様子もなく言うナツメにカクシは呆れるしかなかった。

　だが、すぐに呆れる余よ裕ゆうもなくなる。

「命令します。その『真っ黒なブーメランパンツ』を身に着けてください。勿論、他の服は脱いでくださいね」

「なっ!?」

　抵抗しようとはするものの、カクシの体は勝手に服を脱ぎ始めた。

　その場にいた女性陣は、目を手で覆った。だが、指の間に作られた緩めの隙間からその様子をしっかりと見ていた。淑女としての嗜たしなみとお約束である。なお、ノースだけは臆することなく、堂々とその様子を見ていた。

　カクシは仕方なく、机の陰で即座に着替えを済ませた。女性陣は、その行動に舌打ちしたうえで、腕を組みながらカクシの姿を隅々まで凝視していた。完全なる悪ノリである。

　それでもまだ、カクシはナツメたちを説得できると思っていた。ここには佐藤という公務員がいる。きっと彼かの女じよなら常識的な判断を下してくれるに違いない。そう考え、カクシは佐藤に助けを求める。

「佐藤さんからも何か言ってやって下さいよ」

「ナツメさん、いくらなんでもこの格好は駄だ目めでしょう」

「そうですか？」

「日本人たるもの、いかなるときでもネクタイを締めておくのが礼儀というもの。クールビズなんて知ったことではないわ。そういうわけだから、相手方のトップたるエーヌ・ポーに書簡を渡わたしに行く以上、この『社畜のネクタイ』は絶対に必要よ」

　そう言って、佐藤は赤ネクタイを取り出した。

「何でそんなものを持っているんですか！」

「何となく」

「あと、その手に持ったカメラは何ですか!?」

「勿論、報告用よ。このカメラマンという職業だけは、撮とったばかりの写真を日本に送ることができるのよ。だから、あちらにある写真――少なくとも、広報に使われていたものについては、全て私が撮影したものなの。つまり、君のあられもない姿に日本中が注目するということも――」

「絶対に嫌いやです」

「絶対に？」

「はい。絶対に」

　佐藤はナツメに目配せする。

　ナツメは半笑いをさらに意地の悪いものに変え、深く頷うなずいた。

「カクシ君。命令します。そのネクタイ、装備してください」

「どうしてこんなときだけ仲がいいの!?」

　叫さけび声をあげるカクシ。必死に抵抗しながらも、両手が勝手にネクタイを締め始める。

　そんな彼を、ニンフ族の族長ノースは冷静に観察していた。

「貴様たちはふざけているのか？」

「そんな気持ちがないといえば嘘うそになる程度には」

　ナツメの返答に、ノースはため息をつく。

「隠かくれ山やまカクシよ」

「そんな哀れむような目で見ないでください……」

「実際に哀れんでいるのだからしかたがあるまい。それよりも、私がその状じよう況きようからお前を助け出してやろう」

「本当ですか!?」

「ああ、これを着けろ」

「……これは？」

「ニンフ族に古くから伝わる『魅惑のマスク』だ。貸してやろう」

「変態度が倍増するでしょうが！」

「だが、顔が隠れていればどうということはあるまい？」

「そういう問題でもないんですよ！」

「もしかして、嫌なのか？」

「嫌です」

「絶対に？」

「絶対に！」

　族長はナツメを見る。

「あー、はいはい。では、命令します。それを着けてください」
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「命令します。『ハーフ＆ハーフ』との交渉が終わるまで、その格好でいてください」

「うっ……」

　騒そう動どうが始まってから五分後。数々の変態グッズを身に着けるように命令されたカクシは、脱いではいけないという命令をされていないことを根こん拠きよに必死の抵抗を続けていたが、それに気づいたナツメは唯一の逃にげ道も命令によって塞ふさいでしまった。

　これにより、このイプセン領において変態仮面とも言うべき男が誕生した。カクシは最早抵抗する気力もなく、部屋の隅っこで膝ひざを抱えて座すわっていた。その背後では、佐藤がカメラを持ってスタンバイしている。

「完成しましたね。随ずい分ぶんと手こずらせてくれたものです」

「これは酷ひどい」

　あまりに酷い姿にアニーから言葉が漏れた。

　そのアニーの言葉に、カクシは振ふり向いて文句をつける。

「アニーさんにだけは言われたくないよ！　大体、アニーさんの格好だって酷かったよ！　公園で見つけた時は完全に露ろ出しゆつ狂きようだったから！」

「あ、あれは仕方がなかったのよ！　幻げん惑わく能力を使うためにどうしても必要だったの！」

　アニーは焦りながら叫んだ。

　その叫びに族長であるノースが反応した。

「アニーよ、どういうことだ？」

「あのニンフ族に伝わる衣装の事です。あの衣装には幻惑能力を増幅する作用があるんですよね？」

「ああ、ある」

「だったら、幻惑能力を使うときは、あの服を着ていないといけないですよね？」

「そうだな」

「だったら、あの格好を披ひ露ろうするしかないじゃないですか」

「うん？」

　ノースは怪け訝げんな顔をする。

　その様子を見たアニーは、恐おそる恐る尋たずねた。

「え、何か違ちがいました？」

「いや、別にアレ以外の服を着てはいけないというわけではないぞ」

「……はい？」

「恥ずかしいのであれば、その上から別の服を着ればよいではないか」

「え？　それって大丈夫なんですか？」

「当然だ。むしろ、何故上に別の服を着たら効力がなくなると思ったのだ？」

「うっわ～。やっちゃった～」

　アニーはしゃがみこむと、両手で頭を抱えた。そして、悲痛なうめき声を上げ始めた。

　嫌々ながらも、実はやらなくてもいい服装をしていた。これでは、ただの痴女ではないか。

　そして、カクシに視線をやり――。

「カクシ、ごめんね。私が悪かったわ」

「同類を見るような目を向けないで！」

「似たようなものじゃない。まさか、重ね着しても大丈夫だったなんて……。私はもう、カクシのことを笑えない身になってしまったわ」

「それならそれでいいんだけど」

「ぷぷっ」

「……」

「いや、悪気はないのよ。ただ、ちょっと油断しちゃって――」

「命令、今すぐへろへろ踊りを踊って」

「ふんむむむ……」

　必死に抵抗するアニー。

　だが、体が勝手に動いてしまい、アニーは一人で奇き妙みような動きを始めた。

「それじゃあ、カクシ君。次は君が出撃する番ですね」

「……は？」

「ですから、次はカクシ君がその格好で大平原を駆け抜ける番です。ちなみに、その状態だとスライムの攻こう撃げきでも割とダメージを受けると思いますので、注意してください」

「一応聞いておくけど、死んだりはしないよね？」

「死ぬことはないでしょうが、とても痛いはずですよ。野生のスライムは割と強めの酸性物質で出来ていますから、体当たりを受けるとヤケドしかねません。防具があっても隙すき間まから入り込んでくる厄やつ介かいなモンスターですから、気をつけてくださいね」

「そうか」

「ま、今回は防具なんてないんですけどね。ぷぷ～」

「後で覚えてろよ……」

「でも、実際問題、他のモンスターに襲おそわれたらひとたまりもないですよね」

「それ、致ち命めい的てきだよな！」

「そうですね。でしたら、護衛をつけることにしましょう。大人数で行ったらハーフ＆ハーフに警けい戒かいされてしまうでしょうから、護衛の数は少ないほうがいいですね。しかし、ペンダントを持っていない護衛さんは、ハーフ＆ハーフの人たちに殺されてしまう危険がありますから、誰かに頼たのむというわけにも……あれ？」
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「何かな、その『あれ？』というのは？　いや、大体予想はついたけど、アレだけはやめてくれない？」

「そうは言いますがカクシ君。アレは頭の出来はともかく、戦力としてはそこそこ貴重です。元々ハーフ＆ハーフに単騎で特攻をかけようとしていた人ですから、ハーフ＆ハーフのメンバーなんて恐れたりはしないでしょう。この辺のモンスターなんて相手にもなりません」

「いや、でも頭の出来の時点でアレを護衛にするのはどうかと思うんだけど」

「この際贅ぜい沢たくは言ってられません。アレで我が慢まんしてください」
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　そして一時間後――。

　カクシは『頭の悪い例のアレ』ことハンターと共にイプセン平原へと送り出されていた。

「ハンターさん。悪いことは言わないから、今からでもイプセン領に戻らない？」

「お断りだ。私はカクシ殿どのを無事にハーフ＆ハーフのところまで送り届けるよう、領主殿に言いつかっている。ここで取って返すようなまねをするのは、信義に悖もとる」

「二人の間に信義なんてないから！」

「そんなことはない！　私と領主殿は一いつ騎き打うちの末に信しん頼らい関係で結ばれたのだ！」

「どこをどうすればそういう結論に達することが出来るの！　いや、それはもういい。だったら、その鎧よろい。その鎧だけでも貸してくれないか？」

「断る！　大体、お前は絶対命令権とやらでハーフ＆ハーフとの交渉が終わるまでその格好で過ごさなくてはならないのだろう？　鎧を貸したところで装備はできまい」

「そうだった……」

「だから、今のお前に出来ることは私の後ろにこそこそと隠れることだけだ。決して前に出ようとはするなよ」

「後ろからモンスターが来たらどうする？」

「ああ、言い方が悪かったな。どこから来ようと、お前の前に出て剣けんなり盾なりにはなってやる。今のは『私の視界に入るな』という意味だったのだ。正直、その格好の人間を見て平静を保っていられる自信がない。少しでも見たら笑い死にしそうだ」

「好きでやってるんじゃないから！」

「分かっている。だから笑えるのであろう？　全く、そのような格好をしてよく平然と歩いていられるものだな。私なら、羞恥の余り世間に顔向け出来ずに引きこもってしまうだろう。それをやらされたのが私ではなくて心底安心している。そういう意味では、私はお前を尊敬しているぞ」

「……ハンターさん、フラグって言葉は知ってる？」

「知らんな！　まぁ、そんなことはどうでもいい。私が今すべきことは、お前の護衛だ。それ以外はとりあえず気にするべきではないだろう」

　ここまでの間、ハンターは己の職務を全まつとうしていた。襲ってくるモンスターは全すべて撃げき退たいし、危険なモンスターを見つけたら気づかれないように迂回する。

　さすがは専門家といったところだろう。

　だが、今度現れたモンスターには、ハンターも固まってしまった。

　そこにいたのはスライムの群れ。それも十や二十どころではない。すべて数えれば百を超えそうな数の群れが、平原を移動している。

「避けて通れないことは無いかもしれないけど、やっぱり危ないな。ハンターさん、ちょっと全部倒してきてくれない？」

　ハンターからの返事は無かった。

　見ると、ハンターはスライムの群れを凝視しながら硬直している。

　気のせいか、少し震えているようにも見えた。

「どうしたの？　ハンターさんならスライムくらい楽勝だよね？」

「今分かったことがある」

「何？」

「領主殿と戦ってからというもの、ああいうプルプルしたものが異様に怖くなってしまった。鎧の隙間から入り込んできそうな感じにすさまじい嫌けん悪おを感じている。そういうわけだから、逃げてもいいか？」

「ハンターさんが逃げたら、誰がぼくを守るの!?」

「大だい丈じよう夫ぶだ。ここから少し行ったところにテントらしきものを目視で確かく認にんした。あそこまで走ればハーフ＆ハーフの連中が助けてくれるだろう。それでは、幸運を祈る！」

　そう言い残し、ハンターはすたこらさっさと逃げていった。

　スライムに追われたカクシは、やっとのことで見つけ出したハーフ＆ハーフのメンバーらしきものを見つけると、助けを求めた。
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　ハーフ＆ハーフは盗とう賊ぞく団だ。

　そこに属する者は言うまでもなく盗賊であり、ありとあらゆる手を使って他人から財産を奪うことを生業としている者たちばかり。故に、彼かれらは獲物を見つけたらそれを逃すことはしない。襲えるものは襲う。奪えるものは奪う。それが彼らの生きる道だった。

　だからこそ、テントから五百メートル程度はなれた場所で見張りをしていた男は悩んでいた。目の前に突とつ然ぜん無防備な人間が現れたのだ。しかも、自分に保護を求めている。通常であれば、そんな要よう請せいは無視して所有物を全て奪うところだ。

　だが、半はん裸らの変態から何を奪おうというのか。肌はだに貼りついた赤ネクタイか、薄汚れたブーメランパンツか、変態じみた仮面か、汗あせまみれのペンダントか。むしろ奪ってしまったらマイナスになるのではないか。その考えが、彼の動きを止めた。

　男はとりあえず、対スライム用の粉末を地面にまいた。これに触ふれたスライムは、体の水分を奪うばわれて身動きが取れなくなり、数日かけてゆっくりと死に至るという便利グッズだ。スライムの群れはそれを察知して男から離はなれていった。

　残る問題はあと一つ。

　この汗まみれの変態仮面男をどう処理すればいいのか。

　彼が今まで経験したことのない難問だった。







　ハーフ＆ハーフのテントでは、イプセン領侵しん略りやくのための会議が開かれていた。

　これまで彼らは流通の阻害を行ってきた。だが、それだけでは決定打にはならない。領主の地位を譲らせるためには、もっと決定的な手段が必要となる。その手段について話し合っていたのだが、部下からの報告によってその会議は中断された。

「報告いたします。イプセン領からの使者と名乗る者が現れました」

「そうか。それでは、ここまで連れてきてくれ」

「はい、ですが……」

「どうした？　何か問題でも？」

「あの、ニーヴ様は席をはずされたほうが……」

　男は気まずげに言う。

　ニーヴは特殊な立ち位置の人物である。それゆえに、ハーフ＆ハーフのメンバーからは多少距きよ離りを置かれた接し方をされていた。だが、そんな立場にあるからこそ、毅然とした態度を取り続けるべきだと彼女自身は考えていた。

「いいえ、所属しているわけではないにしても、私もこの『ハーフ＆ハーフ』の関係者です。使者が来たというのであれば、立ち会います。もしも武器を携けい帯たいしているようであれば、無力化してから通してください」

「いえ、その……」

「私が信用できないのであれば、力ずくで排はい除じよしていただいても構いませんよ」

　そう言い、ニーヴは忠告を拒きよ否ひした。それがどのような悲劇を生むかも知らずに。

　報告に来た者はしぶしぶ引き下がり、そして――ニーヴはイプセンより遣わされた『異物』を目の当たりにした。

　黒光りするブーメランパンツを穿はき、扇情的な赤いネクタイを首にかけ、顔には妖しいマスクをつけている変態そのもの――つまるところ、我らが隠山カクシがそこにいた。彼はニーヴの姿を確認するなり、一歩進み出る。

「な、なるほど。こちらの動どう揺ようを誘おうというのですね」

「いえ、ニーヴ様。彼の右手をご覧ください」

「右手？」

　ニーヴはカクシの右手の甲こうを見る。

　そこに現れたのは、異い邦ほう人じんたる証。そして、その証の意味するところは――。

「あの樹木をモチーフにした紋もん様よう――。まさか『ニンフの森』からやってきた異邦人だというのですか!?　あそこの紋様を持った異邦人は今まで確認されていなかったはずです！」

「おそらく、最近になってこの大陸に現れたか、今まで隠かくしていたか、そのどちらかでしょう」

「な、成なる程ほど。あの紋様はそれぞれ異邦人の特性に合わせたものが現れると聞きます。破は廉れん恥ちが服を着て、いえ、全ぜん裸らで走り回っているような存在と言われるニンフ族が住む『ニンフの森』の紋様を持った人間の適性というのは、その、つまり……」

　言いよどみつつ、ニーヴは納なつ得とくしてしまった。

　そう考えると、目の前の男の全てが汚らわしいものに見えた。

　スライムに追われて走った体は、汗にまみれてテッカテカ。

　マスクから覗く淀よどんだ眼光は、この世の全てをいやらしい視線で見ているかのよう。

　だが、ニーヴは自分に言い聞かせ、とりあえずの落ち着きを取り戻した。

「誰だれでもいいので、あれを駆除してください」

「ニーヴ様、よくご覧ください」

「嫌ですよ！　貴方あなたは私に恨みでもあるんですか!?　何であんなものをよくご覧にならなきゃいけないんですか！　あれなら死体でも見ていたほうがまだましです！」

「お気持ちは分かりますが、彼の胸部を見てください」

「胸部？」

　カクシの胸部には『領主の証』。

　ハーフ＆ハーフの狙うレアアイテムだ。

　そんなものを持てるのは、イプセン領の領主くらいのもの。

　ニーヴはカクシを指差した。




「貴方がナツメですね？」




　もう一度触れるが、領主のペンダントは原則として領主が持っているものである。

　それは領主としての地位と権威を証明するもの。

　決して他人に渡したりはしないもの。

　だからこそ、ハーフ＆ハーフも狙っているのだ。

　よって、このような勘かん違ちがいもごく当然のものということになる。たとえ、目の前の人間がただの変態にしか見えなくとも、『領主の証』を持っている者は領主である。ナツメが気軽に託した『領主の証』は、それほどの説得力を持つものといえる。

　そして当のカクシは――。




「……。……。……。……《はい、その通りです》」




　全力で乗っかっていった。

「その格好はどういうおつもりですか？」

「ぼくの身体能力では到底この包囲網は突破できません。しかし、ここで身み柄がらを押さえられてしまうのも避けたい。だから、ぼくを捕まえようとするとぼくが死ぬレベルまで防ぼう御ぎよ力りよくを落としたのです」

「貴方は……。命が惜しくないのですか？」

「勿論、命は惜しい。ですが、貴女あなたは殺さないでしょう。態わざ々わざ何日もかけて大人数でこのイプセンを取り囲んだのです。『うっかり殺してしまったので『領主の証』も消滅してしまいました』ということになってしまったら、お仲間の方々はどう思うでしょうね？」

「う……」

　ニーヴが言いよどむ。

　そんなニーヴの前に、立ちふさがるようにエーヌが現れた。

「ニーヴ。下がれ。彼はナツメではない」

「そうなのですか!?」

　カクシはエーヌに対して語り掛かける。

「貴方がエーヌ・ポーですね」

「その通りだ。タイミングから考えて、貴様はニンフ族が連れて来た奴隷であろう？」

「《はい、その通りです》」

「その様子だと、ナツメ・イプセンにでも買われたか。それで、態々来たのだから、俺おれに用があったのだろう。聞いてやるから話してみるがいい」

「では、お言葉に甘えてナツメからの伝言を伝えます。え～、我々イプセン領はこの度たび、犯罪者ギルドである『ハーフ＆ハーフ』に対して宣戦布告をいたします。つきましては、明日の十八時に、イプセン領内にて代表者同士の一騎打ちを行いたいと思います。そんな感じで、明日は領内に入れるようにしておくので、以下の条件に同意できる場合は、この『契けい約やく書しよ』にサインをお願いします」

　そう言って、カクシは手に持っていた契約書を渡した。その契約書には、既すでにナツメの署名が入っており、後はエーヌがサインすれば効力を発揮できる状態になっていた。




　１．一騎打ちは八月四日十八時に行う

　　　場所は聖メイプル広場。

　　　現地に現れなかった場合は不戦敗とする。

　　　ハーフ＆ハーフ全員がこの契約の当事者となるよう、全員の同意を得ておく。

　２．イプセン領の代表者が敗北した場合

　　　『領主の証』をハーフ＆ハーフに譲渡する。

　３．ハーフ＆ハーフの代表者が敗北した場合

　　　ハーフ＆ハーフの全てをナツメ・イプセンに渡す。

　　　なお、ハーフ＆ハーフの資産・人材の流出は認めない。




「成程。そちらはイプセン領そのものを賭ける覚かく悟ごということか」

「《ええ、その通りです》」

「こちらが負けた場合の条件にある『ハーフ＆ハーフの全て』とは？」

「文字通り全てです。人員・財産、その持てる全てを賭けていただきます。具体的には、イプセン領主ナツメ・イプセンによる命令権をハーフ＆ハーフに所属している者全員に受け入れていただくことになります」

「了りよう解かいした」

　エーヌが了りよう承しようする。

　すると、今度はニーヴが口を挟はさんできた。

「私にも確認させてください」

　ニーヴはエーヌの持っていた契約書を覗のぞき込んだ。

　そして、契約内容に一通り目を通してからカクシに尋ねる。

「この一騎打ちですが、そちらの代表は人間族ということになるんですよね？」

「その通りです」

「一騎打ちの内容は、武器を使った決けつ闘とうということでいいのですよね？　ゲームで勝負だとか、そういうことにはならない。そういう理解で正しいということでよろしいですか？」

「ええ、そうです」

「勝ち目があるとお思いですか？」

「《やってみなければ分からないでしょう》」

「それはそうかもしれませんが……」

「それに、《こちらの目的は、問題の早期解決です》」

「どういうことでしょう？」

「ご存じかもしれませんが《ナツメ・イプセンは異邦人です》。領主という地位は棚ぼたで手に入れたものなので《その地位に対する執着もほとんどありません》。《彼女が求めているのは勝利ではなく、事態の落とし所なのです》」
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「なるほど。では、貴方はどうなのですか？　貴方の意図はどうなっているのです？」

「ぼく個人の目的は彼女を元いた場所に帰すことです。《奴隷という立場も早く捨てたいと考えています》。だから、《イプセン領はハーフ＆ハーフに支配してもらったほうが、都合がいいのです》」

　カクシは自らの右手を見せる。これは自らが異世界から来たという証。この場においては、ナツメを元の世界に戻すことを目的としているということの裏付けとなる。

「エーヌ・ポーさん。この条件でよろしければサインをお願いします」

「ああ、いいだろう」

　そう言って、エーヌはサインをする。

　これで契約は成立し、一騎打ちは成り立った。

「それと、一つ個人的なお願いがあるのですが聞いていただけないでしょうか？」

「何だ？」

「《ぼくは正確にはナツメ個人の奴隷ではなく、イプセン領の奴隷です》。《貴方がイプセン領の権限を手に入れた場合、ぼくも貴方の所有物となることになります》。ですから、貴方が勝ったら、ぼくを解放してもらえないでしょうか？」

「こちらにメリットは？」

「裸はだかネクタイの変態仮面をハーフ＆ハーフから排除することが出来ますが何か？」

「な、成程。考えておこう」

「それともう一つお願いがあるのですが、聞いていただけますか？」

「話してみろ」

「正直言って、この格好でイプセン領に戻る気にはなれません。ですから、まともな服を一着いただけませんか？」

「盗賊団に物をせびろうというのか？」

「これでは、イプセン領に戻ってナツメに対して貴方の言葉を伝えることが出来ません。もし服をいただけるのでしたら、お礼にいい情報をお教えしますよ」

「情報の内容次し第だいだな。話せ」

「ぼくはナツメではありません」

「それは知っている」

「ええ、貴方は知っています。イプセン領のナツメと名乗る人物が変態じみた格好で現れたということは『事実』であることを」

「成程、だがそれがどうした？」

「そして後日、その変態じみた格好をした人間の示した通りの条件で一騎打ちが行われることになり、その場にはナツメ・イプセンがしっかり同席することになります」

「成程。覚えておこう」

　エーヌは手で合図をし、部下を呼び寄せる。

「ウェストボーン中の報道関係者に今の内容を伝えろ。それと、こちらの客人に、上等の服を一セット渡してやれ。あと、護衛をつけて彼をイプセン領まで無事送り届けてやれ」

「はい」

　部下は奥へと消えていった。

「感謝します。それでは、また明日お会いしましょう」
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「それで、何をやったんですか？」

　イプセン領役場領主執しつ務む室しつ。

　戻もどったカクシは、ナツメから尋問を受けていた。

「どうすれば盗賊に会いに行って、高そうな服を着て戻ってくることが出来るんですか？　盗んだんですか？　奪ったんですか？　身も心もハーフ＆ハーフに取り込まれてしまったんですか？　マヨネーズ派に取り込まれたのですか？」

「そんなわけないよ。《哀れに思った彼らがくれたんだよ》」

「嘘ですね。何をしたんですか？　ここまで帰ってくるのに護衛までつけてもらっていましたよね？」

「適当に言いくるめたんだよ」

「命令――」

「そんなことを気にしている暇があるの？　明日にはハーフ＆ハーフの連中がこの領内にやってくるんだ。首尾はどうだったかをまず気にしたほうがいいんじゃないかな？」

「……それで、どうだったんですか？」

「上う手まくいったよ。大体こちらの思おも惑わく通りだ」

「そうですか。では、明日行われる勝負ですが――」

「一いつ切さいの勝ち目は無い。ぼくたちは確実に負けるね」







第６章　嘘つき少年はかく騙りき
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　翌日、日の入りに近い時間になると、ハーフ＆ハーフは大挙してやってきた。勝てばこのイプセン領が手に入るのだ。このチャンスを棒に振る手はない。彼らは外側の城じよう壁へきにたどり着くと、二十人ほどの衛兵に誘ゆう導どうされて城の方向へと向かった。そして、イプセン領役場の正面にある広場に着いた彼らはナツメによって迎むかえられた。

　広場の中心で、ナツメとエーヌが対たい峙じする。

「貴方がエーヌ・ポーですね？」

「その通りだ。お前がナツメ・イプセンだな？」

「はい、そうですよ。それにしても、お早いお着きでしたね」

「定刻まで少し時間があるが、もう始めるか？」

「いえ、時間通りに行いましょう。それより、一騎打ちの代表者ですが、そちらはどなたが行う予定ですか？」

「俺だ」

「おや、頭領さんご自身でしたか。トップが自ら動くとは、感心ですね」

「そちらはお前が出るのではないのか？」

「そんなことはしませんよ。私が戦えるような人間に見えますか？」

「では、誰が――」

「私だ!!」

　エーヌの問いに、横から挟み込む声があった。

　そこにいたのは、ハンター。鎧は没収されたままになっているため、今は普ふ通つうの町まち娘むすめのような服装をしている。だが、腕組みをして大の字に立つその姿は、やはりどこかまともな人間とは一線を画す雰囲気を醸し出していた。

「貴様、誰だ？」

「ああ、鎧を脱ぬいでいるから分からないのか。私だ」

「んん？」

「ほら、鎧で、勝負を挑いどんで――」

　エーヌは何かに気付いたようで、顔を引きつらせる。

「貴様、あの迷めい惑わくハンター娘ではないか！　単身突っ込んできて、ピンチになったらテントに火を放って混乱した隙すきに逃げた凶悪犯罪者め！」

「お前が言うな！　この盗賊め！」

「何を言うか！　我々は、略奪はするが殺しはしない。それなのに、お前は矢を放ってきたり剣で切りかかってきたり――本当に死ぬかと思ったぞ！　だが、これで合点がいった！　やはり、イプセンからの刺客だったか！」

「その通り！」

「いえ、違いますから」

　堂々と肯定したハンターに、ナツメが突っ込みを入れる。

「この人はイプセン領とは関係のないただの頭のおかしい人です。ハーフ＆ハーフ同様、こちらも迷惑をかけられています。《何な故ぜまだここにいるのかも分かりません》」

「そんなことが信じられるとでも――」

「貴方ならこんな人を仲間にしたいと思いますか？」

「信じよう」

　あっさりとエーヌは応じた。

「待て待て待ってくれ」

「どうしたんですかハンターさん。何か不満な点があるようでしたら命令しましょうか？　そうですねぇ、内容は『炭鉱夫になってお守りを発掘する作業に勤しむ』というのはいかがでしょうか？　あと『物を一口たべるごとにガッツポーズをする』というのも考えてみたのですが」

「う……」

「ああ、そうだ。ハンターさんが普ふ段だん着用している鎧に『ひまんパタこ○ら』という名前をつけるというのはどうでしょう？　私が知る限りもっとも強固な鎧の名です」

「私が悪かったです、お願いですから止めてください」

「よろしい」

　ハンターはおずおずと引き下がった。

　それを見ていたエーヌが再度尋ねる。

「だが、それならばそちらの代表は誰になる？」

「そもそも、私は貴方たちハーフ＆ハーフの対処をギルドを通して委託していたんです。全てはその受託者に任せてあります。そういうわけですので、こちらの代表は隠かくれ山やまカクシ君です」

「カクシ……？　まさか、この前の変態か」

「その通りです」

　カクシはハリセンでナツメをはたく。

「何をするんですか」

「肯定しないで！　誰が変態だよ！」

「あんな格好をしている人間が変態じゃないとでも？」

「それは……」

「それはそうと、そこの時計を見てください。もう少しで定刻ですよ」

「ナツメ、後で本当に話あるから」

　そう言いながら、カクシは鎖くさり帷子かたびらの上に分厚い鎧を身に着け始めた。それはハンターが普段着用している重じゆう厚こうな鎧だった。一度身に着ければ、屈強な肉体を持つ者以外は動くことすらままならなくなるという極端な代物だ。

「その鎧で戦えるのか？　この前と違って、随ずい分ぶんと重装備だが」

「《問題ないよ》」

　数人の補助を受けながら鎧を装備したカクシ。

　その手から、新たなハリセンが出現した。

「まさか貴様、その紙で戦おうというのではあるまいな」

「これで戦うつもりだけど、それが何か？」

　カクシの平然とした態度に、エーヌは少しだけ警戒を強めた。

　人間族が予知能力を持つエルフ族に勝てるはずがない。

　だからこそ、それをひっくり返すことが出来る何かがあるのではないかと疑っていた。

　そして今、目の前で特殊なハリセンが作り出されたのだ。

「その紙でできた武器が切り札ということか」

「まさか、本当に無策だとでも思った？」

　カクシは自信ありげに言った。

　だが、エーヌは動じない。そのハリセンにどのような効果があろうと、その効果が発動する前に倒してしまえばいい。自分にならそれが出来るという確信がエーヌにはあった。




　なぜなら、既にこの戦いの勝利は確定しているのだから。




　エーヌは、カクシを帰した後、ニーヴに予知能力を使わせてこの戦いの結末を調べさせていた。そして、ニーヴの脳裏にはある映像が浮うかんでいた。それは、ナツメがエーヌに対して『領主の証あかし』を渡わたす瞬間のもの。その背後では、イプセン領の領民が落らく胆たんし、ハーフ＆ハーフのメンバーが大盛り上がりしていたのだ。

　エーヌは大剣を抜ぬき、横に構える。

　いかに強力な鎧であろうとも、巨きよ大だいな刀剣で叩たたかれれば中への衝撃は避けられない。その衝撃にカクシがどれほど耐えられるのかは分からない。だが、鎧の性質からすれば、一度バランスを崩せばもう起き上がることすら出来まい。

　勝負は一いつ瞬しゆんで決まる。誰もがそう思い、緊きん張ちようした面おも持もちで定刻を待つ。

　そして――。

「定刻となりました」

　ナツメがそう言うと同時に、エーヌはカクシを剣で一ひと薙なぎした。

　鎖帷子を着込んでいたことや、ハンターから借りた鎧を着けていたことから、大きな怪け我がになることはなかったが、カクシは勢いよく横に飛ばされた。その鎧には、大きな傷がついている。

「ああっ、私の鎧に傷が！」

「ハンターさん、少し黙だまっていてもらえませんか？」

　カクシは意識を失ってはいないものの、鎧の重みで起き上がることも出来なかった。

　エーヌは鎧の隙すき間まから、カクシの首元に刀剣を突きつけた。

「今降参するなら命までは奪わないでおいてやるが、続けるか？」

　勿もち論ろん、エーヌもこれで勝負がついたとは思っていない。危険な目にあってまで一騎打ちの契約を取り付けたのだ。エーヌに勝つための策が用意されているはずであり、あっさり敗北を認めるというのはありえない。

　そう考えていたのだが、カクシの返答はというと――。




「いや、続けない」




「いいだろう。だが、続けると言うのなら命を失う覚悟はしておけ。いかに強力な鎧を着込んでいようが、実力の差は歴然だ。これからお前は自ら敗北を認めるまでひたすら俺の攻こう撃げきを受け続けることになる。死ぬ前に降参することを勧すすめておこう……。後、今何て言った？」

「いや、聞き間違えじゃないから。続けないって言ったんだよ」

　カクシの回答に、エーヌは眉まゆをひそめる。

「つまり、負けを認めるということだな？」

「勿論認めるよ」

「……マジで？」

「マジで」

　まさかの敗北宣言。こんなあっけない結末を予想していなかった領民たちは呆然としていた。あまりに突然のことで、敗北という事実を受け止め切れていないのだ。

　それとは対照的に、ハーフ＆ハーフは喜びの声を上げた。

「領主。敗北を認めるな？」

「はい」

「では、約束のものを渡してもらおうか」

「ええ、分かりました。お約束どおり、この『領主の証』はお渡しします」

　ナツメはペンダントを外すと、あっさりとエーヌに渡した。

　その瞬間、ハーフ＆ハーフから歓かん声せいが沸き上がった。

　対照的に、領民は落胆している。

　ニーヴが予知能力を使って見た光景そのものである。

「随分とあっさり渡してくれたものだな」

「それはもう、そういうお約束ですから。約束は守られなければなりません。ましてや、私たちの約束は契約書によって強制力を持っているのです。抵てい抗こうは無む駄だでしょう。そうは思いませんか？」

「その通りだが、何故お前が言う？　お前は奪われる側であろう？」

「そんなことよりも！　同意も得られたことですし、皆みなさんもお疲れでしょうからここで仲良くバーベキュー大会でもいかがですか？　思い切って貯蔵庫にある肉を放出しちゃいますよ」

「バーベキュー大会だと？」

「ええ、そうです。これでハーフ＆ハーフによる流通阻害はなくなるのでしょう？　だから、今日はそのお祝いをしようと思っていたのです。大盤振る舞いです」

　ナツメは部下たちに指示を出した。

　彼らは倉庫からバーベキューセットと食料を持ち出す作業に移った。

「ナツメ・イプセン。貴様、最初からハーフ＆ハーフをイプセン領の戦力として使うつもりだったとでもいうのか？　貴様がハーフ＆ハーフを手に入れようと、俺がイプセン領を手に入れようと結果は同じ。そういう意図でこの勝負を企画したのか？」

「いえ、普通に違ちがいますけど」

「……違うのか？」

「違うに決まっているじゃないですか。誰が支配者になるかというのは、割と重要な事じ項こうですよ。例えば、そこのハンターさんが領主になったらどうなると思いますか？」

「成程」

　エーヌはナツメが指差す先のハンターを見て納得した。

　ハンターはバーベキューに気を取られ、誰よりも率先して準備に勤しんでいた。

「お前たち！　一々私を引き合いにだすな！」

「はいはい。それとハンターさんはそこで倒れているカクシ君を助けてあげてください。鎧よろいが重くて起き上がることも出来ないようです」

「あ、そうだったな。ところで、この鎧は返してもらっていいのか？」

「ああ、そうですね。どうぞ。でも、エーヌさんたちを襲うのは止めてくださいね？」

「ああ、感謝する」

　ハンターは中身のカクシごと鎧を担いだ。

　その体勢にカクシが抗こう議ぎする。

「ちょっと待って！　体が曲がって痛い！　鎧が重過ぎる！」

「ん？　そうかそうか。だが、我が慢まんしてくれ。何せ中身が入っていたほうが持ち運びやすいからな」

　ハンターはカクシの言葉を無視し、嬉しそうに鎧かけが備え付けられている倉庫へと向かっていった。その姿をエーヌとナツメの二人は呆れながら見送った。

「話を戻すが、誰が支配者でもいいというわけでもないのなら、俺のことを信用してくれたということか？」

「さぁ、それはどうですかね？　でも、とりあえず今日のところは楽しみましょう」

「カクシとかいう使者が言っていた通りというわけか。貴様は領主という地位に対する執着がないようだ」

「そういうわけではないのですが、今は説明をする時ではありません。体を動かすべきときです。エーヌさんもお手すきでしたらバーベキュー大会の準備を手伝ってください。こういうときにトップが動くと部下に対して好印象を与あたえることが出来るらしいですよ」
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　三十分後。

　広場ではバーベキューの準備がすっかり整っていた。広場に集まっているのは大半がハーフ＆ハーフの者達たち。それぞれの手にはビールが入ったコップが握られており、それを飲むのを彼かれらは今か今かと待ちわびている。

　対して、領民達はその大半が、不満そうに彼らを遠くから見ていた。領民を差し置いて、盗とう賊ぞく団をもてなそうとしているのだから、その反応は当然だ。

「それでは皆さん、飲み物は行き渡りましたね～？　お肉はこんがり上手に焼けましたか～？」

「おう！」「さっさとしてくれ！」「待ちきれねぇ～」

「では、かんぱ～い――といったら飲んでいいですよ～。まだですからね～」

　無駄な飲み会あるあるネタを披ひ露ろうするナツメ。

　広場がハーフ＆ハーフの笑い声に包まれる。

「それでは行きま～す」

　全員がナツメの次の一言を待った。

　そしてナツメは発声する。




「ハーフ＆ハーフの皆さ～ん――。

　命令しま～す！　黙れ」




　会場が静まり返る。

　声を上げようとした者も多くいたが、そのいずれもが発声することが出来なかった。まるで、強制的に声を出すことを止められているかのように。

　彼らの間に動どう揺ようが走る。

　何が起きたのか。それは大体の想像がついてきた。

　問題は何故こんなことになっているのかということだ。

「命令追加。そのままの体勢で動かずに待機していてください。ああ、そうでした。頭領さんだけは話していただいて構いませんよ。そうでなければ話が進みませんからね」

「どういうことだ？」

「どうもこうも、契約どおり、私は貴方から『ハーフ＆ハーフ』に所属する全すべてをいただいたんですよ。勿論、そのペンダントも含めて」

「何だと!?」

「そういうお約束でしたよね？」

　ナツメは契約書を見せる。

　邪じや魔ま族が作った強制力を持つものだ。

「俺たちは勝ったはずだ」

「いいえ、貴方あなたは負けました――というより、貴方も負けたのですよ」

　ナツメは辺りを見回す。

「だって、ここは聖メイプル広場ではないですから」

「何だと？」

「このイプセン領は城壁が二重になっているんですよ。この道をもう少し先に行ったところにもう一つ城壁があって、その壁かべの内側に聖メイプル広場があるんです。ちなみに、ここはイプセン広場といいます」

「あ……」

「つまり、定刻になっても代表者は二人とも現れなかったということになります。契約書で決めた限りでは、定刻までに代表者が現れなかった場合は、敗北ということになります。つまり、イプセン領の代表も『ハーフ＆ハーフ』の代表も、二人とも負けてしまったことになります。文字通り、両成敗というやつでしょうか。残念ですね」

「残念って……」

「貴方たちエルフ族の持つ予知能力、調べたところ、どうやら未来の画像を受信するだけのようですね。だから、一いつ騎き打うちが始まってからしばらくの間は、たとえ決着がついた後でもハーフ＆ハーフが勝ったかのような状じよう況きようを作り出して、過去の貴方を騙だますことにしたのです」

「このバーベキュー大会の準備もその一環か」

「いえ、これは私の趣しゆ味みです。他人を陥れるときは、思いっきり上げてから、というのが私のやり方です」

「それに何の意味があるというのだ！」

「思い出してください。カクシ君を通して私と貴方との間に結ばれた契約を」

「契約？」

「今回の勝負では、私も貴方も不戦敗――つまりは敗者となったのです。イプセン領は敗北者として契約どおり、その『領主の証』を貴方に差し上げました。そうすることで、イプセン領主の座も一時的に貴方に渡しました。さて、それでは、契約上ハーフ＆ハーフはどうするんでしたっけ？」

「まさか――」

「思い出していただけたようですね。ハーフ＆ハーフの全てはこの私個人のものとなります。よって、ハーフ＆ハーフが所有するその『領主の証』も私のものということになります」

「貴様、まさか最初からこれを狙っていたのか？」

「私というよりは、そこのカクシ君のアイデアですけどね。彼考案の『お前のものは俺のもの』作戦。見事に成功しました」

「いや、そんな名前をつけた覚えはないから」

　ナツメの物言いに、カクシのツッコミが入った。

「おや、いつの間に戻って来ていたんですか？」

「今来たばっかりだよ。この様子だと、成功したみたいだね」

　カクシが動けなくなっているハーフ＆ハーフの姿を見ながら言った。

　それに対し、エーヌが激高する。

「そんなことが認められるか！」

「貴方が認めるかどうかなんてどうでもいいこと。ですが、念のため確かく認にんしておきましょうか」

　ナツメはハーフ＆ハーフの面々を見る。

「命令します。ハーフ＆ハーフのメンバーは、全員その場で跪いてください。おっと、ビールをこぼさないように注意してください」

　ナツメの言葉を聞き、周囲を固める構成員は全員が命令どおり跪いた。

　その中には、勿論エーヌも含まれている。

「さて、とりあえずはそのペンダントを返してもらいましょうかね。命令します、『領主の証』を返してください」

　エーヌは抵抗しようとするが、意思に反してその手はペンダントを差し出している。

　ナツメはなんでもないようにペンダントを受け取ると、自分の首にかけた。

「これで次期領主の立場も返還されたことになります。さて、『ハーフ＆ハーフ』の処遇についてですが、どうしたものでしょうか。そもそも、盗賊団を所有するということ自体が領主としてあるまじき行こう為いだと思うのです。ですから、全員まとめて首都に引き渡して一生を地下での労働で終えていただくというのはいかがでしょうか？　大だい丈じよう夫ぶ、《ギャンブルが強ければ鉄骨渡って戻ってこられますから》」

「そんな場所があるのか……」

「いえ、勿もち論ろん冗じよう談だんです。とりあえず、全員奴ど隷れい身分に堕ちてもらって、労働力としてこき使うことにしましょう。《最初の仕事は、このイプセン領を救ってくれた英雄の石像を作ることです》」

　カクシが口を挟む。

「英雄っていうのは――」

「勿論、ブーメランパンツ一丁の英雄です」

「ナツメ、マジでやめてくれ」

「冗談ですよ。ネクタイもお付けします」

「そういう問題じゃない！」

「え？　ああ、もしかしてニンフ族の変態仮面、気に入っていました？」

「そんなわけないよね！」

「さて、ふざけるのは一時中断しておきましょう。少し気になることがあるので、そちらから片付けてしまいます」

　ナツメはそう言って、フードを被ったままの人物を指さした。

「そこの人。命令します、フードを取ってください」

　ナツメの命令に、そのローブ女は従わなかった。

　つまり、命令権が及んでいないことになる。

「私が跪くよう命令したとき、貴女あなただけタイミングがずれました。貴女はハーフ＆ハーフと行動を共にしていますが、そのメンバーではない。違いますか？」

「それは……」

　言いよどむローブ女。

　ナツメは近寄ると、その女のフードをめくった。

　そこから現れたのは――。

「なにこれかわいい」

　思わずナツメの口から言葉がこぼれる。

　くりっとした丸い目、エルフ族にしては短いが尖った耳、やや丸みを帯びた顔立ち、透き通るような黄金色の髪かみ――まるで小動物を見ているかのような庇ひ護ご欲が勝手に掻き立てられる。そういうかわいい存在がそこにはいた。

「め、命令します、エーヌさん、正直に答えて下さい。こちらの天使は何者ですか？」

　ナツメはニーヴの頭をなでながら命令した。

「彼かの女じよはハーフ＆ハーフのメンバーではない。本国から派は遣けんされてきた俺おれの妹だ」

「……はい？」

「彼女の任務は俺の監かん視しだ。エルフ族にとって利用価値があるかどうかを判断するために、送られてきた」

「そうなのですか？」

「《はい》」

　返事をしたニーヴをナツメは舐めるように見つめる。

「ま、いいでしょう。詳くわしい話はあとで伺うかがいます。そんなことよりも――」

　ナツメは大声で領民に呼びかける。

「イプセン領の皆さ～ん。これからバーベキュー大会を始めるので、お手すきの方は集まってください。今日はお祭りです。周りの人にも声をかけて、ガンガン食べてください！　それと、ハーフ＆ハーフの人たちに命令しておきます。貴方たちは、このままの体勢で一歩も動かないでください」
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　ナツメはニーヴをつれて、領主執務室へと戻った。領主執務室には、現在ナツメとニーヴのほか、カクシ、アニー、ノースの三人がいる。エーヌについては、身み柄がらを拘束した後、とりあえず城の地下牢に閉じ込めることとなった。既すでに、衛兵によって地下に連れていかれ、尋問を受けていることだろう。

　窓の外からは盛り上がる領民たちの声が聞こえてくる。

「うわっ、さすが領主様が貯蔵されていた肉」「これ、旨すぎるだろう」「ハーフ＆ハーフの皆さんは匂いだけ楽しんでくださいね～」「肉汁うまうま」「ほら、ハーフ＆ハーフの盗賊さんも口をあけてください」「命令で動けないのでしょう？」「本当に食べさせてあげると思った？」「そんなわけないでしょバ～カ」「目の前でビールが温ぬるくなっていくのを見ているがいい！」
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　どうやら、物流を阻害されていたことでかなりストレスがたまっていたらしい。

　ナツメも外の様子を窓から見て、苦笑いを浮かべている。

「さて、それではお話を伺いましょうか。ニーヴさん。いえ、ニーヴちゃん」

「どうして今言い直したのですか？」

「気にしてはいけません。そんなことよりも、詳しいお話を聞かせてもらいましょう。エルフの国の内情については、こちらも全く把は握あくできていませんからね」

「あ、あの。その前に一つよろしいでしょうか？」

「何でしょう？」

「お願いします。兄を見逃してください！　私は色々と事情があって、ポー家に引き取られていたのですが、エーヌはそのポー家の長男なのです。ポー家は、エルフ族の中でも割と名家と言えなくもない部類にあてはまります。兄エーヌはその跡継ぎとして《集落中から期待をされていました》。そんな兄が人間族の土地で盗とう賊ぞく行こう為いを働いて捕つかまったとなれば、ポー家の評判は下がり、現在の地位も取り上げられかねません。今までお世話になったポー家の方々にそのような屈辱を味わわせるわけには行きません。ですから――」

「はい、いいですよ」

「……え？」

「いえ、そもそも貴女のお兄さんにはこれっぽっちも興味がありませんから、イプセン領に危害を加えないという契約で縛った後でならいつでも解放して差し上げますよ。でも、ただで解放してあげるわけには行きませんねぇ。ハーフとはいえ、予知能力を持ったエルフ族ですから、奴隷として売ったらどれくらいになるでしょうね？」

「それは……」

「それに見合う価値のあるものといえば、ニーヴちゃんくらいのものでしょうね～」

「それはその……」

「大丈夫。悪いようにはしませんよ。むしろ、本国よりもいい待遇をお約束します」

　ナツメは鼻息を荒くしながらニーヴの頭をなでた。

　それを見ていたアニーは思わず言葉を漏らす。

「誘惑したりっていうのは、ニンフ族の特性だと思っていたんだけどね」

「ニンフ族（笑）」

「何よ、その『カッコわらい』って」

「《何でもありません》。そんなことよりも、詳しい話を詰つめましょうか。とりあえず、ニーヴちゃんは私の妹ということで決定として――痛っ！」

　カクシは無言でナツメをハリセンで叩いた。

「冗談ですよ」

「本当に冗談？」

「はい。ですから、そのハリセンは捨ててください。そんなことよりも、さっさと処理をしてしまいましょう」

　ナツメはそう言いながら、契けい約やく書しよに内容を書き入れた。




　契約書

　１．ニーヴはナツメに対し、自分に対する命令権を与える。

　２．ナツメはエーヌに対する命令権を解除する。ただし、解除の効果が出るのは、エーヌが他の契約書によりイプセン領に対する一切の不利益を与えないことを約束した時とする。




「ニーヴちゃん、こんな感じでどうですか？」

「そうですね、構いませんよ」

　ニーヴは一読した後、あっさりと契約書に名前を書き入れた。

　そもそも、ニーヴ個人の目的は、兄であるエーヌ・ポーに盗賊行為を止めさせることだった。ハーフ＆ハーフの敗北は好都合であり、更さらにナツメはエーヌの身柄を簡単に解放してくれた。

　代償としてニーヴ自身が命令権の対象となってしまったが、実際のところ、この命令権には穴が多い。エーヌならともかく、自分であれば容易く命令権の支配から脱することが出来ると考えた。

　最も手っ取り早い対処法は、命令をされる前にナツメから逃にげてしまうことだ。命令する声が届かなければ、命令の効果は生じない。だが――。

「それじゃあ、ニーヴちゃん。早速ですが、命令しますね。私の管理下で、私の手伝いをしてください。また、私のお願いには出来る限り快く応じるようにしてください」

「……了りよう解かいしました」

　ナツメは即そく座ざにその手段を封じた。最初の契約内容は油断させるために敢あえて緩いものにしたのではないか――ナツメの手腕に、ニーヴはそう疑った。だが、ナツメの気持ち悪い笑え顔がおを見る限りでは、判断がつかなかった。

「さて、それと普ふ段だんの待遇ですが、ニーヴちゃんには、私の身の周りの世話をしてもらうことにしました。彼女には、メイドさんとしてこのイプセン領で働いてもらいます」

「了解しました」

「しかし、困りましたねぇ。ニーヴちゃんに合うサイズのメイド服が果たしてあるかどうか。いざとなったらオーダーメイドで作ってもらえばいいのですが、ここは敢えてぶかぶかのものを着てもらうのもいいかもしれませんね」

「何をするにしても、動きやすいものがいいのですが……」

「そうですよね。ですが、お断りです！　むしろ、ぶかぶかなのが可愛らしくていいと思います！　とてもいいと思います！　ニーヴちゃんに普通の仕事をさせるつもりもありませんから、それでも十分です」

「何をさせるつもりなんですか!?」

「それは勿論、添そい寝ねしてもらったり、朝起こしてもらったりですね。とにかく、いつでも私の視界に入るところにいて癒いやし効果をもたらすのが仕事です！」

「それはそれで辛い役目ですね」

「そういえば、本国ではどうやって暮らしていたんですか？」

「探偵をしていました」

「探偵？　少年探偵団とかですか？」

「何ですか、それ？　普ふ通つうに探偵ですよ。エルフの国では警察権があまり明確に規定されていないので、どうしても解決できない事件が多いのです。だから、そういう事件を解決するために、私のような探偵がいるんです。たまに他の国に行ったりもしますけど」

「ちなみに、ニーヴちゃんって何歳なんですか？」

「十六歳ですよ」

「十六……。え？　もしかして、黒ずくめの服を着た人たちの怪しげな取引現場を目撃したものの背後から近寄ってくる人物に気づくことが出来ず、薬を飲まされて気がついたら体が小さくなっていたとかいうパターンですか？　いい感じの眼鏡とかスケートボードとか用意したほうがいいですか？」

「そんなパターンがあるわけがないじゃないですか。エルフ族は長命なんです。だから、人間族よりも外見的な成長は遅おそいんです」

「それじゃあ、エルフの国にはニーヴちゃんのようなかわいい子がたくさんいるということですか！　何その天国。行くしかありませんね！　至急使節団を作って派遣しましょう！　勿論、リーダーは私です！」

　テンションの高くなったナツメの頭が、再度ハリセンで叩かれた。

「何ですか、カクシ君」

「少し落ち着け」

「落ち着いていますよ。その上で言っているんです。そうだ、カクシ君を副団長にして差し上げましょう。雑務は全部お任せします！」

「……分かった。引き受けるよ」

「え？　自分で言っておいてなんですが、いいんですか？　絶対に断られると思ったんですけど」

「その前にナツメは日本に戻もどすからね」

「そうですか。やれるものならやってみてください。いやー、楽しみですねぇ～」

「さて、こんな感じになったけど、当事者はどう思う？」

　カクシはニーヴを見る。

　ニーヴは困ったような表情を作り――。

「それはちょっと遠えん慮りよしていただいたほうが……。外交問題になるかもしれませんし」

「そんなことはありません！　友好関係を築くためです！」

「領主様の場合はそれが裏目に出るような気がして仕方がないのですが」

「問答無用です。もう決めました！」

　その言葉を聞き、ニーヴは苦笑いを浮かべるしかなかった。







幕間３　ライアー・ライアー







　ハーフ＆ハーフの騒そう動どうが終結してから一日が経過した。

　イプセン領は中央ウェストボーンや他の領地に盗賊団を駆除したことを伝え、人々は元の生活が戻ってくることに希望を感じていた。さらに、彼らは安価な労働力としてハーフ＆ハーフの構成員を手に入れた。彼らは領主の絶対命令権によって、忠実なイプセン領のしもべとなっていた。

　領地内には活気が戻りつつあった。

　そんな中、ナツメはカクシとニーヴを領主執しつ務む室しつに呼びつけた。

「揃いましたね。それでは行きましょうか？」

「行くって、どこに？」

「裁判所です。実は私とカクシ君は証人として呼び出しを受けているんです。裁判所はすぐ隣となりの建物ですので、一いつ緒しよに行きましょう」

「裁判所からの呼び出しって、ナツメ、何かしたの？」

「いえ、私は何もしていませんよ。何かしたのは別の人ですよ」

「別の人？」

「行けば分かります。ああ、ちなみにニーヴちゃんはただ単に近くに置いておきたかっただけです。いてくれるだけで癒されますからね」







　裁判所についたカクシたちは、事務員に法廷まで案内された。

　そして、証人席に座すわるよう指示され、その指示通りに腰こしを掛けた。何な故ぜかナツメの席にだけは座布団がついている。ナツメは自分の腿ももをポンポンと叩き、ニーヴを自分の上に座らせようとしていたが、ニーヴはそれを拒きよ否ひした。

　そんなやり取りをしていると、裁判長が槌つちを下ろして机を叩いた。

「それでは、第一法廷においてイプセン領主暴行事件の審理を行う。被告人、前へ」

「……はい」

　そこには、両手に手錠をかけられているハンターがいた。

　重装備の鎧はつけておらず、ぶかぶかの囚人服を着ている。

「なぁ、ナツメ。気のせいかな？　見覚えの有る人が囚人服を着て目の前に立っているんだけど」

「それはそうです。彼女の犯した罪についても見覚えはあるでしょう？」

「ああ……」

　思えば当然だ。

　領主の執務室に不法侵しん入にゆうし、決けつ闘とうを強要。その後はモンスターや盗賊だらけの平原にカクシを放置。イプセン領にとって害にしかならなかった女。

「それでは、まず被告人は本名を述べてください」

「本名は……ゲレゲレ・ハンター・フィフスです」

「「ゲレゲレ!?」」

　カクシとナツメは思わず声を出してしまった。

「妙みように本名を隠かくしたがると思ったら、ゲレゲレだったのか」

「カクシ君、失礼ですよ。人の名前を笑うなんて……プッ」

「ナツメ、今笑っただろ？」

「笑ってません」

「いや、笑ったって」

「笑ってません。ちなみに、私はプックル派です」

　裁判長が槌で台を叩く。

「証人は発言を控えてください」

「はい、すみません」

「では続けます。ゲレゲレさん。出身は？」

　ナツメが両手で顔を覆おおう。必死に笑うのを我慢しているらしく、体を震わせ、苦しそうにしていた。

　ハンターはナツメを無視しながら、裁判長の質問に答える。

「アビス領です」

「分かりました。それでは、検察側。罪状の読みあげを」

「はい」

　検察官が立ち上がる。

「被告人はイプセン役場のドアを破は壊かいして領主執務室に侵入した上、駆かけつけた衛兵に剣けんを突きつけ脅おどし職務を妨害しました。その後、領主ナツメ・イプセンに対して強ごう引いんに決闘を強要し、二時間後に行われた決闘においては自らを助けたナツメ・イプセンに対し、弱酸性のスライムを投げつけました。幸いナツメ・イプセンに怪け我がはありませんでしたが、一連の行為は非常に悪質であり、また、調査によって被告人は『私より強いやつに会いに行く』と言って同様の行為を繰くり返かえしていることが判明しました。悪質かつ常習的な行為と言わざるを得ません」

「成なる程ほど。わかりました。それでは被告人。容疑を認めますか？」

「認めることは認めるが、これは修しゆ行ぎようというもので――」

「認めるのですね？」

「……はい」

「よろしい。それでは、検察側」

「はい、それでは検察側は被告人の短絡的かつ凶悪な性格を立証しようと思います。証人尋問をお願いいたします」

「分かりました」

「それでは証人、前へどうぞ」

　検察官に誘ゆう導どうされて、ナツメが証人台に立った。

「名前と住所を」

「ナツメ・イプセン。役場の領主執務室の隣にある控室に住んでいます」

「では、事件があったときのことを話してください」

「彼女に決闘を挑いどまれたときは本当に死ぬかと思いました。カクシ君の機転で事なきを得ましたが、実際危なかったと思います。ハーフ＆ハーフの討とう伐ばつに貢献してくれれば恩赦でも与えるところですが、カクシ君をスライムの群れの前に放置して逃げ帰る始末。ハーフ＆ハーフとの交こう渉しようにおいて彼は重要な役割を持っているのですから、そんな彼を置き去りにしたのはこのイプセン領に対する反逆行為と言ってもいいでしょう」

「ありがとうございます。今の証言からお分かりいただいたかと思いますが、被告人の行為は後先考えない行き当たりばったりで悪質なものです。彼女に対しては厳げん罰ばつに処して対処するしかないのではないでしょうか？　以上です」

　検察官がそういうと、裁判長は弁護人に発言を促うながす。

「では、弁護人。何か反論はありますか？」

「ありません。一いつ切さいありません」

　弁護人は即そく答とうした。というのも、このウェストボーン王国は封建制度で成り立っているからだ。封建制度の下において身分の差は絶対のものとなる。つまり、弁護士であろうと、領主に逆らえばどうなるのか分からないのだ。

「ちょ、それはないだろう。何か反論してくれ」

「無理無理」

　弁護人は手を振ふって否定する。

　ハンターはナツメに問いかける。

「領主殿どの、もしかしてまだ怒っているのか？」

「おや、これまで私が怒っていないと一度でも言った事がありましたか？」

「謝る！　謝るから、許してくれ！」

「お断りします。大体、貴女は全て了解した上で私に挑んできたはずですよ」

「ほら、でも勝負の後にはお互いの健闘を称えて爽やかな友情が――」

「そんなものは存在しません」

「そ、それじゃあ、何故ハーフ＆ハーフの連中が無罪放免されているのだ！」

「彼らには命令権という鎖がつけられていますから」

「それなら私だってそうだろう！　それとも、彼らにここに来られては困るようなことでもあるのか？　あ、さては商人から強ごう奪だつした物資、お前が懐ふところに――」

「押収しました」

「そんなことを言って――」

「押収しました」

「だが――」

「押収しましたが何か？　押収物の取り扱あつかいについては規定どおり一定期間保管し、元の持ち主が来るのを待ちます」

「それじゃあ、一定期間経過後は――」

「裁判長！　被告人は自らの罪を軽くするために領主である私に対して濡れ衣を着せようとしています。非常に悪質です」

「すみませんでした～！」

　ハンターは勢いよく頭を下げる。

「では、証人は戻ってください」

「はい」

　ナツメは言われたとおり、席に戻る。満足な証言が出来たようだった。

　他方でハンターは焦っていた。ここにいる立場ある者たちは、全員がナツメの味方。弁護人もあてにならない。かといって、自分で自分の弁護をする事も出来ない。彼女は、ナツメに対たい抗こうできる人材を求めていた。そして――。

「ああ、そうだ！　カクシ！　カクシ・カクレヤマ！　さん！　お前は確か口がうまかったはずだろう！　私の弁護をしてくれ！」

「任せてくれ」

「え？」

「え？」

「やってくれるのか？」

「当然だよ。《君を牢ろう屋やに入れさせたりなんかしない》。《全力で君の弁護をしよう》」

「カクシ！　よくぞ！　よくぞ言ってくれた！　私はお前を《信じていた》！　ああ、最初から《信じていた》とも！　裁判長！　現時点をもって今の弁護人は解雇します！　新しくあの隠かくれ山やまカクシを弁護人として雇うので、彼かれの話を聞いてください！」

「む……」

　裁判長は言葉を詰まらせる。

　ナツメは笑顔で首肯する。つまり続行だ。

「いいでしょう。それでは、新しい弁護人カクシ・カクレヤマ。これまでの中で何か反論はありますか？」

「ええ、ありますとも」

　カクシは堂々と言う。

　その様子に、ハンターは期待を寄せた。

「裁判長。ぼくは被告人の心神喪失を主張します！」

「ええっ!?」

　心神喪失。早い話が、こいつは自分がしたことを分かっていないから罰を与えたところで無む駄だだという主張だ。

「この被告人を見てください。これがまともな人間に見えますか？　『私より強い奴やつに会いに行く』なんて発想がまともな人間に出来ますか？　見ず知らずの人間――しかも領主という重要な立場の人間に対して一騎打ちを強引に申し込むような人間が、まともな精神状態にあると思いますか？」

「言われてみれば……」

　裁判長が見る。

「彼女に必要なのは刑罰ではなく、治療です。《おそらく、まともに教育を受けてこなかったのでしょう》。《もしかしたら、人間に捨てられて動物に育てられたのかもしれません》。《彼女からはそういう悲しい過去を感じます》」

「そんなことはない！　うちは代々続くハンターの家系だ！」

「と言っていますが？」

「《全すべて嘘うそです》。《彼女は己の出自を隠すために嘘をついているに過ぎません》」

「しかし……」

「さぁ、被告人。自分で『私は頭のおかしいクズ人間です』と証言するんだ。そして、裁判長にそれを認めてもらおう！」

「しかし……」

「それとも、刑務所に入りたいの？」

　カクシに言われ、ハンターは怯んだ。

　確かに、自分が助かる為ためにはこれしかないのかもしれない。

　そして、葛藤によりうめき声をあげ――。

「わ……私は、《頭のおかしい、クズ人間》です」

　屈辱と怒りに狂った表情を浮うかべながら、ハンターは声を発した。

　それに対しカクシは――。

「裁判長、やっぱり保身を考えるだけの能力はあるようです。心神喪失の主張は取り下げます」

「貴様というやつは！　この！　この！」

　捕らえ押さえられながらもカクシに蹴りを入れようとする。

「並びに凶暴性も併せ持っており、厳罰に処すのが妥当かと思います」

「分かりました。では証人尋問はこれくらいにしておきましょう。では、検察側。論告を」

「はい。我々検察側はこれまでで被告人の暴力的な人格を立証しました。また、己の行動を省みない身勝手さは非常に悪質なものであり、重い処罰が必要であります。よって、検察側は懲役五年を求刑いたします」

「わかりました、それでは弁護側の最終弁論を」

「弁護側も異議はありません」

「え、ちょ、待ってくれ」

　ハンターが動どう揺ようしていると、裁判長が槌を打ち鳴らす。

「判決を言い渡わたします。被告人の行為は悪質かつ凶悪なものであることは間ま違ちがいない。ただし、一度はイプセンのためにハーフ＆ハーフに交渉人を送り届けようとした点などを考慮し、被告人を懲役三年の刑に処す」

「軽っ！　いや、重いけど。ノリが軽すぎる！　あと、執行猶予は!?」

「なし。というか、君に執行猶予をつけたところで速攻で問題おこしそうだし」

「それはそうだけどっ！」

「それでは、これで閉廷します。被告人は退席を」

　ハンターの両手に再び手錠がかけられた。

　ハンターはちらちらとカクシに視線を向けてくる。

「どうかした？」

「あれ？　なんだかんだで助けてくれるって流れじゃないのか？　何かこう、逆転の手があるのだろう？」

「ないけど？」

「ちょっ、お前っ!?」

「この流れでどうしてそう思えるの？」

「いや、でも……」

「それじゃあ、立派にお勤めを果たしてください」

　ハンターは刑務官に腕をつかまれ、強制的に退席させられていった。

　法廷を出る間際、ハンターはカクシに対して恨みの言葉を発した。

「貴様、私が出てきたら、ただじゃおかないからな！」

「その時は好きにするといいよ。この『霧きりの大陸』を去ったぼくを見つけられるのならね」







第７章　ピンク・スキャンダル
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　裁判を終えた三人は、外に出た。

　カクシはナツメとニーヴを見る。ナツメはニーヴに構ってもらいたがっていたが、ニーヴは迷めい惑わくそうにしている。ハーフ＆ハーフとの決着がついてから何度も見た光景だ。

　それを見ていたカクシは、ナツメに話しかける。

「ところでナツメ、何か忘れてないかな？」

「何かとは？」

「報ほう酬しゆうだよ。ハーフ＆ハーフを追い払はらったら、ぼくと勝負することになっていたはずだ」

「ああ、構いませんよ。それで、いつにしますか？」

「それじゃあ、明日の朝」

「明日ですか。随ずい分ぶん急ですね」

「夏休みはだらだら過ごす予定だからね。面めん倒どうごとはさっさと終わらせたいんだよ」

「それは構いませんが、ゲーム内容はどうしますか？　準備が必要なものとなると、明日までの用意が難しいものもあるかもしれませんが」

「ああ、それなら大だい丈じよう夫ぶ」

「何をするつもりなんですか？」

「囲い碁ごだよ」

　カクシの言葉に、ナツメは怪け訝げんそうな表情を浮かべる。

「カクシ君はそれでいいんですか？」

「どういう意味？」

「だって、これまでカクシ君が私に囲碁で勝ったことなんて一度もないじゃないですか。つい先日も、私が圧勝したばかりですよ」

「そうだね。でも、明日は勝たせてもらう」

「……分かりました。では、こちらで準備はさせてもらいます。開始は明日の朝九時。場所は領主執務室で構いませんか？」

「構わない」

「では、また明日。私の圧勝にならないことを期待しています。私は明日に備えて、今から仕事を終わらせてきますので、カクシ君も万全の状態で挑んできてください」

「そのつもりだよ」

「でしたら、結構です。それでは、ニーヴちゃん、行きましょう」

　そう言って、ナツメはイプセン役場へ向かった。

　その別れ際、カクシはニーヴを呼び止め、小声で話しかける。

「今夜、ナツメに気づかれないようにぼくの部屋に来てくれ」

「……何か用でも？」

「ナツメの絶対命令権から逃げる方法を教えてあげるよ」




２




　翌日、領主執務室には碁盤が用意されていた。

　碁盤を挟はさんで、カクシとナツメは対たい峙じしており、その脇にはアニーと佐さ藤とうが控えていた。

「さて、それじゃあ始めよう。持ち時間は一手につき三十秒まで。それでいい？」

「三十秒ですか。十分すぎる時間ですね」

　ナツメはそう言って、白石をいくつか手に取る。

　カクシが黒石を二つ盤上に置いた後、ナツメは手に取った白石を盤上にこぼし、二つずつに整理した。盤上の白石の数は八個――偶ぐう数すうだ。カクシは黒石を二つ盤上に置いたことで偶数を選せん択たくしていたことから、カクシの先手ということになる。

「ナツメ、『赤い本』を」

　ナツメが『赤い本』を開くと、ＧＭが現れた。

『おや、既すでにゲームの用意はされているようですね。私に言って下されば全部用意しましたのに』

「ＧＭさんには今回、絶対命令権の付ふ与よだけ頼たのみたい」

『かしこまりました。閉鎖空間の作製、ゲーム終しゆう了りよう後の絶対命令権の付与だけはさせていただきますが、ゲーム内容についてはそちらにお任せいたします。それでは、ゲームを始めて下さい』

　カクシが第一手を打ち、対局が始まった。

　それはゲームの開始であると同時に、カクシの詐さ術じゆつの始まりでもあった。

「ところでナツメ、ぼくが何な故ぜ囲い碁ごを選んだのかは分かってる？」

「《いいえ》。実をいいますと、昨日から考えてはいるのですが《分からない》のです。囲碁であれば、私のほうが圧倒的に強いはず。ならば、ハーフ＆ハーフの一件のように、ゲームで負けても結果的に有利になるような状じよう況きようを作り出すのかと考えていたのですが、先ほどの交渉においてもそういう点は見られませんでした」

「それじゃあ、理由を教えておくよ」

「はい」

「ニーヴ、どこいったと思う？」

「この城のどこかじゃないんですか？」

「彼かの女じよは丁度今、城から出て行こうとしているところだよ」

「どうやって……」

「勿もち論ろん、ぼくが副団長として命令したんだよ」

「副団長？」

「エルフ族との間に友好関係を築くための使節団。結成したよね？　そのメンバーとして、ニーヴを本国へ送り出したんだ。ナツメの命令に忠実に従い使節団のメンバーとして出向いている以上、その管理下で働いているという状況からは逸脱していないからね」

　ナツメは答えない。

「さて、命令権を使うためには、命令内容を相手が把握できるようにする必要がある。つまり、城から出て行った彼女を止めることはナツメには出来ない。馬で追いかければ追いつくことは出来るだろうけれど、ゲームが終わらない限りナツメはここから出ることが出来ない。更に言えば、囲碁というゲームはチェスや将棋に比べて終局までの手数が非常に多くなる。少なく見積もって二百手といったところだろうけど、それでも一手十秒で換算して三十分はかかる。ニーヴが馬車で出発すれば、絶対に追いつけないだろう」

「それは……」

「これからニーヴは、ナツメの手駒としてナツメのいない場所でナツメのためにエルフ族と人間族の橋渡しをすることになるだろうね。もう一度会えるとしたら何年後のことになるかな？　もう二度と会えないかもしれないけど、仕方がないよね？」

「私に投了しろと？」

「その判断はナツメに任せるよ」

　カクシは挑戦的に言った。

　その態度に――ナツメはつまらなそうにため息をついた。

「……カクシ君。一つだけ教えてください」

「何？」




「その策、私が読んでいないとでも思っていましたか？」




「は？」

「カクシ君がイプセン領に到とう着ちやくした日、私と色々なゲームをしたのは覚えていますね？　その中でも、特に囲碁の実力差は大きかった。その囲碁を絶対命令権のかかった勝負で採用するとカクシ君が言った以上、そこには何らかの策があると考えるべきです」

「だけど、それが何なのかは分からないんだよね？」

「あれは嘘です。実はですね、カクシ君がこのイプセン領に来てから、その行動を役場の人たちに監かん視ししてもらっていました。そして、逐ちく一いち報告してもらっていたのです。そして昨夜、カクシ君が部屋にニーヴちゃんを呼びつけたという報告を受けました」

「まさか……」

「だから、私はニーヴちゃんに接せつ触しよくし、命令権を使ってカクシ君との会話内容を聞き出しました。そして、カクシ君が何をしようとしているか推測をしました。結果、その推測通りに事は進んでいます」

「ここまで全部見抜いていたの？」

「はい。ですから、既に対策もしてあります。ニーヴちゃんには城に留まるよう命令しました。これで、私が投了する必要はなくなりました。カクシ君の策は潰れました。さて、伺うかがいます。これ以上、何か卑ひ怯きような策を用意してあったりしますか？」

「……いや、ない」

　その言葉に嘘はなかった。

　それを聞いて、ようやくナツメは勝利を確信した。

　これまでのカクシの行動を観察し、ナツメはある結論を出していた。

　それは『隠かくれ山やまカクシはゲームをしない』ということ。彼の特徴は、ゲーム開始前に自分が有利になる状況を作り出すことだ。相手となった個人を――時には組織を騙だまし、ゲームが始まった瞬間には既に決着がついている。ゲームをゲームとして成立させない。それが彼のプレイスタイルだ。

　逆に言えば、その権謀術策の内容さえ看破し、まともにゲーム開始まで持ってくることが出来れば、後は純じゆん粋すいに実力の問題――ナツメが圧倒的に有利となる。

　もはやカクシに策はなく、策を奪うばわれた策士は無力な人間でしかない。

　後は、圧倒的な実力差を見せつけながら確実な勝利を目指せばいい。

　その確信の下、ナツメは次々と手を進めていった。

　そして盤面が進み――。

　ナツメは勝利を確信しつつも、その確信が少しずつ揺らいでいくのを感じていた。

　再会した日に行ったゲームと違ちがい、盤面がナツメの有利にならないのだ。

　むしろ、ほんの少しだけではあるが、カクシに有利になっているようにも思える。

「これは……」

「これが今のぼくの実力だよ」

「そんなはずがありません。だって、久しぶりに勝負をしたとき、私は圧倒的に――」

「ナツメ。ぼくたちのゲームの戦績、覚えてる？」

「私の勝率は大体九割。運が絡まないものに限定すれば、ほぼ十割でした」

「その中でも、囲碁だけは惜しいところまで行っていた。もう少しで勝てる、そう思ったことが何度もあった。だから、ナツメに正々堂々とゲームで勝てる可能性があるとすれば、それは囲碁だけだと考えた。その可能性を実現するために、ぼくはずっと囲碁だけは勉強していたんだ」

「でも、あの時は――」

「わざと手を抜いていたんだよ。ナツメも言っていたよね？　特に囲碁は酷かったって」

「あ……」

「ナツメはぼくが必ず卑怯な術策を用意すると考えた。だから、最も警けい戒かいしなければならない部分、相手の実力に対する警戒を疎おろそかにしたんだ。これがぼくの詐術だ」

「別に負けたわけじゃ――」

「ああ、そうだね。だけど、ぼくは勝つ。そのためにこんなところまで来たんだ。ぼくはナツメを助けに来たんじゃない。ナツメに勝ちに来たんだ。永遠に異世界に引きこもって勝ち逃にげなんてさせてやらない。全力で勝つ」

「分かりました。いいでしょう、でしたら私も全力で――」

「ニーヴへの命令権」

「え？」

　頭を切り替えようとしたナツメに、突とつ然ぜんのカクシの言葉が投げかけられた。

「この勝負でぼくが勝ったらナツメからニーヴに対する命令権を取り上げようと思っている。ただ、ナツメが残しておいてほしいというのなら、ニーヴに対する命令権だけは留保してもいいと考えているんだ。さぁ、どうする？」

　ナツメは努めて冷静に考え、即そく座ざに結論を出した。

「そ、それじゃあ、留保をお願いします」

　この提案は、ナツメにとって有利なものだ。そこに間違いはない。冷静に考えれば、とりあえず頼んでおいて問題のない内容。この回答が正解だと、ナツメは考えていた。

　だが、どうしても考えてしまうのだ。どうして『私が勝利するので必要ない』と言えなかったのか。その結果、ナツメの思考に暗い靄もやがかかった。

　冷静であろうとすればするほど、冷静ではいられなくなる。

　それこそが、カクシの狙ねらい。盤外戦術こそがカクシの得意とする戦術だ。

「ああ、分かったよ。ＧＭさん、当事者の意思で絶対命令権に条件を加える」

『畏かしこまりました』

　ＧＭは恭うやうやしく一礼した。

　それを確かく認にんしたカクシは、浮かない表情のナツメに対して告げる。

「さぁ、それじゃあ、勝負を続けよう」







　決着がついたのは三十分後の事だった。

『黒三十六目、白二十目半。よって、黒であるカクシ様の十五目半勝ちとなります。これにより、カクシ様にはナツメ様に対する絶対命令権が付与されることになります。ただし、ニーヴ様に対する命令権を取り上げることは出来ませんので、ご注意ください』

「分かった」

『また、ナツメ様のカクシ様に対する絶対命令権も失われました。さて、今回も素す晴ばらしいゲームでした。それでは、またのご利用をお待ちしています』

　ＧＭがそう言うと共に、閉鎖空間が解除される。

　それとほぼ同時に、カクシはナツメに対して告げる。

「さて、それじゃあ、早速命令する。アニーさんに対する絶対命令権を放棄しろ」

「分かりました。私ナツメ・イプセンはアニーさんに対する絶対命令権を放棄します」

「これで放棄されたことになったの？」

「宣言するだけのお手軽な解除方法です。何なら試ためしてみましょうか？　命令、アニーさんはそこで裸はだか踊おどりを始めてください」

「えっ!?」

　アニーは焦った表情を浮かべたが、体は全く動かなかった。

「……何も起きないわね」

「絶対命令権は解除されていますから」

「そうなの！　やった！」

　アニーが喜びの声を上げる。

　そんなアニーに注目が集まる中、カクシが告げる。

「ナツメ。それじゃあ、早速日本に帰ろう」

「ええっ、その前にせめてニーヴちゃんと――」

「そういうわけですので、佐藤さん。一名帰き還かんです。ニンフの森から戻もどりますので、受け入れの準備をお願いします」

「分かったわ！　先に戻って報告しておく！」

　そう言って、佐藤は執しつ務む室しつを出て行った。

「でも、カクシ君。今回は命令に従って日本に戻らざるをえないかもしれませんが、私はこちらに戻ってくるのを諦めませんよ。それくらいは分かっているんですよね？」

「命令で諦めさせようか？」

「命令の隙すき間まを見つけるのが得意なのはカクシ君だけじゃないんですよ。カクシ君は私がこの『霧の大陸』に戻るのを阻そ止しする立場――つまり、後手に回るしかない防ぼう御ぎよ側の人間です。攻こう撃げき側である私はその防御が崩れるまで何度でも攻撃を仕掛ければいいだけですよ」

「そうかもしれないね。でも、それに関する対策は既に出来ているんだよ。ナツメは自分の意思でこちらの世界への帰還を拒きよ否ひすることになる」

　カクシが手に持っているのは、イプセン政経新聞。

　その一面には衝撃的な記事が載っていた。




【変態仮面登場】

　三日午前九時ごろ、ハーフ＆ハーフのキャンプにナツメ・イプセンを名乗る人間が訪問した。ハーフ＆ハーフの頭領であるエーヌ・ポーの話では、その者はブーメランパンツに赤ネクタイ、怪しい仮面を身につけており、上半身は裸はだかであったという。これだけであれば、ナツメ・イプセンを名乗る変質者が現れただけだと思われるが、その者はイプセンを代表する『領主の証』を身に着けていた。更さらに、その場でイプセン領、ハーフ＆ハーフの一いつ騎き打うちが合意されたとのことだった。

　そして翌日、合意どおりの一騎打ちがイプセン領内で執り行われた。

　これに対してイプセン領役場に取材を申し込んだところ、ナツメ・イプセンの腹心の部下と噂されるカクシ・カクレヤマは『それには答えられない』と取材を拒否した。突如として現れたこの変態がナツメ・イプセン本人であるのかは定かではないが、ペンダントを持っていたこと、合意内容が実行されたことから、ナツメ・イプセン本人である可能性が高いと噂されている。




「これは……」

「本日発行された新聞だね」

「でも、こんな嘘だらけの――」

「よく読んでみるといいよ。嘘なんてどこにも書いてないから。まぁ、多少言葉を選んだ部分はあるけどね」

「酷い!?」

「今やイプセン領の人間は全員ナツメ・イプセンのことを変態仮面だと思っている。この誤解をナツメ・イプセン本人はとけるのかな？」

　ナツメが紙面に気を取られていると、アニーがにやけながら声をかける。

「うっわ～、引くわ～。ドン引きだわ～。ナツメ・イプセンとかいうイプセン領の領主様が露ろし出ゆつ趣しゆ味みの変態さんだったなんて思いもしなかったわ～。一度顔を見てみたいものだわね。そう思わない？　ねぇ、ナツメちゃん」

「絶対命令権が解けた瞬間に図に乗りましたね、この女」

「こんなピンク・スキャンダルが出たら、もうここには居られないよね。さぁ、水みず沢さわナツメ。変態仮面の名を捨てるために、日本へ戻ろう」

「こ、こんちくしょ～！」

「それでは命令。ナツメはニンフの森にある『生命の泉』を通って日本に戻れ。後の引継ぎはぼくが適当にしておくから」

　ナツメの体が勝手に動き出す。

　執務室から出て、イプセン城の城門へと向かう。そこには、ニンフ族一行がいた。ナツメを無事日本に帰すために、カクシが手配しておいたものだ。ニンフ族一行は歩いて来たナツメを列に加えようとした。

　その瞬間、ナツメの視界にある人物が飛び込んできた。

　その人物はニーヴ・ポー。ナツメがカクシの命令に従ってニンフの森へ向かおうとしているのを見て、彼女はナツメの敗北を察した。ただし、その際ニーヴに対する命令権だけは残されていたことを知っていようはずもなかった。

　ナツメはニーヴに対して命令を下した。

「ニーヴちゃん！　いいところに！　命令します！　私と一緒に『生命の泉』経由で日本に来てください。こちらの世界に戻ろうとするのも禁止します」

「え？」

　ニーヴの体が動く。

　このままでは、ニーヴまで一緒に日本に来てしまうことになる。

「カクシよ。どうする？」

　ノースに尋ねられ、カクシは一応思案する。

　ニーヴに対する絶対命令権は留保した。これを今いま更さら取り上げることは出来ないから、この命令を解除することも出来ない。考えられる方法としては、ナツメへの日本行きの命令を解除することでニーヴに対する命令も解除させることだが――。

　そこまで考えて、カクシは結論を得た。

「どうしようもないから、一緒に連れて行ってください」

「了りよう解かいした」

　ノースの返答に、ニーヴが本気で焦り始める。

　城内ならともかく、異世界まで行ってしまえばナツメから逃れるのは難しくなる。

　何よりも――。

「え？　もしかして私、『生命の泉』に連れて行かれようとしています？　『生命の泉』に入ることはエルフの掟おきてで禁じられているので止めて欲ほしいのですが……」

「ニンフの掟でもそうなっているが、仕方があるまい」

「え～」
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　ノースやニーヴと一緒にナツメがニンフの森に向かったのち、カクシは領主執務室にイプセン領の重役を集めた。ナツメが去った後の、イプセン領の維い持じについて話すためだ。

「さて、ここにいる全員に聞いてもらいたいことがあります。《ナツメは今朝の新聞記事を読み、もうここにはいられないと考えイプセン領を去りました》。ですので、体制をナツメが戻る前の状態まで戻していただきたい」

「あの、ナツメ様が戻られたりはしないのですか？」

「未定です。ナツメは《佐藤さんを領主代行とすると言っていました》。佐藤さんはそのうち戻ってくるはずなので、詳くわしいことはその時に決めてもらってください。ああ、そうだ。それと、ハーフ＆ハーフについては、適当な労働力として使ってください。彼らに対する絶対命令権はぼくが預かっているから、イプセン領の意思決定を行う人に譲渡したいと思っています。というより、面倒なのでとりあえず全部丸投げします。全部いい感じにやっちゃってください。以上です」

　そう言い残し、カクシはイプセン役場を後にした。

　役場の前では、アニーがカクシを待っていた。

「随ずい分ぶん強ごう引いんな引継ぎだったわね」

「何だ、アニーさんか」

「何だとは何よ？」

「いや、悪い意味で言ったんじゃないよ。アニーさんでよかった。安心したよ」

「え、あ、うん」

「それで、ニンフの森まで一緒に行ってくれるんだよね？」

「ええ、そうよ。弓矢もあるし、森までならとりあえずモンスターの心配はしなくていいわ」

「それじゃあ、早速頼むよ」

「ねぇ、カクシ。アンタはこれでいいの？　いや、何ていうか、このイプセン領に未練とかはないの？　やっぱりここに住んでみたいとかいう考えはない？」

「……《ないよ》」

　カクシは少し迷いながらもそう答えた。

「ああ、そうね。そういえば、アンタはそういう奴だったわね」

　アニーは苦笑いを浮かべていった。

　それから二人は、軽装のままイプセン領を出た。

『生命の泉』へは徒歩で向かい、道中彼らは取り留めのない話をした。

　そして、話題が尽つきようとした頃ころ――二人は、無事に『生命の泉』へとたどり着いた。

「これで、アンタは帰るのよね？」

「そうだね」

「アンタとは短い付き合いだったけれど、中々楽しかったわ」

「え……」

「何でちょっと引いてるのよ!?」

「冷静になって考えてみて欲しいんだけど、アニーさんってぼくと出会ってから碌ろくなことがなかったよね？　半はん裸らで交番に突とつ撃げきしたり、ナツメに軽くあしらわれたり」

「それを補ってあまりあるほどに楽しかったって言う意味よ！」

　アニーはカクシに向かって微笑む。

「そう言ってもらえると――」

「変態仮面とか」

「アニーさん、まだぼくが絶対命令権を持っていることを忘れてない？」

「ああっ!?」

　アニーは頭を抱えた。

　そのまま耳を塞げばいいのに――そう思いつつ、カクシは言葉を続ける。

「全部解除するよ」

「……いいの？」

「いいも何も、宣言しただけで解除できるんだから、もう解除は成立したはずだよ。それに、《もう命令する機会なんてないだろうしね》」

「カクシ……」

「とみせかけて、命令、ニンフ族に伝わる変な踊おどりを踊れ」

「ああっ!?　……って、何も起きないわね」

「そうだね」

　二人の間に沈ちん黙もくが流れる。

　後は、カクシが『生命の泉』に入り、ログアウトするだけ。

　それだけなのだが、それを二人とも切り出したりはしなかった。

「ねぇ、カクシ。ちょっとログアウトを待てる？」

「少しだけなら」

　アニーは『生命の泉』から離はなれる。

　そして、腕に鈴をつけ、舞まいを始めた。

　その舞は、一般のニンフ族のものとは性質を異にしていた。一つ一つの動作には艶ともいうべき美しさがあり、緩急の有る動きにより鈴の音はシャンと凛々しい音を鳴らす。日本舞踊に鋭するどい動きを加えたかのような優ゆう雅がな動きは、カクシからみても美しいと感じるにたるものであった。

「これが本来のニンフ族の踊り。その場のノリで適当に伝わったいい加減な踊りなんかじゃなく、私が首都で調査した正式なもの。奴ど隷れいへの敬意と感謝を伝える、今は失われた舞よ」

　アニーはそう言い、複雑な笑え顔がおをカクシに向けた。

「まぁ、つまり、そういうことだから。それじゃあ、バイバイ。奴隷さん」

「ああ、《もう会うことはないだろうけど》、元気で」

　カクシは泉の中に入る。

　すると、頭の中に選択肢が現れた。
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【ログアウトしますか？】

　　はい

　　いいえ




　カクシは一いつ瞬しゆんだけ迷い『はい』を選択した。







幕間４　ゲーム脳女







　水みず沢さわナツメが目覚めると、カプセルの前には白衣を来た医者が待ち構えていた。

　彼女は担架に乗せられて病院まで運ばれ、そこで精密検査を受けた後に一先ず自宅へと帰されることとなった。

「それにしても、本当にこちらに戻ってきた人はいなかったんですね」

「そうね。『適性あり』の人でもこれだけ苦労させられたんだから、『適性なし』で日本での記き憶おくを失っている人が自力で戻るのは難しいでしょうね」

　さりげなくいやみを言う佐藤。

「ところでナツメさん。五ご代だいさんから話があるんだけど、いいかしら？」

「はい、構いませんが」

「疲れているところ悪いわね」

　佐藤は携けい帯たい電話を渡わたす。

　既に発信をしていたようで、画面には『五代大だい吾ご』と表示されている。

『もしもし』

「あ、あの……」

『水沢ナツメさんだね？』

「……はい」

『初めまして。佐藤の上司の五代大吾という者です。まずは、無事日本に帰き還かんすることが出来たことを祝福します。おめでとう。それで、折せつ角かく帰還したのに悪いんだけど、水沢ナツメさん、再び『霧の大陸』に戻る気はないかい？』

「どういうことですか？」

『今度は領主としてではなく、ゲーム内の人間を日本に戻すための総務省の人間として働いて欲しい。そういうわけだよ』

「カクシ君と同じ立場というわけですか」

『その通り。それに、君のほうがウェストボーンにおいては様々な面で大きな影えい響きよう力りよくを持っているようだしね』

「お話は分かりました。私も参加したいのは山々なのですが、おそらくカクシ君に阻止されてしまうでしょう。今の彼かれは私に対する絶対命令権を持っています」

『その辺はこちらで何とかしよう』

「出来るとは思えませんが」

『どうとでもするよ。適性があること以外は、彼はただの高校生だ。多少の口のうまさなど、我々大人にしてみれば何の障害にもならない。ああ、そうだ。ところで君は引き篭もりだったそうだね？』

「そうですが？」

『今回の君の成功例を元に、この対策室も人員増が見込まれている。高校在学中はアルバイト形式で『霧の大陸』に派は遣けんされることになるが、卒業後に総務省に正職員として入ってみてはどうかね？　君なら試験は余よ裕ゆうで突破できるだろう』

「考えておきます」

　車から降りたナツメは、車くるま椅い子すに乗る。

　半年ほど体を動かしていなかったことから、ただでさえ少なかった彼女の筋力は自力歩行が困難になるまで落ちていた。佐藤は車椅子を押おして、水沢家の玄関に向かう。

「ご迷めい惑わくおかけします」

「仕事だから構わないわ」

　そう言って、佐藤はチャイムを押した。

　出てきたのは、ナツメの母親だ。

「ナツメ……」

「お母――あべしっ!?」

　いつの間にか、ナツメの左頬が平手打ちされていた。

「ナツメ、アンタは『適性あり』とかで、記憶がなくなったりはしていなかったそうね」

「ええ、そうですが」

「何な故ぜ日本に戻って来なかったの？」

「日本に戻る理由がありませんでしたから。元々私はあちらの生まれです。お二人はそのこともご存じなんですよね？」

「知っていたわ。それに、まだアンタが知らないことがあることも知っている」

「何ですか、それ？」

「もう二度と『霧の大陸』に行かないアンタには関係のないことよ」

　玄関先で喧けん嘩かを始めた二人を、佐藤は何とか宥めようとする。

「あの、とりあえず中に入ってお話ししませんか？　ここですと目立ちますので」

「そうですね。どうぞ、佐藤さんも上がって下さい」

「は、はい」

　言われて、佐藤は家の中に入る。

　ナツメも何とか車いすから立ち上がり、壁かべに手をつきながら歩いた。ナツメの父親は仕事に行っていて不在らしく、部屋の中には重苦しい雰囲気が立ち込めていた。

　リビングについたナツメは椅子に座すわる。

「それでは、仕切りなおしということで。教えてください。私は何者なんですか？　何故日本に送られてきたんですか？　私の本当の母親じゃないことを何な故ぜ黙だまっていたんですか？」

　ナツメが怒ど涛とうの追及を始める。

　それに対し、母親は――。

「黙りなさい、このゲーム脳！」

　そういうなり、ナツメの頬を平手打ちした。

　筋力の落ちたナツメは、椅子から転げ落ちる。

「な、殴ったね。父さんにも――」

「はたいたのよ！」

「……あ、はい」

　暴論に、ナツメは言葉を失った。

「これだけ心配かけさせて、色々な人に迷惑かけて！」

「あの、それには事情が……」

「本当の両親だとかどうでもいいことに拘こだわり始めて！」

「どうでもよくはないのではないかと思うのですが……」

「それじゃあ、言ってほしかったの？」

「まぁ、然しかるべきタイミングで言っていただければ助かります、はい」

「然るべきタイミング？　どんなタイミングで言えばよかったのよ！　食前!?　食後!?」

「そんな、薬じゃないですし」

「大体、実子じゃないことを伝えたところで、アンタは気にするの？」

「それは勿論――」

　ナツメは言葉に詰まる。

　実際にその場面をシミュレートしてみると、どうしても落ち込んでいる自分にまでたどり着くことが出来ない。ありとあらゆるルートを検討してみたが、行きつく先は全すべて『ゲーム続行』だった。

「あれ？」

「ほら、やっぱり！　アンタのことだから『へー、そうなんですか』とか言ってゲームを続けるでしょ！　ゲーム依存症へのショック療法として試してみようと思ったことも何度もあったけれど、効果がなさそうだから言わなかっただけなのよ！」

「あ、あっれ～」

「それじゃあ、もう『霧の大陸』なんかいかなくていいわね！」

「いや、でもまだ『霧の大陸』に戻る動機はあるんですよ」

「何？」

「就職です」

「就職？」

「この度たび、私は就職先をゲットすることが出来ました」

「どこに？」

「総務省です。とりあえず、高校卒業まではアルバイトで働いていて、卒業と同時に就職しようと思います」

「パラレルライフ関係なの？」

「はい、そうです。まだ『患かん者じや』は沢たく山さんいるんですよ。適性のある私にしか出来ない仕事です」

「そう、分かったわ」

「分かってもらえましたか！」

「ええ、後何十発か殴っておく必要があるということがね」

「分かってないじゃないですか！　あと、今自分で『殴る』って認めましたよね!?」

　ナツメ母はため息をついて椅子に座る。

　そして、佐藤に尋たずねる。

「佐藤さん。『適性あり』となった人がゲーム内で死んだら、どうなるんですか？」

「……適性は、あくまでも向こうの世界でこちらを非現実だと思い込まないという点のみで判断されています。『適性あり』として認定された人が向こうの世界で死んだという事案はまだ存在しないため、何とも言えませんが――」

　佐藤は少し躊躇ためらった後、言葉を続ける。

「私の予想では、他の患者と同様に夢遊病状態になってしまうのではないかと思います」

「やっぱりね」

　ナツメ母はナツメに向かい合う。

「不景気だの何だの言われているけれど、この日本はウェストボーンに比べれば圧倒的に豊かで平和で治安のいい国よ。だから、私はアンタには剣けんも魔ま法ほうもない、この日本で生きて欲しいのよ。結婚して、子供生んで、育てて、そういう平和で普ふ通つうの人生を送って欲しいの」

「そんなことがこの私に可能だとでも？」

「それは……」

「協調性ゼロで性格暗くて無む駄だに基礎スペックだけ高くて扱あつかいにくいこの私にそんな将来が訪おとずれる可能性があるとでも？」

「ううむ……」

「まぁ、半分冗じよう談だんなので私の未来像については置いておきましょう。聞いてください。私、あっちでは領主になったんですよ！」

「アンタが領主なら私は女王様よ！」

「そういう問題ではないというか、それはそれで間ま違ちがっていると思いますが……」

「だまらっしゃい！」

「あの、お母様」

　たまらず、佐藤が口を挟む。

「海外で働く。それと同じように考えていただくことは出来ないでしょうか？　それに、娘むすめさんは向こうの世界では領主という立場を持っていますから、そう簡単に死んでしまうこともないでしょう」

「参考程度にはしましょう」

「とりあえず、ナツメさんの今後については保留しておきませんか？　私が出て行ってから、ご家族で話し合っていただければと思います」

「そうね」

「それと、もう一つ懸念事じ項こうがありまして」

「懸念事項？」

「実はこの子なんですけど……」

　佐藤が隣となりに座っている少女に目をやる。

　緊きん張ちようした面おも持もちのニーヴは、話題が自分に向かってきたことに気付くと、縮こまった。

「この子は？」

「ウェストボーンから連れてきた《私の妹》です」

「妹……？」

　ナツメ母はニーヴを睨みつける。

　だが、ニーヴのおびえた瞳ひとみを見た瞬間、鬼の形相は瞬時に消え去った。

「向こうで出会って、つい拾って連れてきてしまいました。しばらく、この子を家に置いておきたいのですが」

「いいわよ。でも、ちゃんと世話を出来るの？」

「はい。出来ます」

「だったら構わないわ」

「ちょっと待ってください。いいんですか？」

　佐藤が思わずつっこむ。

　このまま預かってもらったほうが都合がいいのだが、つい口が動いてしまった。

「別にいいわよ。かわいいし」

「この家にはかわいいかどうか以外の物差しはないんですか！　いえ、そちらのほうが助かるんですけれども」

　動どう揺ようする佐藤をしり目に、ナツメ母はナツメに言葉を向ける。

「ナツメが引きこもっちゃってから、ご近所での肩かた身みが狭かったのよねぇ～」

「それはよかったですね。これで安心して引きこもり続けることが出来ます。もっとも、引きこもる先はネオ電脳ランドになりそうですけれど」

「ニーヴちゃん、後で一緒に洋服を買いに行きましょうね～。ナツメお姉ちゃんはネオ電脳ランドに引きこもるそうだから、一緒には行けないけれど」

「あ、それは卑ひ怯きようです！　ニーヴちゃん、服なら今すぐネット通販で買えますから、今から一緒にアマ○ンへと旅立ちましょう！　あ、ついでにあとここ半年で発売されたゲームやマンガやラノベをチェックしましょう」

　ぎゃーぎゃーと言い争う二人を、佐藤は少し離れた場所から見ていた。

　当初はどうなることかと思っていたが、このような微笑ましい言い争いが出来るのなら大だい丈じよう夫ぶだろう。そう判断し、彼かの女じよはようやく仕事に一区切りがついたという気分に浸ひたることが出来た。

　なお、これから『霧の大陸』に戻る佐藤には領主代行としての激務が待ち受けているのだが、それを彼女は知る由もない。







【あとがき】







【謝辞】

　本作『嘘つき少年の異世界謀略ゲーム』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　あとがきを書くにあたり、謝辞から入らせていただこうと思います。

　まず、イラストレーターのてつぶた様。てつぶた様には、キャラクターやイラストに関して多くの案をご提示いただきました。このおかげで、私の中のキャラクターイメージを具体化させることが出来ました。伝統衣装を着たアニーは当初の想定よりも、露出が大胆になっております。特に特に左半身の大胆不敵さには驚かされました（気づかなかった方は、表紙をご覧ください）。これにより、衣装を恥ずかしがる描写の説得力を強くすることが出来ました。ナツメやニーヴについても、想定していたよりも可愛らしく描いていただきました。それぞれの衣装についても凝ったものを用意していただきました。そして、ハンター。天真爛漫といった様子の彼女ですが、本作で既にあんな状況に陥ってしまいました。なお、平原でのフラグは続巻できっちり回収させていただく予定です。

　次に、担当になっていただいた編集者様。作品に対する的確な指摘を多数いただきました。それらの指摘がなければ、本作の魅力は半分以下になっていたと思います。電話やメールで頻繁にやり取りしていただき、非常に助かりました。

　そのほかにも、この作品に関わっていただいた全ての方に、厚く御礼申し上げます。




【本作開始前の状況について】

　本作の舞台となる『霧の大陸』の世界観を作るにあたり、隠山カクシ以外を主役にした小説を用意してみました。ある程度の分量になったため、三作を「小説家になろう」に投稿しています。その紹介をさせていただこうと思います。

　まず、ハーフエルフの少女『ニーヴ・ポー』を主役とした『少女探偵ニーヴ・ポーと微妙な事件たち』。これは、パラレルライフ試遊会開始前の物語で、本編で登場したニーヴが探偵として活躍します。短編なので、スピード解決します。

　二つ目が『異世界で身動きの取れなくなった少年目崎ノリスケが、異彩と異臭を放つ女大魔法使いと共に金稼ぎに奔走するはた迷惑な物語』。本編の半年前。つまり、パラレルライフのサービス開始時点が物語のスタートとなります。主人公の名前は「目崎ノリスケ」。邪魔族として『霧の大陸』北端にある雪国に降り立つことになります。そして、邪魔族の中でも特に変わり者の女性「フルフル」と共に行動し、様々なクエストをこなすというのが大体の内容です。ちなみに、ノリスケは本編でも水道管を冷やす魔法使いとして少しだけ登場しています。

　三つ目が『厳格で清廉で退屈な我が修道院において〝アホのように明るい異世界のバカ〟が修道女になったことにより起きた改革に対する考察』。こちらも本編の半年前がスタートの物語です。イプセン領の片隅にある修道院が舞台となっていて、主人公はイプセン領の住人である修道女「ウィンディ・マクベス」です。彼女の所属する修道院に、日本から来た非常識な少女『マリア・アベ』が現れるところから物語が始まります。他よりもコメディ色が強くなっており、ナツメやアニーやハンターも登場します。

　いずれも、本作に続く内容となっています。ハンターは何故ギルドにいたのか、ノリスケは何故イプセン領に来ていたのかなど、本作の伏線などが多数含まれているので、よろしければチェックしていただければと思います。また、他にも準備しているものがありますので、何らかの形でいずれ公開できればと思っております。




【各章タイトルについて】

　お気づきの方も多いかとは思いますが、本作において第一章以外の各章のタイトルは、小説や映画のパロディとなっています。有名なものばかりなので、元ネタが何なのかを考えてみていただければと思います。また、小説家になろうに投稿したもののなかにも、同様のタイトルがあります。よろしければ、チェックしてみてください。




【次回予告】

　今後の展開について予告をさせていただこうと思います。続巻を出せるようであれば、次のような内容を考えております。




・ウェストボーン国王の逝去。それに伴い開催される七頭会議。

・日本にいるカクシとナツメの下を訪れるアニーとノース。

・平原でのフラグを回収し、仮面を受け継がされるハンター。

・イプセン領を揺るがすお祭り騒ぎ。

・中央ウェストボーンに渦巻く陰謀。

・奇妙な融合を果たした地球と異世界の文化。

・ニンフの森に現れる追放されたはずのニンフ族。




　この他にも様々な要素を組み入れる予定になっております。

　では、また次巻でお会いできればと思います。










　小説家になろうに投稿した小説は、こちらから読めます。


（https://mypage.syosetu.com/1385086/）
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